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絶対服従カノジョ。




３．いいか、俺に服従してくれ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




「センパイ、わたし、あなたのことが嫌きらいになりました」




　──と、マナは言った。

　夜中。伊い織おりの部屋である。

　月明かりだけがうっすらと部屋を照らしている。

　ベッドから身を起こした伊織を、マナが部屋の入り口から静かに見つめていた。瞳ひとみが、淡あわい光を放はなっている。

「マ、マナ……？」

　伊織の喉のどから、かすれた声が出た。

「どうしたんだよ、いったい……それに、それ、魔ま眼がん……」

　上う手まく言葉が出てこない。わけがわからないまま、焦あせりばかりが加速していく。

　……マナになにが起こったんだ？

「まがん……？」

　マナは、ぱちぱちと瞬まばたきした。片手を持ち上げて目元に触ふれる。

「ああ……コンタクト、とれちゃってますね」

　さっき顔を洗ったときですかね──とマナはつぶやいた。

　どうやら指し摘てきされるまでマナは、魔眼が剥むき出しになっていると気づいていなかったらしい。

　頭の中にひらめくものがあった。顔を洗っていたということは、洗面所だ。当然、鏡がある。

「おまえ、まさか自分に魔眼を使っちゃったんじゃ……」

「……ふん。知りませんよ。そんなこと、どうでもいいですし」

　言うなりマナは、おもむろに自分の服に手をかけ、ボタンを外し始めた。シャツの前がはだけて、白い肌はだがあらわになる。

　暗くてよく見えないのが残念──って、そうじゃなく！

「な、なにやってんだ!?」

「嫌いな人の服なんて着てられません」

　ぱさっ、と脱ぬがれたシャツが床ゆかに投げ捨てられる。

「っ」

　下着一枚だけになったマナの姿が視界に飛び込んできて、伊織は慌あわてて目を背そむけた。

「──では」

　声に、はっとして目を戻もどす。用事は済んだとばかりに、マナがきびすを返したところだった。

「お、おい！」

　とっさに呼び止める。けれどマナは振ふり向きもしない。

「待てって！」

　廊ろう下かに出て伊織はマナの跡あとを追いかけた。が──

　バタン。

　マナはあっさりと自分の部屋のドアを閉めてしまった。鍵かぎのかけられる音がした。

　伊織はドンドンとドアを叩たたいてみた。しかしなんの反応も返ってこない。

「んん……お兄ちゃん？　どうしたの……？　マナさんとなにか……」

　隣となりの部屋のドアが開いて、妹が顔を出していた。眠ねむたげにまぶたを擦こすっている。

「あ……いや、だ、大だい丈じよう夫ぶだ……なんでもない。心配するな」

　起き出してきた妹へ──というより自分に言い聞かせるように、伊織は言った。

「ふぁ……なら、いいけど……」

　寝ねぼけ気味の妹が部屋に戻るのを見届けて、

「……大丈夫、だよな」

　伊織も自分の部屋に引き返した。




　……放ほうっておいても元に戻るだろう。魔眼の効果ならすぐに消えるはず。

　……そのときの俺は、軽い気持ちで思ってしまったんだ。

　だけど翌朝……

『センパイといっしょには住めません』

　と、書き置きだけを残して、マナは俺の家から姿を消した。








　ＡＴＴＡＣＫ１




　　　　１




　……まさかあいつ、学校にも来てないってことはないよな。

　マナが家から姿を消した日の朝。学校に来た伊い織おりは、いったん自分の教室に鞄かばんを置いてマナの教室に向かった。

　中等部三年の教室の前に立つ。と、開いていた戸から、こちらの姿を見つけて、騒さわいでいた生徒たちがぴたりと静かになった。ひそひそとささやきを交かわし始める。

「……あの人……」

「……うん。マナにゃんの……」

　そんな声が聞こえてくる。

　生徒たちの反応は予想できたものだった。日々マナにアタックされている自分が、まわりからどう思われているかは知っているつもりだ。

　注目されると緊きん張ちようしてきた。だけどこのまま確かめずに帰るわけにはいかない。深呼吸して伊織は教室の中をのぞき込んだ。

「マナ……」

　思わず声が漏もれた。

　窓まど際ぎわの席に、ツインテールの小こ柄がらな少女が座っている。

　髪かみを結ぶ黄色いリボン。ぶかぶかのジャージ。マナだ。

　……よかった。いた。

　胸に手を当て、ほっと息をつく。

　いっしょに暮らしていた猫ねこが行方ゆくえ不明になったときの飼い主の心境というのは、こういうのかもしれない。いや、マナはもちろん猫ではないけれど、家族の一員とでもいうか、大切な存在という意味では同じなわけで……ってなに考えてんだ。

　マナを見つけて安心したせいか、こっ恥ぱずかしいことを考えてしまった。顔が熱い。

　ごほん。咳せき払ばらいして気を取り直す。まわりからの観察するような視線を浴びながら、伊織は教室に入っていった。

　マナはこちらに背を向けていた。頬ほお杖づえをついて、窓の外に顔を向けている。

　──もしかしたら、もう元に戻っているかもしれない。

　そんな考えがあった。書き置きなんて残して出て行ってしまった手前、戻るに戻れず、途と方ほうに暮れているかもだ。

　……安心させてやらなきゃな。

「マナ」

　なるべくいつも通りに聞こえるよう、気軽な口調で声をかける。

「ええと、これ」

　と机の上に、用意してきた包みをそっと置いてみせた。

「…………」

　マナは窓を向いたまま反応がない。彼女の後ろ頭に向かって、伊織は続けた。

「弁当、作ってきたぞ。おまえ朝飯、食べてないだろ？」

「…………」

　くぅー。

　マナのお腹なかの当たりから、小さな音が聞こえてきた。

　ぴくり。と頬杖をつくマナの手が動く。

　しかし、それでもマナは頑かたくなに振り向こうとしない。伊織を見ない。

「……ええと」

　伊織は焦り始めていた。あれ？　と思う。おかしい。いつものマナであれば、もう我が慢まんできずに弁当に飛びついているはずだ。なのに……

「ほ、ほら、遠えん慮りよすんなって。ああ、あと書き置きのことだって、気にしなくていいんだからな。おまえは普ふ通つうの状態じゃなかったんだし……いつでも戻ってきていいんだ。静しず姉ねえも咲さき姉も、琴こと音ねも、みんな心配してたし、っていうか。その、俺も……おまえに戻ってきてほし──」

　マナが腕うでを払はらった。




　ガシャン。




　弁当箱が床に落ちた。包みがほどけて、ひっくり返った中身が床に散らばる。

　まわりから、ひそひそ話が止やんでいた。

　しん、と静まりかえった教室に、

「うるさいです」

　苛いら立だちを含ふくんだマナの声だけが響ひびいた。

　床から視線を戻した伊織を、マナは冷たい目つきでにらんできていた。

「あ……」

　間の抜ぬけた声が出た。

　固まっていた思考が動き出して、なにが起こったのかを理解して──

　伊織はようやく、自分の考えの甘さを思い知った。

　マナは元に戻ってなんていない。伊織を嫌きらいだと言ったマナのままだ。

「先せん輩ぱい」

　と、横から声をかけられた。

　見知った少女が、前髪の下から伊織へと、きつい眼まな差ざしを向けてきていた。

「ふじ、むら……？」

　……えっと、そうか。マナと同じクラス、なんだよな……

　藤ふじ村むら景けい。マナの友だちで、クラスメートだ。

　思い至り、伊織は自分が普通の精神状態でないことを自覚した。マナが家を出て行ったことで動転していたとはいえ、いくらなんでもボケ過ぎだ。

「なにしてるんですか。早く逃にげてください」

　景は早口に言ってきた。

「え？」

「まわりを見てください」

「……まわり？」

　言われて見回す。

　教室中の生徒たちが、伊織を憎にく々にくしげににらみつけてきていた。探さぐるようだった視線が明確な敵意に変わっている。

「マナにゃんがお怒いかりなのは、やっぱりあの変態のせいか！」

「決まりだな。もー許せねぇ！」

「血祭りにあげてやんよぉー！　ヒャッハァ！」

　危険きわまりない言葉まで聞こえてきた。血祭りってなんだよ……

「ふ、藤村？　なんで俺、ここのみんなに親の仇かたきみたいな目で見られてるんだ？」

　怖こわすぎる……弁当をひっくり返されたのは俺のほうだろ!?

「ボサッとしないでください。──もう」

　景が手首を掴つかんできた。ぐいっと腕を引っ張られる。

「逃げますよ」

「え、あ、おい！」

　景に腕を引かれて、伊織はつんのめるようにして教室から連れ出された。

　廊ろう下かに出たところで一度、振り向いた。マナを見る。

　目が合ったマナは、つーん、とそっぽを向いた。




　　　　２




　肩かた口ぐちで切りそろえた髪が揺ゆれている。

　景の後ろ頭を見ながら、伊織は廊下を早足で歩かされていた。こちらの腕を引っ張ったまま、前を行く景はスタスタと進んでいく。

「なあ、藤村。待てって。いったいどこに──」

「貴方あなたには呆あきれたものです」

　チラ、と景はこちらに鋭するどい視線を向けてきた。

「なにをノコノコとやって来ているのですか。みんなを刺し激げきしないでください。携けい帯たいにかけたのに出ないし……その様子ではメールも読んでないみたいですね」

　言われて伊織はポケットをあさってみた。なにも入っていなかった。朝、気が動転していて、どうやら家に忘れてきたらしい。

　と、突とつ然ぜん、景が角を曲がった。

「こちらへ」

　階段裏の物置へ、景は伊織を引っ張り込んだ。彼女が扉とびらを閉めると、中はほとんど真っ暗になった。扉の隙すき間まから差し込む細い光に、ほこりが浮うかんでいる。ワックスのにおいがした。

　掃そう除じ道具が無造作に詰つめられた窮きゆう屈くつな場所だ。肩の触ふれあう距きよ離りで二人してしゃがむ。

「……なあ」

「静かに」

　耳を澄すますと、廊下を走る足音が聞こえてきた。複数だ。話し声も聞こえてくる。

「くそっ、あのヤロウ、どこに行きやがった！」

「さすがに追いかけるのが遅おそかったね……しかし、なぜ景様はあの者をかばうのか」

「景様がどうだってカンケーねぇよ！　俺はあのヤロウが許せねぇだけだ！　マナにゃんにあんな顔をさせやがって！」

　バタバタバタ！
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　慌あわただしく足音は遠ざかっていく。

「状じよう況きようはわかりましたか」

　耳元で景がささやいた。

「……まあ、なんとなく……」

　教室での様子と、さっきの話から、今さらだけれどようやく理解が追いついてきた。

「……あいつら、例のファンクラブの奴やつらか」

　景が会長を務める熱ねつ狂きよう的なファンクラブだ。たしか名前は『マナにゃんを愛めでる会』。

「ええ。正確にはその一部。過激派──『おまえが泣くまで殴なぐり隊』です」

「なんだその恐おそろしい名前の隊は……」

　具体的になにをされるのかわかりすぎるだろ……

「だから連れ出してくれたのか……藤村。ありがとな。助かった」

「いえ。べつに……」

　景の声は素っ気なかった。どうも彼女は、お礼を言われると照れるらしい。

「……それよりも先輩。貴方がマナを怒おこらせた、怒らせるようなことをした、と彼らは考えています。具体的には、変態的な行いを強要したと」

「なんでいつもそーいう方に考えんだあいつらは……い、言っとくが誤解だからな!?」

「わかっていますよ。貴方にそんな甲か斐い性しようがないことは」

「う。その信用のされかたはどうかと思う……」

　男として、なんか……よくない気がする。

「じゃあ先輩は、その気になれば変態的な行いを強要できると？」

「そりゃあ……」

「ええ」

「……できないけど」

「それでこそ先輩です」

「…………」

　伊織が黙だまり込むと、景は肩をすくめたようだった。暗くら闇やみの中で表情はうかがえない。

「けれど彼らは納なつ得とくしないでしょう。貴方に対するマナの態度をはっきりと見てしまいましたしね」

「そうだな……」

「貴方がみんなに嫉しつ妬とされながらも肯こう定ていされていたのは、貴方がマナを笑え顔がおにしていたからです。ですからマナから笑顔が消えるようなことがあれば、みんな黙ってはいません。私にも抑おさえきれません」

「…………」

「実際に先輩に制裁を加えようとしている過激派は、今はまだ全体の一部ですが、このままでは先輩、貴方はこの学園の過半数から追い回されることになるでしょうね」

「か、過半数？　ファンクラブってそんなにいたのか……？」

「なにを言ってますか。マナの魅み力りよくなら当然でしょうっ」

　思わず聞き返してしまった伊織に、鼻から息を出して、景は言い切ってきた。

「あ、ああ、そうだよな。当然……当然だよな」

　圧あつ倒とうされてうなずいてしまう。

　……いやまあ、俺も反論できる立場じゃないしな……

　伊織自身、すでにマナに三回も告白をしている身だ。最初は困らされるばかりだったけれど、健けな気げにアタックをしてくるマナを、いつの間にか好きになっていた。しかし、いずれの告白も、マナの『好きになったら絶対服従してしまう』という思い込みのおかげで上う手まくいっていなかった。

　……それなんだよな。問題は。

　マナの思い込みである。

「先輩。それで、本当はなにがあったんです？　最初はただの痴ち話わゲンカと思ってましたが、あの食いしんぼうのマナがお弁当を粗そ末まつにするなんて、絶対に変です」

「それは、その……また信じてもらえないかもしれないけどさ……」

　隠かくす必要もないので伊織は景に本当のことを話すことにした。




「ふむ。魔ま眼がんを自分自身に、ですか」

　話を聞き終えた景は口元に手を当てて、考え込んでいるようだった。

「また魔眼……でも、そう考えればすべて辻つじ褄つまが……むぅ……」

「やっぱ信じられないよな」

「信じられません。信じられませんが……しかし、そういう特別な力が働いたなら、マナの変化も納得です……それにこの局面で先せん輩ぱいが嘘うそをつくとは思えませんし……」

　しばらく黙ってから、景は浅くため息をついた。

「いいでしょう。魔眼が存在するものとして考えることにします」

「信じてくれるのか？」

「いちおう、ですけれど。でも、ふふっ、魔眼も使えるなんてさすがマナですね！　神に愛された存在！　むしろ神！　女め神がみ!?　ふほぁー！　やはりマナは天上界の生き物だったんですね！」

「ええと……」

　テンションの上がった景を前に伊織は反応に困った。

　待っていると、ふぅ……と景は息を吐はいた。

「すみません。発ほつ作さが」

「ああ……って、そっか。発作なのか、それ……」

「で──その魔眼はどうやったら解けるのです？」

　景は真ま面じ目めな口調に戻もどって言ってきた。伊織も居住まいを正す。

　……どうすれば、か。

「その、たぶんだけど、時間が経たてば、元に戻る……と思う」

　実際にマナが魔眼を使っているのを見たのは、二回。ゲーム屋の行列で順番を譲ゆずってもらおうとしていたときと、始業式で全校生徒を使って伊織を捕つかまえようとしてきたときだ。

　始業式でのことを考えると、魔眼の効果は自然になくなるようだ。魔眼を使わなくなってアパートを追い出されてしまったことからも、効果はずっと続くものではないはずだ。

　しかし、いまだ続いている。

「現状、様子を見るしか手はないというわけですか」

「そうなるな……」

「ふむ。となると差し迫せまった問題は、黒マナが元のマナに戻るまで、貴方あなたの評判がどんどん悪くなっていくってことだけですね。少し安心しました」

「いやそれ、俺はぜんぜん安心できない……」

　さっき追いかけてきた過激派──『おまえが泣くまで殴り隊』の連中の言動を思い出して伊織はげんなりした。

「ん？　黒マナ？」

　と、景のセリフに聞き慣れない言葉が混じっていて、伊織は聞き返した。黒？

　ええ黒です、と景はうなずいた。

「今のマナのことです。便べん宜ぎ上じよう、そう呼んだほうがわかりやすいでしょう。魔眼の影えい響きようで変化しているわけですから、通常の状態ではありません」

　バカカワイイといい、景は独自の言葉を作るのが好きらしい。言葉で定義することで、彼女なりに現象をわかりやすく理解しようとしているのだろう。

「まあたしかに『黒』って感じはするな……」

　もしくは『裏』とか。印象としてはそんな感じだ。

　格ゲーでいうと色いろ違ちがいの別キャラといったところだろうか？

　……黒マナ。

「ふふっ、あのマナはあのマナでとっても素す敵てきですけどね！　いつもと違う魅力があります！　あの蔑さげすんだ目とかたまりません……！　ハァハァ」

「って、ああ……また発作か」

「ふふっ、私、マナになら罵ののしられてもいいっ。もっと！　もっと強く！　はぁああんっ」

　景は頬ほおを紅潮させると、肩を抱だき寄せるようにして、くねくねと身をよじった。

「ちょ、なに想像してるんだおまえ！　戻ってこい！」

　伊織は景の肩を掴つかんでがくがくと揺ゆすった。

「じゅるり。はっ」

　正気に戻ると景はこほん、と咳せき払ばらいした。ごしごしと口元のよだれをぬぐう。

「ともかくです。当面、先輩は黒マナに近づかないほうがいいでしょうね。先輩の家を出て行ったのであれば、うちに来てもらいますし。心配はいりません。任せてください」

「だな。そうしてくれると助か……」

　ふと引っかかりを覚えて、伊織は言葉を止めた。

　……あれ？　それっていいんだっけ？　たしか前、いっしょに住んじゃうと襲おそっちゃうみたいなこと言ってたような……

　さっきハァハァしていたし、黒マナであってもその条件は十分適用されるんじゃあ……

　と、景は物置部屋の扉とびらに手をかけた。扉が開く。暗闇に慣れた目には強きよう烈れつな光が差し込んできて、伊織は思わず目を細めた。

　隣となりで景は立ち上がった。外に出て、振ふり返ってくる。

「先輩。もう一度、確かく認にんさせてください」

「ん？」

　腰こしを浮うかしかけた伊織の前に、景の腕うでが突つき出された。ピッと人差し指が立てられる。

「『好きになったら絶対服従してしまう』とマナは思い込んでいた。そして絶対服従しないために、マナは貴方を嫌きらおうとした。そうですよね」

「ああ。ちゃんと確かめたわけじゃないけど……マナが自分に魔眼を使ってしまった原因は、そういうことだと思う」

　伊織は目を伏ふせた。

「俺のせい、だよな……」

　景はきょとんとした。

「はい？　何な故ぜです？　べつに貴方のせいではないと思いますが」

「だけどさ……俺がマナのこと、もっとわかってあげられてたらさ。そういう思い込みだって、正すことができたはずで……」

　絶対服従させないと安心できない──というマナの不安を、取り除いてあげられたんじゃないかって、思ってしまう。ずっとマナが不安を抱かかえていたのかと思うと、やるせない。

「先輩。それは傲ごう慢まんというものです。だから先輩は真面目だというんです」

　景はまっすぐに伊織を見つめる。

「それよりも先輩。わかっていますか？　嫌いにならなきゃいけないってマナが思ったのは、それって、マナが貴方を『本当に好き』だったからですよ」

「え？」

　ぽかんとした。

「マナは貴方を『本当に好き』なんです」

　念を押すように景は繰くり返してきた。

「……あ……う……」

　自分でもどうかと思うほど顔が熱くなった。そうなのかもしれないけれど、はっきり言われると、なんというか……なんというかだ。だって、ついこの前までは、マナから『好き』って言われても、アタックの一いつ環かんとしか思えていなかったわけで……

　と、うろたえるこちらを見て。

　ふっ、と景は──マナの親友は、口元に柔やわらかい笑みを浮かべてきた。
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　昼休みになった。伊織はひとり、屋上にいた。

　あの後──景と別れた後、自分の教室に戻ったら、『殴なぐり隊』のメンバーが待ち構えていた。なんとかその場はやり過ごしたものの、教室には『伊織がマナに変態プレイを強要して怒おこらせた』という噂うわさが広まってしまっていた。

　休み時間に教室にいると『殴り隊』に突き出されるかもしれない。

　そんなわけで、屋上に逃にげてきているのだった。

　……まあ、魔眼が解けるまでの辛しん抱ぼう……だよな。

　フェンスに肘ひじを載のせてため息をつく。

　顔を持ち上げると、どんよりと曇くもった空だった。今にも雨あま粒つぶが落ちてきそう──

「い、いおりん？」

　丸めた背中に声をかけられた。

「ここにいたんだね。えとあの……っ、だ、だいじょうぶ？」

　屋上の扉から顔をのぞかせているのは、銀色の髪かみの幼なじみ──ソフィアだった。

　青い瞳ひとみが心配そうに見つめてくる。

「ああ。うん、大だい丈じよう夫ぶだ。まだ殴られてないしな」

　肩かたをすくめ、伊織は冗じよう談だんめかして答えた。

　あはは……と曖あい昧まいに笑って、ソフィアは屋上に入ってきた。伊織の前まで来る。

「えっと、椎しい名なさんも心配してたよ」

「米こめも？」

「うん。まあ、本人はぜったい認めないと思うんだけど」

　と、眉まゆを寄せて、ソフィアは困ったような笑えみを浮かべてきた。

「でも、みんなおかしいよね。あんな噂……いお──雛ひな谷たにくんが、マナちゃんにひどいことするはずないのに。だって、できるはずないよね」

　……あ、あれ？　なんか微び妙みように刺ささることを言われた気が……

「そうか……ソフィアにも俺はそういう認識なんだな……」

「ふぇ？　あ、あたしなにか変なこと言ったかな？」

「……いや、なんでもない」

　ふっ、と伊織はむなしく息を吐いた。どうせ俺は甲か斐い性しようなしだよ……

「あ、それで、あのね。でも、だったらどうしてなのかなって……だって、あたしには、なんだか信じられないよ。マナちゃんが雛谷くんを嫌いになるなんて」

「あー……その、意思のすれ違い……のようなものはあったんだよな……」

「そうなんだ……」

　ソフィアはうつむいて考え込むと、顔を上げた。

「えっと、早く仲直りできるといいね」

「そうだな……ありがとな、ソフィア。それと悪いな、俺とマナのことで心配かけて」

「いいんだよ」

　ソフィアはふわりと微笑ほほえんだ。

「ありがとな……」

　もう一度、伊織は礼を言った。

　微笑むソフィアを見ていると、胸のつかえがとれて、楽になったのだ。

　やっぱりソフィアは『癒いやし』である。

　いっしょにいると安心できる。マナといるときの落ち着かない感じとは違う。

　思えばマナのアタックのことで、何度も愚ぐ痴ちを聞いてもらったりと、ソフィアにはいつも助けられてきた。

　……って、ん？　そういえば……ソフィアとなにか約束をしていた、ような……

　心に余よ裕ゆうができたおかげだろう。マナ以外のことに意識が向いた。

「あ！」

　と伊織は声をあげた。ソフィアに向かって頭を下げる。

「ソ、ソフィア！　ごめん！」

「ふぇっ？」

　いきなり謝った伊織に、ソフィアはビクッと肩を跳はねさせた。

「な、なにかな？」

　伊織は額に手のひらを叩たたきつけた。くしゃりと前髪を握にぎり締しめる。

「昨日、車の中でソフィア言ってたよな。俺に聞いてほしいことがあるって──悪い。忘れちまってた。なにか大切な話なんだよな？」

「え、あ……」

　聞いてほしいことがある──と、そう告げてきたとき、ソフィアが思い詰つめた顔をしていたのを覚えている。マナのことがあって頭から抜ぬけていたけれど、いま思い出した。

「ごめん。本当にごめん。今から聞くってことでも、間に合うか？」

「い、今から!?」

「だめか……まあ、そうだよな」

　話したくなくなってしまっても仕方がない。

　と、伊織が申し訳ない気持ちになっていると、ソフィアはそわそわと落ち着かなさそうに体を揺らし始めた。

「え、あ、そのっ。だ、だめじゃない、けど……でも、なんかいおりん大変そうで、今は言える感じじゃなくなっちゃったし……心の準備も……」

　うつむき、制服の裾すそをつまんで、モジモジする。

「……それにやっぱり、困らせちゃうと思うし……だから……でも……今日、言うって決めてたわけだし……うう……」

「ソフィア？」

　激しく思い悩なやんでいるようだった。心配になって伊織はソフィアの肩に手を伸のばす。

「っ」

　肩に伊織の手が触ふれると、弾はじかれるようにソフィアは顔を上げた。ソフィアは真っ赤になっていた。白い頬ほおが朱しゆ色いろに染まっている。はわわっ、という形に唇くちびるが震ふるえていた。

　けれど。

　その唇が、きゅっと引き絞しぼられる。一いつ拍ぱくおいて、

「──あっ　あのねっ。あのっ」

「な、なんだ？」

　ソフィアの緊きん張ちようが伝わってきて、伊織の声も上うわ擦ずった。

　一歩、ソフィアは踏ふみ込んできた。顔が近づく、

「あ、あたし……あたし、は……」

　そのとき──ぽつり。

　伊織の鼻先に冷たいものが当たった。

　……雨？

　思ったと同時だ。

　ぼた。ぼた、ぼたぼたたたたたた──

　一いつ斉せいに大粒の雨が降ってきた。バケツをひっくり返したような、という表現がピッタリな大雨だ。

　しかし激しい降りは、すぐにぽつぽつという小雨になった。

「…………」

「…………」

「…………」
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「…………あ、あはは、は」

　ぼたぼたと前髪から水を滴したたらせながら、ソフィアが乾かわいた笑い声をあげた。

「ソ、ソフィア？　ええと、大丈夫か……？」

　弓なりに目を細めてソフィアはにっこりと笑う。

「聞いてもらうのは、また今度だねっ」

　徹てつ夜やで疲つかれて逆にハイになったような、明るい声だった。
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　明るい笑顔を残して、ソフィアは屋上から去っていった。

　けっきょくソフィアの話はなんだったのか、わからずじまいになってしまった。

　……まあ、今度って言ってたし。

　雨は小降りになっていたが、伊織も校舎の中に戻もどることにした。

　と。

「はぁ……あの子……どんだけタイミング悪いってのよ……」

　屋上の扉とびらを入ってすぐ横の壁かべ際ぎわで、椎名いねがげっそりとため息をついていた。

　彼女が体を傾かたむけると、サラサラのストレートヘアが肩からしゅるりと滑すべり落ちていく。

「……米？」

「米ゆーな！」

　あだ名で呼ぶと、キッと眉をつり上げてにらんできた。

　もはや挨あい拶さつのようなやり取りだった。

「それで、なんでここにいるんだ？」

　伊織が話を進めると、あっさりと椎名は眉み間けんから力を抜いた。さらに彼女は全身をだらりと脱だつ力りよくさせて、再びため息をつく。

「はぁ……アンタには関係ないわよ。関係あるけど関係ない。ただあの子を焚たきつけたのはアタシだからね。ちょっと気になったのよ……っていうか、アンタたちこそ、どうなってんの？　アンタとあのマメ。ケンカしたんならさっさと仲直りしなさいよね！」

　伊織は苦く笑しようしそうになった。怒いかりを買うのはわかりきっていたので我が慢まんする。

（──椎名さんだって心配してたよ）

　さっきソフィアが言っていたことを伊織は思い出したのだ。

「米。俺やマナのこと心配してくれてるのか」

「は、はぁ？　ちょ、なに言ってンの？　アンタには総そう一いち郎ろう様を落とすのに協力してもらわないといけないんだから。アンタがヘコんでるとアタシが困るってだけよ！」

「ああ。そうだな」

「ちょっ、アンタに『わかってますよ』的な顔されるとマジでムカつくんだケド!?」

「……まあ、俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。心配してくれてありがとな」

「フン……」

　腕うでを組んでそっぽを向いた椎名の頬は、少し赤くなっていた気がした。
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　夕刻──

　家に帰った伊織はいつものように夕食の支し度たくを始めた。

　なにかをしていないと落ち着かない。今日のメニューはビーフシチューだ。

　灰あ汁くを取りつつ煮に込こんだ鍋なべに、トマトジュースやデミグラスソースを加え、焦こげないようにかき混ぜつつ、さらに弱火で煮込んでいく。最後に塩とコショウで味を調ととのえて完成だ。

　ついでにサラダも作った。あとはシチュー用の皿を用意して……

「……あ」

　キッチンのテーブルにいつものように皿を五枚用意してしまい、伊織は手を止めた。

　一枚多い。今、マナはいないのだ。

「──そ、そうだったよな。マナは藤村の家に行ったんだった」

　今日何度目かのため息をつく。

　またボケてたみたいだ。景たちに大丈夫だと言っておいて、この体ていたらくである。

　……電話、してみるか。もしかしたら、もう元に戻ってるかもしれないし。

　思いつくと伊織はズボンのポケットから携けい帯たいを引っ張り出した。帰ってきたときに見つけておいたのだ。着信履り歴れきから相手の番号にかける。一回のコールで相手は出た。

『先せん輩ぱい。どうしました？』

　電話口から景の声。

「ええと、なにってわけでもないんだけど……」

『マナの様子が気になった、と』

　景はこちらの言葉を先回りしてきた。

「ああ。まあ、そうかも……な」

『ふふ、心配しなくても襲おそったりしていませんよ。まだ』

「ま、まだ？」

　激しく不安になることを言うだけ言って、景は話を先に進める。

『今マナはひとりで携帯ゲームをしてますね。ピコピコと。私はご飯の用意をしていたところです。あ、少しお待ちください──マナ。はい』

　……え？

　ちょっと待ってくれ、と思った。まだ心の準備ができていない。

『景ちゃん？　なんですかいきなり。電話？　わたしに？　誰だれからですか？　秘密？』

　携帯の向こうから景とは別の声が聞こえてきた。

『え？　ご飯おあずけ？　しょうがないですね……わかりました。代わります……あの、この表示されてるニブデレってなんですか？　それも秘密？　はぁ……』

　景とのやり取りを終えて、携帯を耳に当てたのだろう。声が近くなる。

『もしもし？　えっと、誰ですか？　ニブデレさん？』

　声に刺とげ々とげしさはない。伊織はひさしぶりに『いつものマナの声』を聞いた気がした。

『あれ？　もしもーし。聞こえないですか？』

　ごくりとつばを飲み下してから、伊織はおそるおそる口を開いた。

「マ、マナ？」

『…………』

　ブツッ。

　通話が切れた。相手が伊織であるとわかったマナが切ったのだ。

　沈ちん黙もくした携帯を見つめていると、景から電話がかかってきた。

『すみません。声を聞きたいかと思いまして』

「い、いや、気を利きかせてくれたんだよな……ありがとう。嬉うれしかったよ」

　すみません、とまた聞こえて、電話は切れた。

　テーブルに両手をついてうなだれる。このまま、もしもマナが元に戻らなかったら……

　考えまいとしていたことを考えてしまい、息が苦しくなった。

「どうすりゃいいんだよ……？」

　待ってるだけじゃだめなのかもしれない。

　だけど、魔ま眼がんのことがなにもわからなくて、八はつ方ぽう塞ふさがりだった。と──

「だあああ！　つまらん！　イオ！　ちょっと来い！　付き合え！」

　リビングから姉の声がした。
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　リビングに入ると、二番目の姉──咲が難しい顔つきでテレビ画面をにらんでいた。

　彼女は長い髪かみを頭の後ろでひとくくりにして、サムライみたな髪型をしている。格好はＴシャツとハーフパンツというラフなものだ。ソファーの上であぐらをかき、手にはゲームのコントローラーを握にぎっている。

「ええと咲姉？　もうすぐ飯の用意ができるんだけど」

「あとだあと！　ワンプレイは付き合ってもらうぞ！」

「はいはい。わかったよ……ったく」

　こういうときの咲に逆らっても意味がないことは、十六年の人生で十分に学んでいる。彼女は食よりゲームのゲーマーなのだ。

「ほら、突つっ立たってないでここに座れ」

　示されたのは咲の隣となりだった。言われた通り伊織が座ると、２Ｐ側のコントローラーが押しつけられた。

　咲がゲームディスクを入れ替かえる。しばらくしてテレビ画面にタイトルロゴが浮うかび上がった。始まったのはレトロな落ちものゲーだ。たしか……マナが初めてうちに来たとき、咲といっしょに遊んでいたのがこのゲームだ。

「……えっと咲姉。マナがどうして出て行ったのかとか、訊きかないんだな」

　咲だけではない。この家では誰も伊織に事情を訊いてこなかった。

「そんなもん、おまえの問題だろ。知らん！　あたしらがとやかく言うことではないしな。静姉はもちろん、コトだってそこは弁わきまえてるさ。ただせっかくの対戦相手がいなくなったのは残念ではある。だから今日はおまえが代わりをしろ」

　咲がボタンを押す。対戦がスタートする。

　しばらく無言でガチャガチャとコントローラーを鳴らした後、伊織は口を開いた。

「あのさ、咲姉。例えばの話なんだけど──」

「ん？　さっきからうるさい奴やつだな。ゲームに集中できんだろうが」

「ごめん……」

「ふん。まあいい。続けろ」

「ごめん。あのさ、誰でも絶対服従させる力を持ってる奴がいたら、そいつってどんな気持ちかな？」

「あ？　なんだイオ。マナにゃんを絶対服従させたかったのか？　変態だな」

「いやそーじゃねぇよ！」

「違ちがうのか」

「違うっての！　自分の弟をなんだと思ってんだ……」

　咲はチラリとこちらを見て口の端はしをつり上げた。ニヤリ。

「ふっ。まあそうだな。仮にそんな能力があったとしても、おまえにはなにもできないだろうしな」

「そ、そんなことは、ねぇよ……」

「いいや。おまえはなにもできない。二百時間やり込んだセーブデータを賭かけてもいい」

「な……っ」

　と、テレビの中で、伊織のほうのブロックが画面上部に達した。画面の右側が灰色に染まる。伊織の負けだ。最大までハンデをつけてもらっていたのに、まったく歯が立たなかった。

「本気でやるとやっぱおまえじゃ相手にならんな。で、なんの話だったか」

「……もういいよ。咲姉に訊いた俺が馬ば鹿かだった」

　コントローラーを置いて伊織は立ち上がった。夕食の準備に戻もどろうとする。
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　と、後ろから声をかけられた。

「まあ待てイオ。どんな気持ちかって訊いたな？　あたしは『退たい屈くつ』だと思うぞ」

「退屈？」

　振ふり向くと、咲はソファーに膝ひざを立て、顔をこちらに向けていた。

「そうだ。誰でも絶対服従させられる──そんなのはチート使い放題のクソゲーのようなものだろ。最初からレベルマックスでプレイして楽しいわけがない。最初はいいかもしれんが、すぐに飽あきてしまうに決まってる。なにをしても単なる作業だ」

「なにをしても……それってつまり、生きること……人生が単なる作業にしか思えないってことだよな……」

「まあ、加えて言えば王様とか神様とか、そういう唯ゆい一いつ絶対な力を持つ存在ってのは、孤こ独どくってのが相場だ。当然だな。対等な奴が誰もいないんだから」

「孤独……対等な奴が……いない……」

「なんでそんなことを訊いてきたのかは知らんが、あたしが答えられるのはこんなとこだな。ま、ゲームも極きわめてしまえば退屈になってしまうってことだ──あの子も退屈そうだった。あたしと対戦しているとき以外はな。ミーハーだから、新作を見せると食いついてくるんだが、半日も保もたなかったよ」

「…………」

　咲の言葉を受けて、伊織は改めて思いを巡めぐらせていた。

　初めて会ったとき、マナはローテンションだった。あのときのマナは生きることに退屈していたのだ。孤独で──ひとりぼっちだった。

　そう。マナはずっと独りで、寂さびしいということさえ、わからなかった奴なのだ。

　マナにとって、伊織は、初めて出会った対等な相手だった。

　……だからマナは、俺にあんなに拘こだわって……ずっといっしょにいたいって……

　そのための手段は見当外れではあったけれど。

　……なのに俺は鈍どん感かんで、あいつの孤独をわかってやれなかった。

（──それは傲ごう慢まんというものです）

　景はそう言っていたけれど、やっぱり、後こう悔かいせずにはいられなかった。

　……まあ、絶対服従はできないけど。

　マナが元に戻ったら──そのときこそ彼女の不安をなくしてやりたいと思った。




　けれど……

　一日。二日。三日と過ぎても、マナは元に戻らなくて、黒マナのままだった。

　そして三日経たったその日。事件は起きた。
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　マナが自身に魔ま眼がんを使ってしまい、伊い織おりを嫌きらいなマナ──景けいの言うところの黒マナになってしまってから、あっという間に三日が経った。その間、伊織は『殴なぐり隊』に追いかけ回されて、まともにマナと会うこともできないでいた。

「はぁー……」

　四時限目の授業を受けながら、伊織は深いため息をついた。

　けっきょく──三日経っても、マナは元に戻っていない。

　このまま元に戻らなかったらという不安は、日が経つごとに増していっている。

　そんな伊織の憔しよう悴すいっぷりに、『変態プレイ』うんぬんの噂うわさを真に受けて怒おこっていたクラスメートたちも、同情の目を向けてくるようになっていた。

　伊織は手のひらで顔を覆おおった。

　……どうすりゃいい？

　ポケットの中で携けい帯たい電話が震ふるえた。メールの着信だ。

　気になって、机の陰かげで確かく認にんする。差出人は景。

『まなをとめて』

　メールはその一文だけだった。変へん換かんもされていないその文章に、不ふ穏おんなものを感じた。

　……マナになにかあったのか？

　そのとき窓まど際ぎわのほうからクラスメートの声が聞こえてきた。

「おいあれ、マナにゃんじゃねぇか……？」

「ほんとだ。なんだろ？　早退？　っておいおい、なんか他の奴もいっぱい出てきたぞ」

「え？　なに？　なんなの？」

「おまえたち授業中だぞ」

　教室がざわめき始め、先生の注意が飛んだ。

　ガタッ。と伊織は授業中なのも忘れて立ち上がっていた。窓に近寄って校庭を見下ろす。

　窓からは校門のほうへと歩いていくマナの後ろ姿が見えた。そしてそれを追いかける、三十人ほどの中等部の生徒たちの姿も。彼らはマナのクラスメートたちだろう。先頭を切ってマナを追いかけているのは、景らしき人ひと影かげだ。

　伊織は携帯に目を落とした。──『まなをとめて』

「先生！　俺、ちょっと行ってきます！」

　返事を待たずに伊織は窓際からきびすを返した。

「ひ、雛ひな谷たにくん？　ど、どうしたの？　マナちゃんになにか──」

「わからない。とにかく行ってくる」

　声をかけてきたソフィアにそう言い残して、伊織は教室を出た。
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　上うわ履ばきのまま校庭を走った。

　伊織が行くと、状じよう況きようは膠こう着ちやく状態になっていた。

　校門の前で、マナを通さないように、生徒たちが壁かべを作っている。

「マナ様！　思いとどまってください！」

「どうしてもここを通りたいのでしたら、あたしを踏ふんでいって！」

「待て！　マナにゃんに踏んでもらうのは俺だ！」

「いや僕だね！」

　と口々に言うのが聞こえてきた。……おまえら、踏んでもらえたら通しちゃうのかよ。

「藤ふじ村むら！」

　伊織が声をかけると、人壁の中心でマナと対たい峙じしていた景が気づいてこちらに顔を向けてきた。他の生徒たちも気づいて、『殴り隊』に属しているのだろう何人かが敵意の籠こもった視線を向けてくるが、気にしているときではない。

「藤村。なにがどうなってるんだ」

　景は眉まゆを下げた表情をしていた。彼女も困こん惑わくしているらしい。

「それが、先せん輩ぱい……マナ、急に学校をやめるって言い出して」

「──え？」

　マナを見る。ここからでは背中しか見えない。伊織が来たことは気づいているはずなのに、まったく気にしていないようだった。

「マナ。本当なのか？　なんで……」

　半分だけマナは振り向いてきた。片目だけで伊織を見る。

　暗く淀よどんだ瞳ひとみが見み据すえてくる。

「意味がないからです」

　抑よく揚ようのない口調でマナは言った。

「意味がない……？」

「ええ」

　呆ぼう然ぜんと聞き返した伊織に、マナはうなずく。

「わたし気づいたんです。べつにセンパイを絶対服従させなくてもいいということに」

　ふん、と小さく鼻を鳴らして、続けて言ってくる。

「だってわたしはセンパイを嫌いなんですから。まったくどうしてあんなにほしかったのか、今になるとぜんぜんわかりませんね。わたし、どうかしてたんです」

　伊織は息を呑のんだ。伊織を嫌いな黒マナには──伊織に対する拘こだわりがない。

「でも、だからって……学校やめることないだろ」

「いいえ。だって退屈だし疲つかれるし、頭痛くなるし怒られるし、もうイヤです。メンドーくさいです」

「……マナ。学校……やめたりしたら駄だ目めだよ」

　景が言った。マナは景に向き直る。

「なぜですか？　景ちゃん」

「何な故ぜって。あとで困るよ……？」

「ふふん。大だい丈じよう夫ぶです。わたしは困りません。勉強も、ええと、資格とか？　そんなものなくたって、わたしはちっとも困りません。必要ないです。生きていけます」

「何を言ってるの……？」

　景は眉根を寄せた。マナの言っていることの意味がわからないようだった。魔眼を信じると言った景だけれど、やはり実感が伴ともなっていないのだろう。

　だけど伊織にはわかっていた。伊織に対する拘りがない黒マナには、伊織との約束も意味がない。つまり──マナはもう、魔眼を使うことに躊躇ためらいがなくなっている。

　……いや、でも、ダメだろ。それは。

　先日マナのことを考えたときに──彼女の孤独を考えたときに、理解したことだ。マナは魔眼を使うべきではない。約束は関係ない。マナ自身のために使うべきではない。

　だって──そしたらマナは孤独に逆ぎやく戻もどりだ。対等な相手のいない世界。

　伊織がわかっていなかっただけで、マナはとっくに理解しているものと思っていた。けれど忘れてはいけなかった。マナは、その、なんというかバ──おっちょこちょいというか、ヌケているところがある。

　黒マナになったからって、その性質が変わるわけではないのだ。

「わたしには魔眼があるんです。景ちゃん。だから大丈夫なんです」

　と、自信満々にマナは景に語った。景は目を見開く。

「魔眼って……マナ、本当に……？」

　先輩、と景は助けを求めるようにこちらを見てきた。

「マナ……わかってんのか。また魔眼を使うようになったら……昔と同じになるんだぞ」

　伊織が言うと、マナは興味なさそうに振ふり向いた。

「……なんですかセンパイ。わけのわからないことを言わないでください。昔も今も、わたしはなにも変わってません」

　心配した通りだった。マナは自覚していない。

「いや変わってただろ！　おまえ毎日、テンション高くって……楽しそうで！」

「ふん……うるさいです」

　目をすがめ、マナはぷいっと伊織から顔を背そむけてしまった。

「どいてください景ちゃん。わたしは帰ってゲームの続きをするのです」

　景は首を振った。きゅっと唇くちびるを引き結んで告げる。

「……マナ、家に帰るのは……いいよ……けど学校はやめないって約束して。じゃないと通さない」

「なんでですか景ちゃん。いい加減に──って、ああ、そーいうことですか」

　ぽんとマナは手を打った。ひとりで納なつ得とくしたようだった。

「景ちゃん。わたしのチカラを信じてくれてないんですね。だから心配してくれてるんですね？　いいですよ。それなら見せてあげます。目をつむっててください景ちゃん」

　すっとマナの腕うでが持ち上がった。指先が、目元にかかる。

「え、マナ……？」

「──な、おい！　やめろマナ！」

　制止の声をあげ、伊織は駆かけ出していた。

　けれど間に合わない──マナはコンタクトを外した。

　マナの前には、景と、景の指示で壁を作っているマナのクラスメートたちがいる。

「みんな目を閉じろ！」

　伊織にはそう叫さけぶことしかできなかった。目をつむったのは、景だけだ。
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「さあ、どいてください」

　魔眼を剥むき出しにしたマナの言葉に──




「「「はいマナ様」」」




　校門前で壁を作っていた景以外の生徒たちが、一様にうなずいた。男子も女子も、マナにぼうっと見み惚とれたような視線を送っている。左右に分かれる形で、ぞろぞろとその場をどいていった。

　ぽつんと景だけが残される。

　伊織は呆然とその光景を見ていた。マナは魔眼を使ってしまった……

「ふふ、もう目を開けてもいいですよ。景ちゃん」

　と、コンタクトを付け直して、マナが言った。

　気配でなにが起こったのかはわかっているのだろう。景はおそるおそる目を開けた。左右を見回して、道を開けたクラスメートたちを確かく認にんして、

「あ……」

　と呆ほうけた声を漏もらした。

「み、みんな何をやっているの……？　マナがいなくなってもいいんですか……？」




「「「マナ様が望むなら」」」




「……っ」

　クラスメートたちの反応に、景は愕がく然ぜんと立ち尽つくした。うつむいて、肩かたを震ふるわせる。

「どうですか景ちゃん。信じてくれましたか？　これがわたしのチカラなのです」

　ふふ、と脳天気にマナは笑った。景の様子とは対照的だ。

「あ、もう戻もどっていいですよ」

　用は済んだとばかりにマナが声をかけると、クラスメートたちは一いつ斉せいに我に返った。

「え、あれ？　僕たち、なんで移動してるんだ？」

「マ、マナ様！　学校をやめないでください！」

　騒さわぎ始める。

「い、いおりんっ」

「伊織……あのマメガキ、なにやったの？」

　背後からの声に伊織はビクッとした。慌あわてて振り向くと、いつのまに来ていたのか、ソフィアと椎しい名なの二人がいた。心配して追ってきてくれたらしい。

「二人とも……その、あとで説明する」

　言って伊織はマナへ視線を戻した。

　マナは景に話しかけている。

「景ちゃん。わたしのチカラ、わかったですよね。どいてください」

　対して景は腰こしの両側で手をぎゅっと握にぎった。顔を上げると、マナをにらみつける。

「マナ……貴方あなた……自分がなにをしたのかわかってるの……？」

「？　魔眼を使ったんですよ？」

「そう……わかってないのね……」

「もう、なんなんですか？　はぁ……まあいいです。最初からこうしておけばよかったですね。どいてくれないなら……」

　再び、マナは腕を持ち上げた。景の表情が強こわばる。

　伊織は走った。

「マナ！　もうやめろ！」

　背後からマナの肩を掴つかんで強ごう引いんに振り向かせる。今度は間に合った。

「なっ!?　センパイ!?　放すですよ！」

　手を振りほどこうとマナが暴れるのを、さらに両肩を掴んで押さえつける。

「先せん輩ぱい……」

　景に、伊織はマナを押さえたまま、俺がなんとかするという意味のうなずきを返した。

「聞け！　マナ！」

　……もう二度とマナに魔眼は使わせない。そのためなら、俺は……

　覚かく悟ごを決める。額をぶつけるように顔を近づけ、目を合わせた。告げる。




「俺はおまえに──絶対服従する！」




「…………はい？」

　ぽかん、と口を開けてマナは大人しくなった。二度、三度と瞬まばたきする。

　つぶらな瞳ひとみが不思議そうに伊織を見ている。

「なんと言いました？　センパイ」
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「絶対服従する、って言ったんだ」

　繰くり返し、伊織は言った。

　マナは胡う乱ろんな目つきで伊織を見上げてくる。

「意味がわかりません。どういうことですか」

「交こう換かん条件だ」

「……交換条件？」

　マナが興味を示してくれたことに、伊織は内心でほっと息をついた。言う。

「俺は……おまえに絶対服従する。だからマナ。おまえは魔眼を使わないでくれ。もちろん学校もやめちゃだめだ」

「センパイが、わたしに、絶対服従……？」

　意味を確かめるようにマナは言葉を繰り返した。

「……なんでしょう。センパイは嫌きらいですけど……それはちょっとだけ、魅み力りよく的ですね」

　あと一押しだ。

「言っとくが、俺を自由にしとくと大変だぞ？　関かかわらなければいいと思うなよ？　どこまでだって追いかけていってやるし、俺はおまえに関わり続けるからな。嫌われてたって関係ない」

「な──」

　マナは目を見開いて絶句した後、むぅっと唇を尖とがらせてにらんできた。

　と、生徒たちのざわめきが聞こえてくる。

「え？　今の告白？　告白だよね？」

「ていうかストーカー宣言？」

　彼らの声を聞いて顔が熱くなってきた。だけど今はまわりからどう思われるかよりも、マナに魔ま眼がんを使わせないようにさせるのが大事だ。

「さあ、どうするマナ。俺を自由にさせてていいのか？」

　マナはため息をついた。

「……わかりましたよ。まあ、元々の目的は叶かなうわけですし……交換条件です。センパイが絶対服従する代わりに、わたしは魔眼を使わない。それでいいんですよね」

「ああ。おまえが魔眼を使わない代わりに、俺は絶対服従する」

　と。マナは口元に薄うすい笑えみを浮うかべた。

「じゃあさっそく証明してください」

「へ……？　証明？」

　マナが条件を呑のんでくれて安心したせいか、間の抜ぬけた声が出た。

　……な、なにを要求されるんだ？

　冷静になって考え直してみると、とんでもないことを約束してしまった気がする。いや、でも、他ほかに方法は思いつかなかったのだ。

「まずは手を放はなすです」

「あ、ああ」

　言われるがまま、マナの両肩を掴んでいた手を放す。

「ひざまずくです」

「……マ、マナ？」

「ひざまずくです」

「…………」

　伊織はひざまずいた。

「んしょ」

　ぽいっ、とマナは靴くつを片一方、脱ぬぎ捨てた。素す足あしになる。

　……ええと。

　急速に嫌いやな予感がした。前にこれと似たようなシチュエーションを経験した気がする。けれどそのときと違ちがうことがある。マナに絶対服従すると約束してしまっていることだ。

「な、なにしてるんだ？」

「センパイ。わたしに絶対服従したんですよね」

「……あ、ああ」

「ふふっ」

　不敵にマナは笑った。ニタァ、と口の端はしをつり上げる。

　黒い笑顔だった。黒マナだ。

　片足立ちになるとマナは伊織の鼻先に素足を近づけてきた。そして言った。

「足を舐なめやがるです。服従の証あかしに」
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　ひざまずいた伊織に、マナは片足立ちになって、「足を舐めろ」と言ってきた。

　……マジか。

　ゴクリ、と息を呑む。額に冷たい汗あせをかく。

　だけど考えてみれば当然だ──マナはずっと、それをすることを望んでいたのだから。

　……でも、まさか本当にすることになる日が来るなんて……

　ゆっくりと、まわりを見回す。

　景がいた。ソフィアがいて、椎名がいる。近くには他にマナのクラスメートたちがいる。校舎の窓にも大勢のギャラリーがいるのが見えた。

「どうしたですか。ほら、舐めてください。早くするですよ。魔眼使っちゃいますよ」

「ま、待て！　や、やるから……でも俺にも心の準備ってもんがだな……」

　すー、はー、と伊織は深呼吸した。

　約束は約束だ。魔眼を使わせないためには、やるしかない。

　ひょいひょい。とマナは急せかすようにつま先を揺ゆらす。その度たびにスカートがめくれてきわどいことになった。

「まだですか。足が疲つかれてきました。なのであと五秒しか待ちません。五、四、三、」

「やる！　やるから！」

　ひざまずいた姿勢で、突つき出された足を手に取る。マナの足は伊織の手のひらよりわずかに冷たい。

　あたりは妙みように静かだった。誰だれも言葉を発しない。

　ごくりと喉のどを鳴らして、白く滑なめらかな表面へ、伊織は少しずつ顔を近づけていった。

　思い切って目を閉じ、

　ぺろ。

　──舐めた。……少し、塩しお辛からい。

　ぴくっ、と、くすぐったかったのか、マナの足が動く。

「キャーッ」とまわりで女子の悲鳴。

「う、うらやましい……」と男子の声。

「公衆の面前でとは、やっぱ雛谷サンマジパネェな」という声も聞こえてくる。

「あ、あたしもしてほしいかも……」「は？」「な、なんでもないよっ」とこれは……ソフィアと米こめ。

「──ほ、ほら！　な、なな、舐めたぞ！　こ、こここ、これでいいか!?」

　足から口を離して伊織は早口で言った。首から顔全体へと熱が迫せり上がってきて呂ろ律れつが回らない。と。

「ふ、ふふ、ふふふふふ……！　ふふふふふふふ……！」

　顔をうつむけて、マナは小刻みに肩かたを震ふるわせる。

「ふふふふふふふふ……！」

「マ、マナ……？　どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　壊こわれたのかと思った。

　ニヤリ、とマナは口元に笑みを浮かべた。ほんのりと頬ほおが赤くなっている。

　瞳に嗜し虐ぎやく的な光を灯ともして、マナは言った。




「クセになりそうです」




「ちょっ、おまっ」

　伊織は頬をひきつらせた。またこんなことを要求されるのか？

　景。ソフィア。椎名。三人がそれぞれに感想を口にするのが聞こえてきた。

「マナが……Ｓに、目覚めた……？」

「ふぇっ、ふぇーっ、いおりん!?」

「キモッ。アンタら二人とも変態だったのね」




　このときのことは『四時限目のペロペロ事件』として伝説となり、伊織は『ペロペロ先輩』と、密ひそかに呼ばれるようになった。
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「ジュースを買いに行ってこいです。五分で」

　と言われ、ジュースをダッシュで買いに行かされた。

　またあるときは、

「疲れました。椅い子すになってください」

　と言われ、空気椅子をさせられた。

　意味もなく反復横飛びを延々やらされたり──

　その度にマナはゾクゾクと身み震ぶるいして、口元に嗜虐的な笑みを浮かべた。マナは『嫌いな』伊い織おりを服従させることに快感を覚えているようだった。

　そんなふうにして、伊織がマナに絶対服従を誓ちかった日から──『四時限目のペロペロ事件』から、すでに一週間が経たとうとしていた。

　昼休みの教室である。

　伊織が机から顔を上げると、まわりから同情というか……哀あわれむような視線を感じた。

　あの『事件』以降、伊織へ向けられる周囲の目は、残念な奴やつを見るものになっていた。

　というのも魔眼を知らない生徒たちにとって、マナの変化──黒マナ化は、伊織との痴ち話わゲンカによるもの、ということになっているからだ。彼らの目には、怒おこらせてしまったマナに伊織が許してもらうためにとった行動、というふうに映ったわけである。

　けれど哀れみとは別に──羨せん望ぼうの目を向けてくる連中もいた。

　なにが羨うらやましいというのだろう……本当に。

「……だいじょうぶ？　雛ひな谷たにくん」

　と。

　隣となりの席から、ソフィアの青い瞳ひとみがこちらの顔をのぞき込んでいた。

　伊織は安心させるために苦く笑しようしてみせた。

「まあ、あいつに振ふり回されるのは慣れてるしな」

「あっ、そっか……そ、そうだよね。その、藤ふじ村むらさんが言ってたんだけど……あたしにはよくわからないんだけど。ああいうの……その、足を舐めたりするのって、その筋の人的には……『ご褒ほう美び』、だったりするんだよねっ」

「…………」

　ほっと表情を緩ゆるめて言ってきたソフィアに、伊織はどう答えを返そうか迷った。

「えっとね、だったらね……あたしの足も、舐めて、いいよ……な、なんて……」

　口に手を当てて、ソフィアは消え入りそうな声で言うのが聞こえてきた。

「ちょっ、だ、だから俺にそんな趣しゆ味みはないって！　ソフィアまで俺を変態扱あつかいしないでくれ！」

「き、聞こえてたのっ!?」

　ソフィアはものすごく驚おどろいていた。

「？　そりゃ聞こえるけど……」

　カーッとソフィアの顔全体が一いつ瞬しゆんで赤くなる。顔を手で覆おおって、ソフィアは伊織に背中を向けた。

「そ、そうだよね。いつも聞こえないわけじゃないよね……うん。気をつけないと……」

「？」

　首を傾かしげる。ソフィアがなんのことを言っているのか、いまいちわからない。聞こえちゃいけなかったのだろうか。

　ふーっと息を大きく吐はき出して、ソフィアは落ち着いたようだった。改めて向き直ってくる。

「でも、だったら、マナちゃんは雛谷くんに無理矢理嫌いやなことさせてるんだよね……どうしてかな？　みんな元はといえば雛谷くんが悪い、みたいに言ってるけど……違うよね」

「それは……」

「ねぇ、マナちゃんになにがあったの？　やっぱりおかしいよ……」

　今まで訊きいてこなかったことを、ソフィアはまっすぐに訊いてきた。

「いおりんが嫌なことさせられるの、あたしは嫌だもん……いおりんがいいって思ってても、あたしは嫌なの」

「ソフィア……？　それってどういう──」

　意味だ？　と訊こうとした、そのときだった。




「センパイ。覚かく悟ごしやがれです」




　マナの声。

　教室の入り口で、腕うで組ぐみしてマナが立っていた。マナの後ろには景けいもいる。

　黒いリボンが目にとまった。例の『事件』の後、景が『今のマナにはこの色が似合う』とコーディネートした一品だ。

　伊織の姿を認めて、黒マナは仄ほの暗ぐらい笑えみを浮うかべる。

「ふふふ。今日はなにをしてもらいましょうか」
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　ペチン、ペチン──

　ひやりと冷たい床ゆかに手のひらをつける度に、乾かわいた音が廊ろう下かに響ひびく。

　伊織はマナの『馬』になっていた。四つん這ばいになって、背中にマナを乗せている。

　こんな日が来ようとは。

「ふふふ……センパイ、どんな気持ちですか。わたしはいい気分です。楽チンですしね。これがマイカーというものなんですね」

「それは違ちがうと思うけどな……で、どこに行けばいいんだよ」

「んー、決めてないです。校内一周とかしたらいいんじゃないでしょうか。わたしの知らないとこ案内しやがれです。はいどー、はいどーですよ」

　かけ声をあげてマナは伊織の背中でぽんぽん飛び跳はねた。

「…………」

　伊織が無言で視線を向けると、マナは唇くちびるを尖とがらせた。

「なんですか。文句あるですか」

「いや、ないよ……」

　マナは魔ま眼がんを使わない。その代わり、伊織は絶対服従するという約束だ。

　伊織は再び腕を動かした。

　ペチン、ペチン──

　いつもより低い視点で歩く廊下は、まるで別の世界に見える。こんな世界、来たくはなかった。

　と……進む先で、女子たちが談笑していた。伊織に気づくと、ぎょっと目を剥むいて廊下の端はしによる。通り過ぎるとき、伊織はうつむいて床だけを見つめていた。あとで後ろからひそひそと何事かを話している声が聞こえてきた。

　──泣けてくる。

　まったく、こんなのが『ご褒美』だなんて、あるわけない。

　だというのに……

「ああっ、僕もマナにゃんの馬になりたい……っ」

「足をペロペロしたい！」

　廊下の曲がり角や教室の戸の陰かげからこっそりとのぞいてきている連中は、そんなことを口にしていた。

　……俺は違うぞ。

　いっそ、そう思えれば楽なのかも……。って、いや駄だ目めだろ……

　なにより今のマナはいつものマナとは違うのだし……黒マナなのだし……

「景ちゃん。景ちゃんも乗るですよ」

　と、後ろをついてきていた景に、マナが言った。

「え……私も？」

　景はきょとんとしてマナに訊き返していた。マナが魔眼を使うのを目まの当たりにしたあの日以来、景はぼんやりすることが多くなっている。

「景ちゃん。ほらここです」

　マナは尻しりを浮かせると前に詰つめた。スペースの空いた伊織の腰こしをマナはぽんぽんと叩たたく。

「……マナがどうしてもと言うなら。仕方ありませんね」

「って、おいっ。藤村!?」

「センパイは黙だまってろです。さ、どうぞ景ちゃん」

「うん」

　景は四つん這いになっている伊織の腰に、すとんと横座りしてきた。

「先せん輩ぱい。勘かん違ちがいしないでください。これはマナに言われたからですからね。べつに私、先輩の屈くつ辱じよく顔が素す敵てきとかぜんぜん思ってませんので」

「思ってるよなぁ、それ……！」

「うるさいですセンパイ。黙って進むです」

「くっ」

　約束だ。逆らうことはできない。

　二人分の体重を背中に乗せて、伊織は歩みを再開させた。

　ペチン、ペチン──

　周囲の注目度も、よりいっそう増したような気がする。

　……なんだこれ。

「マナと先輩に二人乗り……」

　景がなにやらつぶやいていた。彼女はマナの腰に手を回している。そんな『自転車に二人乗り』みたいな雰ふん囲い気きを出されても困るんだけど……

　……なんだこの状じよう況きよう。

「センパイもっとしゃきしゃき動きやがれです。速さが足りません」

「うっ、くっ」

　ペチペチペチペチ！

「ふふふ。もっと。もっとです」

「くっ、のっ、だああああっ」

　もうヤケクソだった。

「ふふ。そうですその調子です。あ、そこ右です。曲がれです」

「って、おまっ」

　マナに顔を両手で掴つかまれて、強ごう引いんに横に向かされた。曲がる。

　と──

「きゃっ」

　可愛かわいらしい悲鳴があがった。

　曲がり角の先に女生徒がいたのだ──伊織は女生徒の足の間に頭から突つっ込んでいた。
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　……痛つっ、な、なんだ？

　なにが起きたのか、すぐにはわからなかった。

　なぜか視界が真っ暗だ。

　……たしか人にぶつかって、そのままつっ伏ぷして……

　背中にはまだ二人分の重みが乗っていて、伊織の体を床に押しつけている。

　……なんで、なにも見えないんだ？

　それに息苦しい。まるで顔のまわりを布で覆われているようだ。

「ちょっ、動くなバカ伊織！」

「へ？」

　声がして、ぱっと視界が明るくなる。

　女生徒がスカートを押さえて、床にぺたんと座り込むのが見えた。

　顔を真っ赤にしてこちらをにらみつけているのは──

「なんだ米こめですか」

「米だね」

　マナと景の声。

「……米？」

　伊織も言った。

「米米ゆーな！」

　と、米──椎しい名ないねは怒ど鳴なった。

「つか、伊織！　アンタ、ひとのスカートの中に顔突っ込んどいて謝りもしないってどういうことよ！」

「え!?　は!?　スカート!?　中!?」

　伊織はようやく、さっきまでの自分がどういう状況だったのかを理解した。

　マナと景に背中に乗られ、椎名のスカートに頭を突っ込んでいたのだ──言葉にすると、いや言葉にするまでもなく……ひどい有り様だ。

「嗅かいだりしてないでしょうね！」

「し、してねーよ！　するわけないだろ！」

「はぁ!?　なんでよ!?　イネちゃんのパンツなのよ!?　嗅ぎなさいよ！」
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　椎名は混乱しているようだった。

「どうしろってんだ!?」

「謝りなさいよ！」

「……ごめんなさい」

　ガルル、と今にも噛かみついてきそうな椎名の剣けん幕まくに押されて、伊織は素す直なおに謝った。




「で……伊織。アンタはまたなにやってんのよ」

　立ち上がった椎名は、腰に手を当てて、呆あきれた口調で言ってきた。

「つーか、マメガキ。アンタそろそろやめなさいよね。事情なんて知らないし、知りたくもないけど、自分の彼氏をさらしものにしてんじゃないっつーの。アンタ自分のやってることわかってんの？　いい加減、見てて気分が悪くなるっての」

　マナは、伊織に乗ったまま椎名をじっと見返していたが……

「……ふん」

　とそっぽを向く。

「さあセンパイ。景ちゃん。行きますよ。センパイ。いつまで潰つぶれているですか。さっさと馬に戻もどるです」

「いや、まずどいてくれ……」

　床ゆかに這はいつくばったまま伊織はうめいた。小こ柄がらな二人なので無理をすれば持ち上がらないこともないけれど……

「マナ。いったんどかないと」

「しょーがないですねぇ」

　二人分の体重が背中から消えて、伊織は身を起こす。と──

「ちょっとアンタねぇ！　なに無視してくれちゃってるワケ!?」

　キッと眉まゆをつり上げた椎名が、立ち上がったマナの肩かたに手をかけていた。

　マナは煩わずらわしそうにその手を見る。

「……なんだまだいたんですか米。あなたなんてどうでもいいんですよ」

「はあああぁー!?」

　ブッツン！　ブッチン！

　椎名から、なにかがブチ切れる音がした。

「そう。そうなのね。ケンカ売ってるってワケね……！」

「お、おい、米っ。落ち着けって」

　慌あわてて伊織は言った。マナをかばうように二人の間に体を割り込ませる。

「伊織！　なんで邪じや魔まするのよ！」

「我が慢まんしてくれ。マナに悪気はないんだよ」

「はぁ!?　悪気がない!?　じゃあなんだってのよ!?」

「それは……」

「そのままの意味です、米。マナに悪気はありません」

　答えたのは景だった。

「は？　どういうことよ？」

　椎名の視線を受けた景は、彼女にしては珍めずらしいことに、目をそらした。

「マナは……悪気なく、貴方あなたを『どうでもいい』と思っているんです。いえ……貴方だけでなく、私のことも……マナは……」

「景ちゃん？」

　マナは首をきょとんと傾かしげていた。

「なにを言ってるですか？　景ちゃんは米とは違いますよ。どうでもよくなんてありませんよ。だって、景ちゃんは友だちじゃないですか」

「マナ……」

　景はわずかに目を見開いたようだった。

「そう……そうだね。ありがとう」

　言って、景はうつむいた。唇くちびるをぎゅっと噛む。

「……じゃあ、どうしてあのとき、私に魔ま眼がんを使おうとしたの……？」

　小さな声だったが伊織には聞こえた。

「藤村……おまえ……」

「……先輩。いえ……私は大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっと！　なに二人してしんみりした空気を出してるのよ！　なんなのよ！　ったく、伊織！　アタシにもわかるように説明しなさいよね！」

　椎名が胸むなぐらを掴んできた。ゆさゆさと揺ゆすられる。

「ちょっ、やめ、苦し──」

「ねぇ伊織。ホントなんなのよ」

　間近で目を合わせて椎名は言ってきた。

「いったいどうしちゃったワケ？　マメガキなんか変じゃない？　もともと変だけど。いつもと違うっつーかさ……」

　声にはこちらを気き遣づかうような響ひびきがあった。

　……心配させてしまってるんだな。

　椎名、それにソフィア。心配してくれる二人には、たとえ信じてもらえなくても、きちんと本当のことを話すべきなのかもしれない。

　と。

「あ……景ちゃん。わたしトイレです」

　唐とう突とつにマナが言った。

「え、うん。いってらっしゃいマナ」

「は？　ちょ、待ちなさいよ！」

　椎名が制止をかける。

　しかしマナはさっさと近くにあった女子トイレに入っていってしまった。

　──その直後。

「おや。伊織くんたちではないか。そんなところでなにをしているんだい？」

　声がした。

　学園の生徒会長──完璧超人ミスターパーフエクトこと時雨しぐれ総そう一いち郎ろうが、廊ろう下かの先から手を挙げていた。

　パッ、と椎名は伊織の胸ぐらから手を離はなした。
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　完璧超人こと時雨総一郎は、伊織たちのほうへスタスタと歩いてきた。

「やあ伊織くん！　こちらからマナくんの気配がしていたのだが、いっしょではないのかい？」

　やって来るなり総一郎は人間離れしたことを言ってきた。

　……気配って。

　さすが完璧超人、ということでいいのだろうか。学園の生徒会長はマナに一ひと目め惚ぼれして以来、ちょっとおかしい。ちょっとではないかもしれないが。

　伊織がわりと失礼なことを考えていると、総一郎は視線を椎名に移した。

「そうだ、イネくん。さっき生徒会室の前に来ていなかったかい？　もしかして私に用があったのではないかね？」

「あ……そ、それは……」

　総一郎の質問に、椎名は目を伏ふせた。まつげを揺らす。

　彼女は腹の前で手を合わせて、もじもじと指先を擦こすりあわせていたが、

「いえ……いえ、なんでもないんです。たしかに生徒会室の前には行きましたけれど、たまたま通りかかっただけですし」

「そうかい？　ならいいのだが──悩なやみごとがあれば教えてくれたまえよ。生徒会長として、可能な限り力になるよ」

「はい。ありがとうございます……総一郎様」

　……米？

　なんだか様子がおかしい。伊織は椎名の肘ひじを横から小こ突づいた。耳元に口を寄せ、彼女にしか聞こえないように言う。

「……なぁ、米……もしかして、ひとりで時雨さんにアタックしようとしてたのか？」

　椎名もひそひそと小声で返してくる。

「……べつに。違うわよ。てかアンタには関係ないでしょ」

「……いや、でも……俺、協力しなくてよかったのか？」

「うー。…………はぁ」

　椎名は答えず、小さくため息をついてきた。

　……って、なんなんだよ。俺、変なこと言ったか？

　協力してもらわないと困る、と言っていたのは椎名だったはずだ。

「ところで伊織くん」

　総一郎に名前を呼ばれた。

「最近、マナくんとはどうだい？」

「えっ……どうって……」

　ずいぶんと大おお雑ざつ把ぱな訊きき方だと伊織は思った。彼のことだ。最近の伊織とマナの状態を耳にしていないはずはないと思うが……

「ふむ。これを見てくれたまえ」

　総一郎は制服の内ポケットから十枚程ほどの写真の束を取り出してきた。こちらに見えるよう、広げて見せてくる。

「……マナの写真、ですね」

「そうだとも」

　写真はどれもマナが写っていた。すべて一週間以内に撮とられたものだ。なぜわかるかというと、ツインテールを結ぶリボンがすべて黒だったからだ。景のコーディネートによる黒マナツインである。黒い炎ほのおを背負ったようなマナが伊織に命令している場面ばかりが写っていた。

「って、俺が足を舐なめてるときのやつまで……!?」

「プレミア価格で入手したよ」

「売ってるんですか。コレ……」

　すぐさま頭に浮うかんだのは、ファンクラブ連中の仕し業わざという線だった。

　疑う視線を景に向けると、彼女はこくりとうなずいた。

「私の撮ったのもありますね」

「おまえも撮ってるのかよ……」

「当然です。私のスマホの容量は、マナの写真と動画で埋うめ尽つくされています。市場に出しているのは厳選したごく一部ですが」

「そうかよ……」

「景くん──いや景会長の作品はいつも一番人気だよ。マナくんへの愛に溢あふれているからね！」

「貴方の作品もなかなかですよ。総一郎」

「景会長に誉ほめられるとは、光栄です」

「あの……それで、この写真が？」

　放ほうっておくと二人はいつまでもマナ談義に花を咲さかせそうだった。

　と、総一郎は眼鏡の奥から、真しん剣けんな目を向けてくる。

「うむ。伊織くんはここに写っているマナくんを見て、どう思うかね？」

　改めて写真に目を戻もどす。写真の中のマナはどれも『ニヤリ』とか『ふふふ……』とか嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべていて……

　だけどその笑顔は……

「幸せそうに見えるかい？」

「…………」

　総一郎の指し摘てきに伊織は押し黙だまった。

「伊織くん。前に言ったと思うが──私はマナくんの『笑顔』が好きなのだ。だからこそ、キミのそばにいるときのマナくんが一番魅み力りよく的だと。それを──これからもそうだと、私は思っていてもかまわないかい？」

「時雨さん……」

　今のマナは、笑ってはいても、幸せそうに見えない。

　言ってしまえば、嫌きらいな相手をいたぶって悦えつに入いってるだけなのだから、当然だ。

　マナに自覚はないのかもしれないけれど──その笑顔はどこか痛々しい。

「このままマナくんがつらそうな顔をするなら、私が奪うばってしまうよ」

「それは……ダメです。時雨さん」

「どういうことかね？」

　顔を上げ、伊織は総一郎から目をそらさずに言った。

「俺が、マナを幸せにしたいから、です」

「そうか」

　総一郎は頬ほおを緩ゆるめると、眼鏡の位置を指先でくいっと直した。

「っと、すまない。先生に呼ばれているのだった。私はこれで失礼するよ」

　伊織の返事に満足したのか、現れたときと同じ唐突さで、完璧超人は廊下を颯さつ爽そうと歩き去っていった。




　総一郎が去ると……

「ふぅ……メンドーな人は行ったみたいですね。あの人、なんだか苦手なんですよね」

　マナが女子トイレから出てきた。彼女は右へ左へ首を振ふって、完璧超人がいないことを確かめる。

　伊織に向くと、マナは唇の端はしをつり上げた。──ニヤリ。

「ふふ。さあセンパイ。また馬になりやがるです」

　それはやっぱり、痛々しい笑顔だった。このままじゃいけない、そう思った。
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「──お待たせしました」

　放課後の教室だ。伊い織おり、椎しい名な、ソフィアの三人が残って机を囲んでいると、ガラリと戸を開けて、景けいが入ってきた。

「マナはゲームを与あたえて帰しました。先せん輩ぱい、お二人にはもう説明を？」

　言って景は伊織の隣となりに椅い子すを引いてきて腰こし掛かける。

「ああ、だいたいは」

「お二人は信じたんです？」

　伊織が答えると、景は向かいに座ったソフィアと椎名に、それぞれ視線を向けた。

「うん。だって雛ひな谷たにくんがこんなときに嘘うそつくわけないし……」

「ま、この間の件もあるしね」

　ソフィアはこくんとうなずき、椎名は肩かたをすくめる。

「二人とも、信じてくれてありがとな」

　と、伊織は改めて礼を言った。




　──マナのことで相談したい。




　そう声をかけると、二人は時間を作ってくれた。そしてマナのことで心配をかけてしまっている二人に、まずはこれまでのことを包み隠かくさずすべて打ち明けたのだ。

　魔ま眼がんのことは、やっぱり、すぐには信じられないみたいだったけれど──マナがクラスメートに魔眼を使った、あのときの光景を思い出して納なつ得とくしてくれた。

「フン。それにあのバカチビ、アタシのこと『どうでもいい』って言いやがったじゃない？　魔眼──って、この単語、なんか言うのこっ恥ぱずかしいわね……とにかく、そういうチカラがあるってなら、納得かなって思ったのよ。でないとこのアタシを『どうでもいい』なんてアリエナイわ」

　椎名は腕うで組ぐみすると、口をへの字にした。

「それで、なに？　あのバカを元に戻す方法を考えてほしいって？」

　伊織はうなずいた。

「ああ。頼たのむよ。力を貸してくれないか？　俺だけじゃまったく思いつかなくて……」

　情けない話だが、伊織には黒マナを元に戻す方法が思いつけなかった。これまでは時間が解決してくれると考えて、とにかく魔眼を使わせないように努力はしてきた。けれどマナはいっこうに戻る気配がない。このままじゃいけない、と決意を新たにしたものの、具体的になにをすればいいのかまったくわかっていない状態だ。

「なんでもいいんだ。なにか思いついたら言ってみてくれないか？」

「そーねぇ……」

　と──宙を見つめていた椎名が、突とつ然ぜん、眉まゆをひそめた。

　席を立つ。

「すぐ戻るわ」

　言って、廊ろう下かに出て行く。

「どうしたのかな、椎名さん」

「電話がかかってきてたみたいですよ」

　景の言った通り電話だった。廊下から、椎名の話す声が聞こえてくる。内容は聞き取れないが、なにやら椎名が苛いら立だっているのが声から伝わってきた。

「だからアタシは行かないって言ってるでしょ!?」

　と、ひと際きわ大きな声がした。

　ガラ！　ピシャン！

　乱暴に戸を開け閉めして、椎名は戻ってきた。椅子にドカッと腰掛け、はーっと眉み間けんにしわを寄せてため息をつく。

「おい──」

「気にしないで。こっちの問題だし。アンタには関係ないわ」

　伊織がなにも言わないうちに、先回りして椎名は言ってきた。

「そっか……でも、なにかあるなら無理して付き合わなくても」

「しつこい。気にしないでっていってるでしょーが」

　ギロリとにらまれて黙らされる。

　……って言われてもな。

　さっきの怒ど鳴なり声を聞いてしまっては、気にせずにはいられなかった。

　そういえば昼休みには生徒会室の前まで行っていたようだし……椎名は時雨しぐれさんになにか相談しようとしていたのかもしれない。

「てゆーかさ、アタシのこと気にする余よ裕ゆうがあるなら、誰だれかさんのこともっと気にしてあげたら？」

　言って椎名はチラリとソフィアを見た。

「ふぇっ、あ、あの」

「気にしてあげたらって……あ、もしかして話があるって言ってたことか？」

　また今度、と言われたままになっているのだった。たしかに今はマナのことで頭がいっぱいになっている。けれど……

「ソフィア……ええと、遠えん慮りよするなよ？　いつでも話は聞くからな？」

「う、うん。そっ、その、だいじょうぶだから」

「ならいいけど……」

　視界の端で椎名がため息をつくのが見えた。呆あきれられているみたいだった。

　……って、なんなんだよ。

「話を戻しましょう」

　景が言った。指を組み合わせた両手を机に、とんっ、と載のせる。

「とにかく魔眼についてはほとんどなにもわかっていないのが現状です。試ためせることがあればなんでも試すべきでしょう。──さあ皆みなさん、どんどん意見を出してください！」
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　翌日。昼休み。

　高等部と中等部をつなぐ渡わたり廊下で、伊織はマナを待ち伏ぶせていた。

　ここを選んだのは、人通りがほとんどないからだ。

「ねぇ……アンタ、ホントにやんの？」

　伊織と同じく壁かべの陰かげに身を潜ひそめて、椎名は呆れ声で訊きいてきた。彼女の隣にはソフィアもいる。

「ホントにもなにも……米こめ、おまえが言ったんだろ。とにかく、やれることはなんでもやってみないとな」

「ま……べつに止めないけどね」

「が、がんばってねっ」

　肩をすくめる椎名の隣で、ソフィアは胸の前でぐっと両方の手を握にぎって応おう援えんしてくる。

「おう」

　ソフィアに力強くうなずいてみせ、伊織は視線を渡り廊下に戻もどした。

　今日も伊織に命令をしに、景とともに、マナはやってくるはずだ。

　と、渡り廊下の向こうに二つの人ひと影かげが現れる。

「ふふふ……景ちゃん。今日はセンパイをどうしてやりましょうかね」

「マナの好きにすればいいよ」

　……来た。

　渡り廊下の中央までマナが進んだところで、伊織は隠れていた壁から飛び出した。

　マナに向かってダッシュする。

「なっ、センパイ……？」

　猛もう然ぜんと迫せまってくる伊織に気づいて、マナは驚おどろいていた。目を丸くしている。

　マナの後ろでは、こちらを見て景がうなずいていた。

　走りながら景に軽くうなずき返して、伊織は大きく踏ふみ込んだ。ジャンプする。

　空中で、足を畳たたみ、腰こしを折る。ぽかーんと口を開けて見上げてくるマナと目が合った。

　そして。

　ずさっ！

　──着地。額を、マナの足あし下もとの床ゆかに擦こすり付けた。

「な、なにしてるんですか……センパイ」

　頭上からマナの声が降ってくる。床を見たまま伊織は答えた。

「見てわからないか。土下座だ」

「土下座……？」

「ジャンピング土下座だ」

「ジャン……ピン？　な、なぜ……そんなことを……」

「これが俺の服従の証あかしだからだ。さあマナ！　踏んでくれ！」

「……は、はい？」

　急な事態にマナは困こん惑わくしているようだった。

　……まあ、そうだよな。

　伊織だって、いきなり誰かに『踏んでくれ』とか言われたら戸と惑まどう──というか引く。

　だが、これがマナを元に戻すための作戦なのだ。

　昨日聞いた椎名の言葉を思い出す。

（──満足したら戻るんじゃない？　今んとこ伊織をいじめて喜んでるみたいだけど、あの子の発想ってなんか手ぬるいのよね。中ちゆう途と半はん端ぱなのよ）

　あれじゃあ満足できるはずもないわ、と椎名は言っていた。なんというか、さすが男子たちから姫ひめ様と呼ばれ崇あがめられている椎名である。伊織からは絶対に出ないアイディアだ。

　引いてダメなら押してみろ。

　つまり『土下座』も『踏んでくれ』も、マナの命令にただ従うのではなく、伊織のほうからマナに楽しみを与あたえて満足してもらおう、という試みだ。

　これが心底アホな作戦だということはわかっている。だけど今は、１％の望みにも賭かけたい。

「さあ踏め！　マナ！」

　戸惑っているのか動かないマナを伊織は促うながした。

「マナ。せっかくだから踏んであげたら？」

「景ちゃん……わ、わかりました」

　目の前に見えていたマナのつま先が持ち上がる。

「ふんです……センパイ。なんのつもりか知りませんけど、踏んであげます」

「ああ！　来い！」

　ぐに。

　と背中にマナの足底が乗る。

　ぐにぐにぐに……。ぐに！

「こ、これは……っ」

　マナの声。トーンが跳はね上がる。

「け、景ちゃん！　これ……これ！　なんかイイですよ！　足を舐なめてもらったときと似た感じです！　景ちゃんもやってみますか!?」

「魅み力りよく的な提案だけど、今はいいよ。それより、ほら、これを使うともっと良くなるよ」

「もっと？」

「うん」

　じゃらり。じゃらじゃら。

　音に、伊織は顔を横向けた。

　鎖くさりだ。景の手に、鎖が握られている。その鎖には茶色い首輪がついていて……

　伊織は景にアイコンタクトを送った。通じるかどうかはわからないが、念じた。

　……ふ、藤ふじ村むら？　なんだそれ。俺、聞いてない！

　マナのためです、とアイコンタクトが返ってきた。景の顔は真しん剣けんだ。

　景はしゃがみ込むと伊織の首に首輪をはめた。

「はいマナ。これ持ってみて」

「はぁ……わかりました」

　景に渡されて、マナは鎖の端はしを握った。

　と。

「こ、これは……！　ふおおおぅ……！」

　ぶるりとマナは身み震ぶるいした。ニタァ、と黒い笑えみ。

「スゴイ！　スゴイですよ景ちゃん！　ゾクゾクきます！」

「うん。いいよ……いいよマナ。私もゾクゾクきてる……ふぅ……」

　景は唇くちびるに指先を当てた。ちゅぼっと吸い付く。頬ほおがほんのり朱しゆに染まっていた。なんか目つきが怪あやしい。

　……あ、あれ？　藤村？　藤村さん？

　スマートフォンを取り出すと、景はパシャリと一枚、写真を撮とった。

「ふふっ。私のマナアルバム二十二巻の表紙にしましょう」

「ちょ、ふじむ──」

　伊織は声をあげかけた。コイツ、暴走し始めてる!?

「景ちゃん景ちゃん！　もっと、もっとないんですか!?　こう、良くなる方法はっ」

　ぐにぐに。じゃらじゃら。

　背中を踏み、鎖を引っ張って、マナははしゃいだ声をあげる。

　景は袖そでをごそごそとして、

「任せてマナ。そんなこともあろうかとここに縛しばるための縄なわが！」

「ほう……？　よくわかりませんがそれを使えば良くなるんですね？」

「ええ。撮さつ影えいは任せて！」

　ビシィッと景は親指を立てた。それにしてもノリノリである。

　いつの間にか撮影会が始まっていた。でもマナは楽しそうだし……伊織はひたすらガマンの子だった。

「どうマナ。満足できた？」

「ええ！　大満足です！」




　──しかし、マナは元に戻らなかった。

「すみません……先せん輩ぱい。本能って怖こわいですね……」

「いいよ。もう、むしろ思い出させないでくれ。本当、目め隠かくしされたときはどうなるかと思った……」

「そーいやソフィア、アンタが用意したんだって？　あの首輪」

「ふぇ？　あ、うん……うち犬飼ってて」

「持ちたかった？　鎖」

「な──なにを言ってるのかなっ、椎名さんっ」
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　放課後になった。

「今度は藤村さんの考えた方法なんだよね」

　廊ろう下かをいっしょに歩きながら、ソフィアが言った。椎名は用事があるとかで帰ったので、二人である。

「えっと、どんな方法なのかな？　藤村さん、昨日は『魔ま術じゆつ的な方法』を探してみるって言ってたけど……雛谷くんはもう聞いてるんだよね？」

「…………」

「……雛谷くん？」

　黙だまり込んだ伊織に、ソフィアはかくん、と首を傾かしげる。

「えっと、保健室に向かってるんだよね？　保健室でなにをやるのかな？」

「その、だな……人体には経けい絡らくというものがあるそうなんだ」

　ソフィアはぱちぱちと瞬まばたきした。

「ふぇ……？」

「いわゆるツボだな。経絡を的確につけば、人体はコントロールできる……らしい。それで呪のろいも解ける……と、昨日藤村からファックスしてもらったコレには書いてある」

　言って、ポケットから折りたたんだ紙を取り出してソフィアに渡わたす。

　そこにはイラスト付きで押すべきツボの順番が書かれている。

「これ……藤村さんがやるとかじゃだめなのかな？」

「ええと、そこに書いてあると思うんだけど、その『儀ぎ式しき』にはいろいろ条件があってさ……男性が一人でやらないといけないみたいなんだよな」

　どうしてそうしなければならないのか、根こん拠きよはまったく記されていないが……

「あ、ほんとだ。えと……うん。その、効果あるといいねっ」

「……だな」

　マナの魔眼自体、理り屈くつがわからないのだ。目には目を歯には歯を──オカルトにはオカルトという景の考えは筋が通っている。どんなにヘンテコに思える方法でも、試ためしてみる価値はあるはずだ。

　保健室に着くと、景が戸の前に立っていた。

「お待ちしておりました。先輩。準備はできています」

　後ろ手に戸を開け、ぺこりと頭を下げる。

「どうぞ中へ。マナをよろしく頼たのみます」

「……わかった」

　中に入ると、むわりと甘ったるい匂においがした。なにかの香こうが焚たかれているようだ。

　窓に暗幕が張られていて、外の光は届いていない。床に燭しよく台だいが置かれていて、揺ゆらめく炎ほのおが室内を怪あやしく照らしていた。まさに魔術の儀式的な雰ふん囲い気きである。

　保健室の改造っぷりに、普ふ段だんここにいるはずの保健の先生のことが気になった……大だい丈じよう夫ぶなのか？　どう交こう渉しようしたのか気になる。

　……先生の弱みでも握にぎってんのかな、あいつ……

　あり得そうだ。でも怖いので深く考えるのはやめておく。

　伊織は部屋の奥にあるベッドに近づいて、仕切りのカーテンを開けた。

　燭台のほのかな明かりの下、マナは枕まくらに顔をうずめて、すやすやと寝ね息いきを立てていた。

　いつものジャージではなくマナは体操着だった。上は白い半袖、下はハーフパンツ。

「むにゃ……？　景ちゃん……？」

　伊織の気配に気づいたのか、マナはゆっくりと頭を持ち上げた。とろんとした目を向けられて、ドキリと心臓が跳ねる。

　けれど相手が伊織だとわかると、マナは途と端たんに不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだ。センパイですか」

「そのだな。景から聞いてると思うけど……」

「ええ。また服従の証あかしを示してくれるそうですね」

「そ、そうだ。ええと、そう……普段お疲つかれのマナ様にワタクシめがマッサージをさせていただければと思いまして」

　伊織が景に考えてもらった言い訳を口にすると、マナはニヤッと笑った。

「ふふん。昼休みのアレは満足できましたし、やってみてくれてもいいですよ。でもどんなことされても、わたしはセンパイのこと嫌きらいですけどね」

「…………」

　魔眼のせいとはいえ、マナの口から嫌いと言われるとやっぱり応こたえた。だけどショックを受けていても始まらない。

「その……痛かったら言ってくれ」

　言って、マナの背中に指をそっと置いた。立てた親指を這はわせて最初に刺し激げきするべきツボの位置を探さぐる。

「ひゃんっ」

　マナは変な声を出した。肩かたがビクッと跳ねる。

「ご、ごめん。痛かったか」

「くすぐったい……」

「ちょっと我が慢まんしててくれ」

　伊織は慎しん重ちように指を肩けん胛こう骨こつの間に滑すべらせた。

　……大丈夫。できるはずだ。

　昨日のうちに手順は頭に叩たたき込んでいる。

　押す。

「んぁっ」

　吐と息いきをこぼし、またマナの体がビクンと跳ねる。

　……よし。次は、こっちだな。

　仰のけ反ろうとする背中を押さえつけ、次のツボを押す。続けて……押す。押す。押す。

「んっ、んっ、はぅっ」








[image: ]








　その度たびにマナはビクンとなる。

「大丈夫か……？」

「……つ、続けていいですよ」

　はぁはぁ……とマナは荒あらい息をついていた。

　焚かれている香のせいか、意識がぼんやりとしてくる。けれど、おかげで目の前の目的にだけ集中することができた。『儀式』を続ける。

「ふにゅ、んっ、あっ、くっ、んんっ」

　だんだんと手慣れてきた。ぐ。ぐ。ぐ。次々と押していく。

「……よし」

　景から教えてもらった手順をすべて終え、伊織は額の汗あせをぬぐった。

　ベッドの上でぐったりとしたマナを見下ろし、

「…………」

　ふと、冷静になる。……学校の保健室でなにをやっているんだろう、俺。

　だが、これでマナは元に……

「ど、どうだ？　マナ」

　はふぅ……とマナは枕にあごを載のせて、熱っぽい息を吐はいた。

「ふふ……まあ、わりと気持ちよかったですよ。センパイは嫌いですけど」
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「……駄だ目めでしたか。まあ冷静に考えたら当たり前でしたね」

　景が言った。

　マナを先に帰らせた後、伊織、景、ソフィアの三人は昨日と同じく教室に集まっていた。

　今日の反省会兼けん、次の方法を考えるための話し合いをすることになったのだ。

「……藤村、他ほかになんか思いつくか？」

「そうですね。対象の全身に唾だ液えきで魔ま法ほう陣じんを描かき込──」

「いやそっちはもういいから！」

　魔術的な方法は、試してみて駄目だったばかりだ。

　はぁー……と深いため息ついて、伊織は天てん井じようをにらんだ。

「そもそも、なんでマナは元に戻もどらないんだろうな……」

「やはり他人に使うのと自分に使ってしまうのとでは、違ちがうのかもしれません」

　景はあごに手を添そえた。自問するように言う。

「もしかすると……米のアイディアはいい線を行っていたかもしれません。マナが元に戻らないのは、マナ自身の心に問題があるのかも……？」

　と。

「あ……」

　黙って考え込んでいたソフィアが、ぽつりと声を漏もらした。

　うつむいて「あ、でも……」と言うのが聞こえてきた。

「ソフィア？」

「なにか思いつきましたか。ソフィアさん」

　ソフィアはおずおずと口を開いた。

「あ、あのね。キ、キス……とか」

　かぁっと白い頬ほおを朱しゆ色いろに変えて、下を向いた。

「キ、キスって……俺の？」

「う、うん……いおりんにはマナちゃんの魔眼が効かないんだよね。だからね、いおりんにはそういう力があるんじゃないかなって、思うの。えと、それに……やっぱり呪いを解くのは王子様のキスかなー、な、なんて……」

　あはは、と照れくさそうにソフィアは笑った。

「なるほど。試してみる価値はありますね」

「いやでも、それで効果がなかったら、よりいっそう嫌われるだけなんじゃ……？」

「だ、だいじょうぶだよっ、いおりん」

「え？　ソフィア？　それってどういう」

「もう十分嫌われてるんだもん。これ以上嫌われないよ」

「お、おう」

　たしかに事実なのだろうけれど、グサッときた……

「キス。マナの心の問題……ふむ。ふむ……」

　と、景のつぶやきが聞こえた。彼女はあごに手を当てたまま、何度も確かく認にんするようにうなずく。

　そして。




「先せん輩ぱい。マナにアタックしましょう」




「は？」

「ふぇ？」

　景の発言に伊織はソフィアと二人して声をあげた。

「思うに問題なのは、マナが『先輩に絶対服従させられたくない』と思っていることなんです。魔ま眼がんの効果がいまだ続いている原因も、そこにあるのではないかと」

　淡たん々たんと説明してきた景の言葉を頭の中でかみ砕くだく。

「ええと、つまり──マナは絶対服従されたくないから、『嫌い』のまま、戻らないようにしてる……？」

「そうです。無意識でしょうけれどね。ですから、その原因を取り除けば──『先輩に絶対服従させられてもいい』と、マナに思わせることができれば、魔眼は自然と解除される……かもしれません」

「それって……」

「マナをメロメロにしろってことです」

「……どうやって？」

「だからアタックです。ぶちゅっと決めちゃってください」
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　夢を見ている──と、マナは、夢の中で理解した。

　夢は過去の出来事を映していた。

　それは当時の感覚まで思い出される、リアルな夢で……




　話題の新作ゲームの発売日だった。春先で、肌はだ寒ざむい早朝。あたりはまだ薄うす暗ぐらい。街角にあるゲーム屋の前には長い行列ができていた。夢の中のマナは、ため息をつきながら近づいていく。

　マナは上下のジャージを着て、上にドテラを羽織るという、見た目を一いつ切さい気にしない楽な格好だ。伸のばし放題の髪かみはボサボサで、寝ね癖ぐせが何本も跳はねている。

　話題の新作ゲーム……とはいえ、マナはたいして期待していなかった。最近のゲームは難易度がヌルくて退たい屈くつなのだ。しかし昔のゲームはとうにやり尽つくしてしまっている。新しい刺激を求めるなら、新作を片っ端ぱしから試ためしてみるしかない。

　だって、リアルの難易度はもっと低くて、もっと退屈だ。

　吐いた息が白くにごる。

　寒い日だ。ドテラの袖そでに両手を突つっ込んで、マナはぶるりと体を震ふるわせる。

　早く帰ってコタツで新作ゲームをプレイしたい。

　律りち儀ぎに列に並ぶ気はなかった。もうすぐ開店時間だ。今から並んでいては、マナの順番になる前に品切れになってしまう。

　マナは躊躇ためらうことなく魔眼を使った。そもそもこの頃ころのマナは、使うという意識さえしていない。息をするようなものだった。

　目を合わせさえすれば、誰だれもマナの言葉に逆らえない。

　列の後方の人から、次々に目を合わせて、順番を譲ゆずってくれるように告げていく。単純な作業だ。魔眼を相手に見せるために顔を上げるのが、少しめんどくさかった。

　けれど、そうやって列の半分以上を過ぎた頃……

『彼』がいた。

　他の人となにも違うようには見えなかった。

　普ふ通つうの、少し年上の男の人。いわゆる、どこにでもいる男子高校生というやつに見えた。あえて特とく徴ちようを探すなら、あほ毛をしんなりさせたいかにも姉妹のおもちゃにされてそうな──いじりがいのありそうな人だった。まあでも、それだけである。

　だからなにも考えず、他の人と同じように魔眼を向けて──

　だけど──『彼』には魔眼がまったく効かなかった。

　どうして!?

　なぜ!?

　マナは激しく混乱した。

　未知の事態にわけがわからなくなる。

　怖こわい──怖い。怖い！

　気がつくとマナはその場から逃にげ出していた。




　夢の中で場面が移り変わる。




　アパートの一室だった。コタツを中心にして、ゴミや脱ぬぎ捨てた服なんかが散らばっている。魔眼を使わなくなり追い出されるまで暮らしていた、マナの部屋である。

　魔眼の効かない『彼』と出会った後、マナはこの部屋に逃げ帰ったのだった。入り口のドアを閉めたところで、マナはドアを背にへなへなと座り込む。

　頭の中は『彼』のことでいっぱいだった。

　部屋に戻る間も、ずっと『彼』のことばかり考えていた。

　すると、だんだんと腹が立ってきた。

　怒いかりがこみ上げてくる。

　だってルール違い反はんだ。反則だ。魔眼を見た者は誰でも絶対服従するのが当然なのに。

　効かないなんてズルい。

　おかげで、すごくびっくりしてしまったのだ。

　あんなに驚おどろいたのは初めてだった。

　……許さない。

　とマナは思った。

　仕返しをしてやらなければ気が済まない。怖がらされた報むくいを受けさせなければ。

『彼』に対してマナ自身は無力である。だから恐きよう怖ふのあまりつい逃げ出してきてしまったけれど、よく考えればマナには言いなりになるたくさんの手足がいる。

　……次に会ったら……

　と、そこまで考えて、はたと気づく。

『彼』がどこの誰なのか、マナは知らない。

　リアルには、訊けば答えてくれる街人も、攻こう略りやく本ぼんもない。ヌルゲーだったはずなのに。

　どうすればいい？

　マナは考え始めた。それはリアルの人間に興味を持てなかったマナにとって、初めての人ひと捜さがしだった。




　再び場面は移る。




　魔眼の効かない『彼』と出会った、次の日である。『彼』へつながる唯ゆい一いつの手がかりとして、マナは昨日のゲーム屋を訪おとずれていた。

「……質問があるの」

　と、刈かり上げ頭の若い店員に、魔眼を向ける。

　店員は頬を染め、ぼうっとなった。魔眼を向けられた相手のいつもの反応にマナは安心する。自分のチカラが無くなったわけではない。やっぱり『彼』だけが特別なのだ。

「教えて。あの人はどこ？」

　しかし店員は、『あの人』だけではわかりませんすみません、と首を振ふった。

　む。マナは苛いら立だった。

「……あの人はあの人よ。昨日ここの行列にいたの。どこにでもいる高校生で、ちょっとだるそうな。知らないの？」

「それだけではなんとも……お役に立てず、すみません」

「…………」

「あっ、で、ですがあなた様の捜しておられるそのお方、高校生なのですよね？」

「うん。そう。たぶん」

「でしたら、おそらく三みつ葉ば学園に通われている生徒の方なのではないでしょうか」

「三葉学園？」

　ぱちぱちと瞬まばたきして、マナは訊いた。

「それは……どこ？」




　場面が変わる。




「春休み？」

「ええ。そうですとも。ハァハァ……我が校は現在、春休み期間中になっておりまして、生徒は来ておりませんのですはい」

　私立三葉学園。しかし校舎の中に生徒の姿はなく、校長だというハゲのおっさんに、マナは中庭で声をかけられた。なので魔眼を向けると、校長はハァハァしてきたのだ。

「……じゃあ、いつになったら『あの人』は来る？　どうすれば見つけられる？」

　唇くちびるを尖とがらせてマナは言った。

「そういうことでしたら！　十日後の始業式には生徒全員が体育館に集まりますので、そのときに見つけることができるのではないでしょうか！」

　校長は興奮しながら、マナの役に立とうと情報を提供してきた。

「十日後……」

　それまで待たなければいけないのか。

　がっくりと肩かたを落として立ち去ろうとするマナに、校長が慌あわてて声をかけてくる。

「あの、失礼なことをお訊たずねしますが、あなた様は我が校の生徒でしょうかっ？」

　マナは首を横に振った。

　そもそも学校に通ったことがない。

「もしよろしければ、我が校の生徒になってみてはどうでしょうか？　そのほうが捜している『彼』も見つけやすいかと！　ワタクシめも嬉うれしゅうございます！」

「む……」

　少し考えて、マナはうなずいた。




　二日後。アパートのマナの部屋。

　編入手続きが完かん了りようしたとの手紙と、三葉学園中等部の制服が届いた。

　マナはさっそく制服に着き替がえてみた。しかし、慣れないながらスカートは穿はくことができたものの、上着のネクタイがどうしても上う手まく結べなかった。誰かに命じて結んでもらうという手もあったが。

　面めん倒どうくさいので、上はジャージでいいことにした。なによりジャージは楽なのだ。動きやすいし、最強だ。

　洗面所の鏡の前に立って、マナは自分の姿を確かく認にんした。

「スースーする……」

　言いながらスカートの裾すそをつまむ自分の口元がニヤけるのを、マナは見た。

　あと八日だ。

　──あと八日で『彼』に会える。

『彼』を見つけたら、どうしてくれよう。

　なんといっても無茶苦茶ビビらされた相手なのだ。ただじゃおかない。

「ふふっ」

　自然と笑えみがこぼれていた。

　気づくと『彼』に会える日が楽しみになっている自分がいた。

　街中の人間に魔ま眼がんを使ってしらみつぶしに捜せば、あっさりと『彼』を見つけることはできるかもしれない。それを思いついても実行する気にならなかったのは、待っている時間が楽しいからだ。

　楽しみすぎていてもたってもいられなくなり、マナは床ゆかをごろんごろんと転げ回った。

　ごん！

「～～～～っ」

　そしてコタツの脚あしに後頭部をぶつけて悶もん絶ぜつした。




　さらに二日後。同じくマナの部屋。

　その後も転げ回る度たびに頭をぶつけたので、コタツは片づけた。

　少し広くなった部屋で、マナはジャージとスカート姿で寝ねころびながら、『始業式の案内』と表題に書かれた紙をじーっと見つめていた。そしてたまに「ふふっ、ふふっ」と堪こらえきれないように笑い声を立てる。

　始業式の日程が書かれただけのその紙を、マナはもう何度も読み返していて、紙の端はしはよれよれになっている。

　あと六日だった。

　──あと六日であの高校生の『彼』に……

「あっ」

　上半身をがばりと起こす。気づいたのだ。

　マナが覚えている『彼』は、マナより年上に見えた。だからなんとなく高校生だと思ったわけだけれど……つまり『彼』を高校生だと思ったのは勘かん違ちがいで、実は『彼』も中学生だという可能性もある。が……

「……あれ？　わたし、中等部？」

　編入のあれやこれやは、あの校長に完全に任せていた。そういえば彼に年ねん齢れいを訊かれた記き憶おくはない。だからマナの見た目から、中等部三年生と勝手に判断されてしまったようだ。すでに書類が送られてきていた。そろそろ魔眼の効果は切れているはずだけれど。

「……まあいいケド」

　しかし、とすると『彼』とは学年が違うということになる──とマナは思った。

　学校に通ったことはないけれど、学校のシステムくらい知っている。学園生活を送りながら魔物と戦うゲームなどもある。

　だから。

「……センパイ、か」

　そっと口に出してみた。

　同じ学校に通う、学年が上の人を、そう呼ぶということを知っていた。

「センパイ……センパイ……センパイ……センパイ……うん」

　何度も舌の上で転がしてみる。しっくりきた。

　まだ本当に学年が違うのか、わからない。なのでとりあえずだったが──その日、マナは『彼』を『センパイ』と呼ぶことに決めた。




　さらに二日が経たった。マナは部屋の中で、『センパイ』に会ったときのことを延々と考え続けていた。

　その二日で、マナは『ですます調』の練習をした。

　テレビの中の人面魚（シーマソ。話しかけると反応してくれるゲームキャラ。なぜか関西弁）が練習相手である。

「あー、あー、ええとです。わたしはマナといいます。あなたは？　なぜわたしの魔眼が効かないんですか？」

『しらんがな』

　という具合だ。なぜ練習をしているかといえば、

　……ふふっ、わたし、コウハイだから……じゃない、コウハイですからね。

　言こと葉ば遣づかいには注意が必要だ。

　それが学校のルールというものだ。

　学校に所属する以上、ルールは守らないといけないのである。

　……それに、もしも言葉遣いが原因で『センパイ』に怒おこられたら、イヤですし。

「？」

　ふと、なにかが引っかかった。

　……どうして怒られたらイヤなのでしょうか？

「あ、そんなの決まってますよ。怒られたら怖こわいからです。センパイには魔眼が効きませんからね。なにをされるかわかりません。だからあんまり刺し激げきしないようにしないとダメなんです」

　うんうん、とマナはうなずいた。




　二日後。時刻は昼過ぎ。マナは近所のコンビニにいた。

『センパイ』を絶対服従させる方法を探すためである。

　……ぜったいにセンパイを絶対服従させてやります！

　マナはやる気に満ちていた。ふんっ、ふんっ、と腕うでを大きく振り、大おお股またになって自動ドアを通り抜ぬける。

『センパイ』のことばかり考えているうちに、マナは、なんだか自分ばかりが悩なやんでいる気がしてきたのだった。『センパイ』のことを考えるだけで、自分でもわけのわからない衝しよう動どうに襲おそわれるようになっている──始業式まで残り二日。もう少しで会える。会いたい。早く。会いたい。会いたい。会いたい。早く。早く。会いたい……っ！

「ああうううううううあああああもー！」

　もう本当にわけがわからない。意味もなく叫さけび出したくなったりする。というか実際に叫んでいた。

　……わたしばっかりこんなの……なんだか悔くやしいですよ！

　そう思ったら、最初の頃ころの気持ちがよみがえってきたのだ。

　──許せない！　ですよ！

　マナがこんなことになったのは、『センパイ』に魔眼が効かなかったからだ。

　だから、彼にはその責任をとってもらわないといけない。

　ぐっ。

　とマナは胸の前で拳こぶしを握にぎった。

「わたしのしてほしいこと、いっぱいしてもらいますから！　覚かく悟ごするですよ！」

　本ほん棚だなに、マナは目的のものを発見した。

　その雑誌の表紙には『彼を絶対服従させる方法』と書かれていた。




　真っ暗になり、再び場面が変わる。




　始業式の日がやってきた。体育館には大勢の生徒が一堂に会していた。

　その中から、マナはついに彼を見つけだした。

　そして──




　目が覚めた。




　部屋の中がうっすらと明るい。チュンチュンと小鳥のさえずりが聞こえる。

「…………」

　むくり。

　マナはベッドの上で身を起こした。重いまぶたをパジャマの袖そでで擦こする。

　朝から嫌いやな気分だった。

　……そうです……嫌な気分です。

　夢の内容は目覚めるとともに曖あい昧まいになって、どんな夢を見ていたのかよく思い出せない。けれどセンパイが出てきたことだけは覚えていた。嫌きらいな人が夢に出てきて気分がいいわけがないのである。

　と、ベッドの横に、ベッドの本来の持ち主──景けいが立っているのにマナは気がついた。

「景ちゃん。なにやってるですか？」

「日課」

　ピ、と電源を切る音がして、景は構えていたビデオカメラを下ろした。

「いい顔してたよ。マナ」

「……む」

　マナは頬ほおを膨ふくらませた。聞き捨てならない。

「なに言ってるですか景ちゃん。いい顔って、そんなはずありません」

　マナが言うと景は表情を曇くもらせた。

「……見ていたのは、先せん輩ぱいの夢？」

「ええ。最悪です」

　ふん、とマナは鼻を鳴らした。

「…………」

「あの人はわたしに絶対服従だけしてればいいんですよ。勝手に夢に出てこないでほしいものです。まったくもう。わたしを変な気分にさせて……だから嫌いなんですよ」

「変な気分──なるほど。そういうふうに辻つじ褄つまがあってるんだ」

　景は何事かをつぶやいていた。

「……景ちゃん？」

　景はこちらに顔を戻もどすと、じっと見つめてきた。

「あのね、マナ」

「？　なんですか。景ちゃん」

　話があるの、と景は言った。
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　土曜日の朝だった。休日である。

　伊い織おりは自室でベッドに腰こし掛かけ、手に持った携けい帯たい電話が着信するのをじっと待っていた。

　電話が鳴る。

『先輩。こちらは上う手まくいきました』

　景けいの声には、どことなく誇ほこらしげな響ひびきがあった。

『先輩とのデート、マナは了りよう承しようしました』

　伊織は詰つめていた息を吐はいた。

「そうか……ありがとな」

　マナにアタックをする──景はそのお膳ぜん立だてをしてくれたのだ。

「でも、任せといてなんだけど、どうやったんだ？」

　なにせ相手は『伊織が嫌い』な黒マナだ。デートの約束なんて、普ふ通つうはしてくれないだろう。

『ボイスレコーダーで録音しておきました。どうぞ』

　……え、録音？　ボイスレコーダー？

　電話の向こうから、籠こもった音が聞こえてきた。




『──マナ。話があるの』

『なんですか？』

『このままだとマナはピンチだよ』

『ピンチ？　どういうことですか？』

『先輩に嫌われちゃうよ』

『はぁ……えっと、それがなんでピンチなんですか？　べつに……嫌いな人に嫌われたってかまいませんケド。むしろストーカーされなくなってセーセーですよ』

『そう？　でも本当に嫌われちゃってたら大変だよ？　先輩は変態の鬼き畜ちく野や郎ろうだから、今までの屈くつ辱じよくの仕返しをされちゃうよ』

『仕返し……？』

『ゲームのセーブデータを勝手に消したりしてくるよ』

『鬼畜野郎です！』

『うん。だからねマナ、たまにはご褒ほう美びをあげて、適度に忠誠心を保つようにするのが大事なの。馬の顔の前にニンジンをぶら下げるみたいにね』

『なるほどです』

『ところでマナ。先輩がマナとデートしたいって』




『先輩。聞こえましたか。こうやりました』

「…………なるほど」

　いろいろツッコミどころはあったが、伊織はぐっと堪こらえた。

『それではマナとのデート。よろしくお願いいたします。先輩の魅み力りよくでマナをメロメロにしてあげてください』

「俺の魅力って……正直、自信ないけどな……いやもちろん、本気でやるけどさ」

　──アタックでマナをメロメロにさせる。

　そのために徹てつ夜やでデートプランも練った。けれど……

『自信、ありませんか』

「俺がマナに好かれてたのは、ただ魔ま眼がんが効かない奴やつだったからって……けっきょくのとこ、それだけの理由だからな……」

『…………』

　電話の向こうで景が黙だまり込んだ。弱気なこちらを情けなく思っているのかもしれない。

　……しまったな。

　景だってマナに元に戻ってほしいと願っているのに、不安にさせてしまった。

「悪い。言っても仕方ないことだった。大だい丈じよう夫ぶ。俺がきっとマナを元に──」

『心配しなくても、先輩は魅力的ですよ』

「──え？」

　思わず聞き返していた。

　遅おくれて言葉の意味を理解して、頬が熱くなる。

「ふ、藤ふじ村むら？」

『先輩は優やさしいです。世話焼きで、困ってる人をほっとけない人です。損な役回りになっても、文句を言いつつもそれを投げ出さない人です。誰だれかのために動ける人です』

「お、おい……」

『自分の気持ちにまっすぐな人です。誠実な人です。ヘタレですが紳しん士しです。責任感のある人です。マナからわけてもらうお弁当はおいしかったです。ニブデレなところは万ばん死しに値あたいしますが、バカなところは愛あい嬌きようです』

「…………」

『なにより先輩は──マナのことを大好きです。だから自信を持ってください』

「ありがとう、藤村」

　感謝の言葉は自然と出てきた。じん、と目め頭がしらが痛んだ。視界がにじむ。

「おまえがマナの友だちで、本当によかった」

『…………電話でよかったです』

「ん？」

『……今の顔は見られたくありませんから』

　景の声は照れくさそうだった。
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　待ち合わせ場所は、街中にあるゲームショップの前にした。

　伊織がマナと初めて出会った思い出の場所。

　到とう着ちやくして携帯で時刻を確かく認にんすると、まだ待ち合わせ時間には三十分あった。

　電柱の脇わきに立った。マナを待つ。

　その電柱もまた、思い出の電柱なのだった。伊織に魔眼が効かないことに驚おどろいたマナが、伊織の前からぴゃーっと逃にげ出した後、隠かくれてじーっと見てくるのに使った電柱である。

　……猫ねこみたいだったよな。

　あれからもう、二ヶ月以上だ。

　出会ったときのマナは、人生に退たい屈くつしている無気力なダウナー少女だった。

　次に会ったとき、マナは笑え顔がおの弾はじけるアッパー少女になっていた。

　そして現在──マナは再びダウナー少女になっている（『嫌い』という感情があるぶん昔よりややサディスティックだけれど）。

　……そういや、マナとちゃんとデートするのって、初めてかもしれないな。

　顔を上げると雲のない青空が見えた。日差しは強い。夏が近づいている。

　……暑いな。

　伊織の格好は、スーツだ。髪かみ型がたもオールバックにして、ビシッと決めている。

　と、携帯が鳴った。出る。

『アンタなんでスーツなのよ』

「え？　あれ？　米こめ？」

　着信は景の番号からだったのに、出た相手は椎しい名なだった。

『なに？　プロポーズでもする気？　言っとくけどそういうのが許されるのは総そう一いち郎ろう様だけだからね。アンタはぜんぜん似合ってないわ』

「って、なんで俺の格好がわか──もしかしてどっかで見てるのか？」

『向かいの喫きつ茶さ店てん』

　言われた場所に視線を向けると、ガラスの向こうのテーブルにみんながいた。みんなというのは、景、ソフィア、椎名、それに妹の琴こと音ねである。

「なんで琴音まで……」

『スーツで出かけてったお兄ちゃんが心配で跡あとをつけてきたそうよ。アンタにはもったいないデキた妹さんね。いやだから、なんでスーツなのよアンタ。ふざけてるの？』

「俺は真しん剣けんだよ！」

　言ってから、しかしだんだんと不安になった。

「……ま、間ま違ちがってたか？」

　電話口の向こうから複数の声が聞こえてきた。

『お兄ちゃん。張り切るとダメなタイプだから……』

『まあ自分のことはわからないものですよね。先せん輩ぱい。貴方あなたは残念な人です。任せた私が馬ば鹿かでした』

『……雛ひな谷たにくん』

「ええっ。そ、そっか……ダメなのか……」

　どうやら全員に不評らしい。

「じ、じゃあ！　今からでも着き替がえに──」

『もう遅おそいわ』

「へ？」

『後ろ後ろ』

　喫茶店の中から椎名が指さすのが見えた。後ろって……まさか。

　伊織はおそるおそる背後を振ふり向いた。




「来てあげましたよ。センパイ」




　マナがいた。

　ジャージとツインテールといういつもの格好。黒色のリボンで結ばれた二つのしっぽが、肩かたに垂れ落ちている。

　固まっている伊織を、マナは無表情にジロジロと見て──

　つん、とそっぽを向いた。頬ほおがほんのりと赤い。

「……センパイのくせに、今日はなんだかカッチョイイじゃないですか。生意気です」

「お──おう」

　……あれ？　なんか大丈夫っぽい？

　他の女性陣じんには通用しなかったけれど、マナには好こう感かん触しよくのようだ。

　……よ、よし！

　心の中でガッツポーズをする。

　アタックその一──イメチェンは成功だ。

　危あやうくデートの最初から失敗してしまったかと思ったが、それなら問題なしである

　……やっぱ新しん鮮せんな格好は、ぐっと来るよな。

　経験したからわかるのである。

『…………よかったわね』

　呆あきれているふうな椎名に、ああ、とうなずいて通話を切った。

「じゃあ、その、マナ、ええと……」

「ふ、ふんっ。なんですか」

　深く息を吸い込んでから、伊織は言った。

「デートしよう」
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（──今日は特別です。たまにはご褒美をあげなければいけませんからね）




　つん、と尖とがった口調でそう言ったマナを連れ、最初に伊織が向かったのは、ゲームショップの前から歩いて五分の場所にある服屋だった。

「……服屋ですか」

　アルファベットで店名の書かれたオシャレな看板を見上げて、マナがつぶやく。

「ああ。なんでも気に入ったのがあれば買ってやるからな！」

　アタックその二──プレゼント作戦である。

「ふん。わたしにプレゼントをしたいというのはわかりますけど、いらんです。嫌きらいな人のプレゼントなんて必要ないです。わたしにはこの最強のジャージがあります」

　マナは胸を張ると、その胸に手を当てて誇ほこらしげなポーズを決めてみせた。

　ジャーン！　とマナの背後に文字が見えるようだった。

　しかし額に浮うかぶ汗あせを伊織は見み逃のがさなかった。

「でも暑いだろ？　なんで強がってんだ？」

「ぐ……っ」

　ツッコむと、マナはうめき声をあげた。むっと頬を膨ふくらませてにらんでくる。

「いや、俺も暑いからな、わかるんだよ。今日はとくにいい天気だよな……」

　朝のうちは涼すずしかったりもするが、季節の変わり目の微び妙みような時期である。日が高くなれば気温はまだまだ上がるだろう。

「マナ。今日一日は俺とデートしてくれるんだろ？　だったらさ」

「……仕方がないですね。ご褒ほう美びですし……」

　ぶつぶつとマナはつぶやいた。

　……よし。上手くいきそうだ。

　実用的なものであるし、プレゼントされればマナも悪い気はしないはずだ。

　と、マナはため息をついて言ってきた。

「センパイ。わかりました。あなたにわたしの服を選ばせてあげます」

「えっ」

　……お、俺が選ぶのか？

　まさかそう言われるとは思っていなかった。

　……つまりマナに、俺の好みの服を着てもらうって、ことだよな……？

　好きな女の子に自分好みの服を着せる。なんだかドキドキしてきた。

　マナの姿をまじまじと見てしまう。上から下へ。下から上へ。

　快活な笑顔を失っているとはいえ、マナ──もとい黒マナには、黒マナゆえの魅み力りよくがあるのも事実だった。気難しく眉まゆをひそめている姿には景と同じクールビューティーな趣おもむきがある。だが景より、もっと退たい廃はい的なイメージだ。そう、まるで漫まん画がやゲームに出てくる吸きゆう血けつ鬼きのお姫ひめ様である。

　ゴシックな衣い装しようとか似合いそうだよな……ってそうじゃないだろ！

　頭かぶりを振って伊織は邪よこしまな妄もう想そうを打ち消した。

　……くそっ、俺がドキドキしててどうするんだ！　俺が、マナをメロメロにしないといけないのに！

「なにやってるですか。入りますよ」

　悩なやむ伊織を置いて、マナはさっさと店内に入っていった。
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　レールを鳴らしてカーテンが閉まる。

　マナが試着室に入ったので伊織は少し離はなれた場所で待つことにした。

　そのタイミングで携帯が鳴った。

『先輩はもっと欲よく望ぼうに忠実になってもいいと思います。このヘタレ紳しん士し』

　電話に出ると、景がいきなりダメ出ししてきた。彼女たちはやはり跡をついてきていて、どこかから見ているらしい。

『マナがご褒美をくれるというのに、なにをやっているのですか』

「う……だってな……」

　口を開いたものの、なにも言い返せなかった。

　センパイが選んでいいです、とマナに言われた伊織だったが、けっきょく選ぶことができず、店員さんにオススメを見み繕つくろってもらったのだった。

　景にヘタレと言われるのも仕方のないヘタレっぷりだと自分でも思う。

『せっかく黒マナのゴスロリメイド服のチャンスを！』

「いやそれおまえの欲望も混じってるよな……？」

　……まあ、俺も似たようなことを思ったけどさ。

　と、そこでふと疑問が湧わいた。当たり前のように景はこちらの状じよう況きようを掴つかんでいるみたいだが……

「なぁ、どうしてこっちの状況がわかるんだ？　どこかから見てるんだろうけど……会話まで聞こえるのか？」

『私には読どく唇しん術じゆつの心得があります』

「…………」

『先輩。マナが呼んでるようですよ』

　言われて試着室のカーテンのほうへ顔を向けると、マナが顔を出して、こいこい、と手招きしていた。なんだろう？

『早く行ってあげてください。あ、電話はこのまま通話状態にしておいてくれると助かります。読唇術にも限界がありますので』

「……そうだな。わかった」

　自分の力でマナにアタックするつもりでいたけれど、今後ピンチになった場合、彼女たちの助言があったほうが切り抜ぬけられるかもしれない。心配もされているみたいだし……

　伊織は携けい帯たいをそのままスーツのポケットに仕し舞まった。マナに顔を戻もどす。

「どうしたんだ？　マナ。着替え終わったのか？」

　試着室の前に行く──と。

「手伝うです」

　言うなりマナの腕うでが伸のびてきた。伊織の襟えりを捕つかまえてくる。

「へ？　お、おい──」

　引っ張られて、試着室の中に連れ込まれた。とっさに目を閉じる。

「なんで目を閉じてるですか」

「いや、だって、おまえ着き替がえ中じゃ──」

「それができなくて困ってるですよ。いいから目を開けるです」

　目を開けた。

　マナは半はん裸ら──なんてこともなく、普ふ通つうに服を着ていた。ジャージを脱ぬいでもいない。

　しかし、狭せまい個室の中である。密着こそしないものの、手を伸ばせば抱だきしめられるような至近距きよ離りだ。鼓こ動どうが速くなるのを止められない。

　ツボ押しマッサージをやったりもしたけれど、あのときは事前に心の準備もできていたからなんとか冷静でいられたのだ。

　マナはうっすらと汗ばんでおり、この距離なら汗のにおいも嗅かげそうだった。いや嗅がないけど！

　……くっ、なんのつもりだよ!?　マナ！

「チャックが壊こわれて開きません。センパイ直すです」

　激しく混乱する伊織に対して、マナはなんでもないことのように言ってきた。

「は？　──チャック？」

「コレですコレ」

　マナは胸むな元もとを示した。二つのふくらみの上、銀色の金具がぶら下がっている。

「壊れて動かないんです」

「それを、俺に開けろって……？」

「ええ」

「……ちなみに、そのジャージの下って……」

「ブラだけですよ。いいから早くするです」

　ぐいっとマナは金具──胸を近づけてくる。

「ちょっ、いや待て！　なに言ってんだ無理だ無理！　い、いま店員さん呼んで──」

　伊織は試着室から逃にげようとした。が──次の言葉に強制的に動きを封ふうじられる。

「これは命令です」

「っ」

「やりやがれ、です」

　……だからなんでだよ。

「なぁ、その、俺は正直、嬉うれしいからいいけどさ……おまえは嫌いやじゃないのか？」

「もちろん嫌ですよ。でもセンパイに命令するのは好きですし」

「ええと……」

　伊織は質問を変えた。

「じゃあ……恥はずかしかったりは、しないのかよ？」

「恥ずかしくないです。わたしセンパイのこと嫌いですし」

　なにを当たり前のことを訊きいているのだ、とばかりに、つまらなそうな表情を浮かべて、マナはすらすらと答えてきた。

「嫌いだから、恥ずかしくない……？」

「はい」

　……そういうもん……なのか？

　少なくともマナの中ではそういうことになっているようだ。思い返せば、魔ま眼がんを自分に使ってしまった夜にも、マナは伊織の前で裸はだか同然の格好になって平然としていた。

「嫌いな人相手にドキドキするなんてあってはならないことです」

「…………」

「ほら。わかったらさっさとやれです。ほら」

　ぐいぐい。無造作に体を近づけてくる。

「う、く……わかったよ。め、命令に逆らうわけにはいかないしな……」

　我ながら言い訳じみたことを言っていた。

　ポケットに入れた携帯電話を意識する。電話を通話状態のままにしたのは失敗だった。さっきの会話はすべて聞かれたはずだ。向こうには妹までいるのに……

「や、やるぞ……」

「はい。どうぞ」

　慎しん重ちように、震ふるえる手をマナの胸元の金具にかけた。とりあえず、ぐっぐっと下に引っ張ってみる。動かない。

「これは……噛かんでるな」

　腰こしを屈かがめて、金具に顔を近づける。そうするとマナの顔も、息づかいが聞こえるほどに近づいた。伊織は意識してチャックを開けることに集中する。

　両手を使って周囲のジャージの生き地じを延ばしてから、金具に力を込こめる。

　ぐっ。ぐっ。ぐっ。

「んっ、ふにゃっ、んっ」

「ちょっ、変な声出すなよなっ」

「ふ、ふん……どんな声を出そうとわたしの勝手です。くすぐったいから仕方がないじゃないですか。なんか首のとことか擦こすれてるんですよ」

「く……っ」

　抗こう議ぎをあきらめて伊織は作業を再開する。

　作業……そう、作業と思い込むんだ。集中……集中だ。

「ん……ふぁ……にゃ……ふ……んっ」

　マナが身じろぎする度たび、ジャージの生地をふくらみが下から押し上げてきて、触ふれてしまいそうになる。

　──集中だ！

　視界の隅すみの鏡に、試着室の中で一生懸けん命めいに女の子の服のチャックを引き下ろそうとしている高校生男子の姿が映っているが、気にしたらいけないのだ。

　ジッ！

　と。

　どのくらい時間が経たっただろう。集中の甲か斐いがあってか、ようやく金具が動いた。

　……だが、まだ……まだだ。

　ちゃんと最後まで引き下ろせるか確かく認にんしなければ。──あとから冷静になって考えると、このときの自分は集中しすぎておかしくなっていたとしか思えない。だがそのときは真ま面じ目めにそう思ったのだ。

　ジ、ジジー……と、伊織はチャックを引き下ろしていった。

　ジャージが、左右に開いていく。
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　浅い谷間が見え、ブラが見え、まぶしいお腹なかが見えた。

　……よし。問題ないな。

　最後まで引き下ろして、無事に金具が外れたのを確認して、伊織は満足の息をついた。不思議な達成感があった。

　そして──我に返った。

　……お、俺はいったいなにを!?

　目の前には、ジャージの前が完全にはだけたマナ。

　ばっと横の鏡を見る。

　──なんというか、いかがわしい犯罪現場にしか見えなかった。

　そのとき、試着室のカーテンに、そっと隙すき間まが開けられた。

　年ねん輩ぱいの女性の店員さんが顔をのぞかせる。

「……………」

「……………」

「……いやあのその、これは……違ちがうんです」

　伊織のまるで説得力のない弁解に、店員さんはわずかに眉まゆをひそめて、平へい坦たんな声で告げてきた。

「すみませんがお客様。当店はそういう店ではございません」

　……そういう店ってなに!?
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「ふふっ、ふふ……ふふふっ」

　店を出て駅へと向かう道すがら、マナは上じよう機き嫌げんだった。伊織の隣となりを歩きながら、唇くちびるの端はしをニヤッとつり上げて、愉ゆ悦えつの笑えみを見せてくる。

「すごく焦あせってましたねぇ、センパイ。ザマァです。メシウマというやつです」

「おまえなぁ……シャレになんないっての」

　はぁ。

　ため息をついて、伊織は意識を切り替かえる。

　……まあ、いいか。服はちゃんとプレゼントできたしな。

　改めてマナの姿を観察する。

　白を基調とした、上品なミニのワンピースだ。丈たけの短いスカートが涼すずしげに揺ゆれている。

　ジャージの活発な印象とは違い、落ち着いた雰ふん囲い気きはどこかのお嬢じよう様さまを思わせた。灰色の野の良ら猫ねこを洗ってみたら、実は白かった──みたいな変身ぶりである。

　……似合ってる、よな。

　店員さんグッジョブと言いたい。

　思わず見とれていると、んー、とマナは、両りよう腕うでを持ち上げた。伸のびをする。

　日差しを受けて、気持ちよさそうに目を細める。

　……まあ、アクシデントはあったけど、ちゃんとマナの機嫌は良くなってるし、アタックその二も成功かな……

「ふふふ。実はです。ああするとセンパイはおもしろくなるって景ちゃんが教えてくれていたんです。その通りでした」

「……なんだって？」

　何気なく語られた事実に、伊織は一いつ瞬しゆん、固まった。

「またか!?　またあいつの入れ知ぢ恵えか!?」

　ばばっ、と左右へ素す早ばやく首を動かして、伊織はどこかからこちらの様子をのぞいているはずの景たちの姿を捜さがした。けれど見つからない。少なくとも郵便ポストや電柱の陰かげに隠かくれているということはなかった。

「ふふ……ふふっ。クスクス。ぷすぷす」

　マナは試着室での出来事を思い出したのか、また笑っていた。

「まあ景ちゃんが言っていたのはセンパイをあの中に引っ張り込むことまででしたけど。ふふっ、センパイをおもしろくする方法、わたしわかってきた感じです」

　恐おそろしいことをマナは言っていた。わかってきたって……

「いやー、センパイ。それで次はどこ行くですか。どんなシュウタイをさらしてくれるか楽しみです」

「いや醜しゆう態たいはさらさねぇよ!?」

　……た、たぶんだけど。

　というかだ。醜態さらすことが自分のアタックと思ってもらっては困る。ここからが本番。正せい攻こう法ほうである。……覚かく悟ごしろ、マナ！　必ずメロメロにしてやるからな！

　アタックその三だ。

　伊織は無理矢理に自分に気合いを入れてから、マナの質問に答えた。

「前は、楽しむどころじゃなかったしな」

「？」

「おまえ行ったことなかったんだろ？　遊園地」
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　ガタン、ガタン、ガタン……

　振しん動どうとともに、ジェットコースターが坂を登っていく。

　伊織は背中のシートに自分の体重がかかるのを感じていた。

　視界には青い空──それと、これから下へと向かって滑すべり落ちるレールが見えている。

　避さけようのない運命が迫せまっていた。ガタン、ガタン、ガタン……。揺れは不安を煽あおってくる。

　カチカチカチカチ……

　と別の音も聞こえていた。隣のシートでマナが歯を鳴らしている音だ。

　風を受けてツインテールがなびいている。マナは肩かたを覆おおう安全バーを、ぎゅーっと握にぎり締しめていた。小さな手が白くなっている。

「マナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけると、マナはキッと眉をつり上げてにらんできた。

「べ、べ、べ、べつにビ、ビビ、ビビッてなどいませんからね!?　ホントですホント！　ホントですよ!?　ホントですってば！」

　かみかみだった。

「あきらかにビビッてるよな……」

「な、なんでわたしがビビらなければなななな、ならないですか！　こ、こんなのいざとなればわたしの魔ま眼がんで！」

「どうするんだ。効かないだろ」

「くっ、こ、こんなところにいられません！　わたしは部屋に帰ります！」

「……もう手て遅おくれだ」

「え……あ」

　話しているうちにジェットコースターは頂点に達していた。

　──あとは落ちるだけ。

　ぶわりとマナの髪かみが逆立つ。




「う、うにゃあああああぁぁああああああああああああああああああ──！」




　遊園地の青空に、マナの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。
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　二人のデートを追いかけて、ソフィアたち──ソフィア、椎名、景、琴音の四人も遊園地に来ていた。前に来たときと同様、休日の遊園地はそれなりの人で溢あふれていた。




『う、うにゃあああああああああああああああああああああああああああああ──！』




「…………」

　と。

　テーブルの上に置かれた景のスマートフォンから、マナの絶叫が聞こえてくるのを、ソフィアは複雑な心境で聞いた。

　……マナちゃん、楽しそう。

　伊織によるマナへのアタック──デートは、順調のようだ。

　もちろん、それはいいことだ。いいことなのだけれど……いいこと、だよね。

「ふむ。先せん輩ぱいにしては考えましたね。吊つり橋効果作戦というわけですね」

　と、景の声。ソフィアは視線を向けた。

　テーブルの向かいの席にいる景は、双そう眼がん鏡きようでジェットコースターを見上げている。

「恐きよう怖ふによるドキドキを恋こいのドキドキと勘かん違ちがいさせる。まあ恋なんて感情はだいたい勘違いの産物ですしね。この方法ならば、たとえ嫌きらわれていようとも相手をドキドキさせることは可能でしょう」

「いやあの、えと……景さん？」

　景に横から声をかけたのは、伊織の妹──琴音だ。

「あのね、その言い方だとお兄ちゃんがすごい計算高い人みたいですけど、たぶん違いますよ？　『デートの定番といえばやっぱ遊園地だよなっ』、みたいな考えでしかないと思いますよ。だってお兄ちゃんだから」

「…………。たしかにそうですね」

「あと、パソコンの検けん索さく履り歴れきに『はじめて　デート』とか『女の子　喜ぶ』とか残ってたりしてました」

「あの人は中学生ですか……」

「あっ、でもねっ、でもねっ、お兄ちゃんは一生懸けん命めいなんですよっ」

　と──

「ほい」

「ひぁっ」

　二人のやり取りを眺ながめていたソフィアの頬ほおに、いきなり冷たいものが押し当てられた。

「し、椎名さんっ!?」

「ったく、なに辛しん気きくさい顔してんのよ。そんなならついて来なけりゃよかったのに」

　椎名は手にしたペットボトルをソフィアに渡わたしてきた。

「あ……ありがとう。でも、そう言う椎名さんこそ、どうして来たの……？」

「なに？　アタシが来ちゃダメだっての？」

「そ、そんなことないけど」

　ソフィアは慌あわてて首を振ふった。

「でも、その、やっぱり椎名さんも、いおりんを……？」

「は？　違うわよ。アタシは単に家にいたくなかっただけ。言ってみれば暇ひまつぶしよ」

　フン、と鼻を鳴らして、椎名は自分のぶんのペットボトルを開けた。

　くいっとあおると、ドンッ、と勢いよくテーブルに置いた。彼女は景と琴音が会話を続けているのをチラッと見て、またソフィアを見てくる。

「暇つぶしついでに言うけど、アンタけっきょく告白はしないでいいわけ？」

「椎名さん……」

「結果がわかってるのに、しろなんて言う気は、アタシにはないわ。でもアンタ自身は決着をつけたいって思ってたはずよね？　チャンス逃のがしちゃってたけど」

「…………」

「それとも今はこう考えてる？　あのマメガキが、このまま元に戻もどらなければ──」

「椎名さん！」

　大きな声が出た。

　景と琴音が驚おどろいた顔でこちらを見てくる。椎名は平然とまたペットボトルに口を付けて、

「ま、後こう悔かいしないようにね」

「…………」

　ソフィアは唇くちびるを噛かんでうつむいた。
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「ひゅおってなりました……ひゅおって……」

　と、ジェットコースターの出口のゲートを出たところで、マナはお腹なかを押さえた。顔が蒼そう白はくになっている。

「大丈夫か。けっこうスリルあったよな」

　はっとしてマナは顔を上げると強がってみせてきた。

「──だっ、大丈夫です！　ビビッてなどないです！　そんな事実はありません！　センパイこそ！　怖こわくて声も出せてなかったじゃないですか!?　わたしが手を握ってあげなければ泣きべそをかいていたハズです！」

「俺の記き憶おくではおまえのほうから握ってきたような……」

「ふ、ふん。なにを言うですか。違います。『しょうがないから』握ってあげたんですよ。そんなこともわからなかったんですか」

「じゃあまあ、そういうことにしとくけど」

　伊織の返事にマナは、もうっ、と両りよう腕うでを振り下ろす。

「そういうことってなんですか！　まるで事実は違うとでも言いたげですね！」

　頬を膨ふくらませて、マナは真っ赤な顔でムキになって否定してきた。ふしゃーっと威い嚇かくしてくる。

「──くっ」

　伊織は噴ふき出した。

「……く……くくく……」

　口元を押さえるが、肩が震ふるえるのを止められない。

「なっ、ななーっ、なにを笑っているですか！　笑っていいのは笑われる覚かく悟ごのある奴やつだけです！」

「いや、それを言うなら、俺、服屋でおまえにすげー笑われてたんだけど……」

「あーいえばこういう！　センパイなんて嫌いです！　ふんっ」

　髪をひるがえらせてマナは背を向けた。人ひと混ごみの中へ、大おお股またでズンズン進んでいく。

「あっ、おい。先に行くなって。迷子になるぞ」

「迷子になるのはセンパイです。ほら、早くついて来いです。次の乗り物でわたしがぜんぜんビビってなかったって証明してやります！」

　──ようは早く次のアトラクションに行きたいらしい。

「ったく……」

　アタックその三。遊園地でデート。

　……上う手まくいってる、ってことでいいんだよな。

　伊織は苦く笑しようして、白いワンピースの強がりお嬢じよう様さまの背中を追いかけた。




　そんなふうにして、伊織たちは園内のアトラクションを次々と制せい覇はしていった。

　ビビってないことを証明すると息巻きながら、マナはビビりまくりだった。




　フライングパイレーツ──船型の乗り物が前後に大きく揺ゆれるアトラクションでは、

　序じよ盤ばん。（揺れ幅はば三十度）

「ふん。こんなのただのブランコじゃないですか。風が気持ちいいです」

　中盤。（揺れ幅五十度）

「ふ、ふわってなるです……？」

　終盤。（揺れ幅七十五度）

「のおおおお！　のおおおおおお！」




　フリーフォール──地上高く上じよう昇しようしたあと、垂直に急落下するアトラクションでは、

　上昇中。（地上十メートル）

「ふふっ、こんなのぜんぜん余よ裕ゆうです。いい景色じゃないですか」

　上昇中。（地上三十メートル）

「ふ……ふふふ、センパイ、ふふ、怖いんですか？　しょうがないですね」（ぎゅっ、と手を握にぎってきた）

　停止。（地上五十メートル）

「え、ちょ……ここからどうなると言うのですか……？　え？　よ、よく意味が……にゃぎゃああああああぁぁぁああああああぁぁぁぁ──！」




　ジェットコースターその２──最初に乗ったものとは違い、座席に床ゆかがなく足あし下もとが宙ぶらりんになっている。さらにコースがとても長いアトラクションでは、

　出発前。

「ふん。またこれですか。もう飽あきましたよ。わたしに同じ技わざは二度と通じません」

　出発後。

　──きゅ。伊織に気づかれないようにだろう、袖そでを摘つまんできた（気づいたけど）。

　終点付近。

「ごめんなさいわたしが間違ってましたすみませんごめんなさいごめんなさにゃー！」




「いや、さっきのは絶対ビビッてたよな？　謝ってたし」

「…………」

「なぁ──」

「う、うっさいです！　次はアレです！」




　コーヒーカップ──名前の通りの乗り物で、中央の台を回すことによって乗り物自体も回転する。

「さあセンパイ。命令です。どんどん回すです。すべての力が涸かれるまで！」

「いいけど……どうなっても知らないぞ」

「ふふん。わたしに逆らう気ですか？　センパイ」

「わかったよ……」

　──五分後。

「うぷ……」

　マナは酔よった。




　しばらく休むとマナはまた元気を取り戻した。一通りアトラクションをまわった後も「リベンジです」と言って二周目に挑いどんだくらいだ。同じようにビビっていたが。

　そして──夕方になり、伊織はデートの締しめくくりとして、マナを観覧車に誘さそった。

　アタックその四である。
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　観覧車が回る。ゆっくりとゴンドラは地面から離はなれる。

　空はあかね色に染まっていた。遠くには陰いん影えいの濃こくなった街並みが見える。

　一ヶ月前に椎しい名なと乗ったゴンドラに、今度はマナと二人で乗っている。そう思うと伊い織おりは不思議な気分だった。

　アタックその四は……観覧車で、キスをすることだ。




（──やっぱり呪のろいを解くのは王子様のキスかなー、な、なんて……）

（──ぶちゅっと決めちゃってください）




　放課後の話し合いでソフィアと景けいが言っていたことを思い出して、覚悟を決める。

　マナを元に戻すために伊織ができること……

「こんな景色、知りませんでした……きれい」

　と、ゴンドラの窓に張り付いてマナがつぶやいた。こちらに話しているわけではなく、自然と口をついて出た言葉のようだった。

「……わたしが知らないこと、たくさんあったんですねぇ……」

　夕日が優やさしくマナの頬ほおを染めていた。そっと伏ふせられたまつげが、瞳ひとみに細こまやかな陰かげを落としている。

「……そりゃまあ、家に引きこもってちゃ、見れないからな」

　伊織が言うと、マナは首を横に振ふった。

「そうですけど。そうじゃなくて。その……センパイといっしょにいるから──」

　はっとしてマナは眉まゆをひそめた。

　むぅ、と唇を尖とがらせて、にらんでくる。

「か、勘かん違ちがいしないでくださいよっ。わたしはセンパイのこと嫌きらいなんですからね！」

　膝ひざに置いた両腕を突つっ張らせて、ふんっ、と横を向いてしまう。ツインテールが遅おくれて肩かたの上に落ちた。

　……ツンデレ？

　のように見えなくもないマナだった。

　アタックの成果だろうか。だんだんいつものマナに戻もどってきているようだった。魔ま眼がんの効果が揺らいでいるのかもしれない。

「えっとさ……今日、楽しかったか？」

　マナは横目でチラリとこちらを見て、

「…………。はい」

　しぶしぶうなずいてきた。

「変な気分です。センパイは嫌いだけど、デートは楽しかったです。なので、お礼を言ってあげてもいいですよ。特別に。ご褒ほう美びです」

「そっか。ならよかった」

「言っておきますけど、わたし、ぜんぜんビビってなんてなかったんですからね」

「ああ。そうだな」

　伊織は苦笑した。まだ言い張るか。

「む。信じてませんね。これだからセンパイは嫌いです」

　またマナはそっぽを向いて拗すねてしまった。

　ぷくーっと膨ふくれたほっぺたを見ていると、ついつい、つついてみたい衝しよう動どうにかられた。けれど我が慢まんする。

　魔眼で伊織を嫌いになったマナ──通つう称しよう、黒マナ。

　彼女は喩たとえるなら、懐なついていない猫ねこだ。

　触ふれようとすれば引っかかれてしまうだろう。

「…………」

　夕日に染まるマナの横顔を見つめる。

　強ごう情じよう、負けず嫌い、意地っ張り。彼女は自分の弱みを見せたがらない。

　だけど──それは怯おびえの裏返しなのだろう、と伊織は思う。

　本質的にマナは臆おく病びようなのだ。

　魔眼を持っているマナは伊織と会うまで無敵だった。そのため自分の思い通りにならないものに対して、まったくと言っていいほど耐たい性せいがない。

　なんでも思い通りにできたマナは、不安という感情を知らずに生きてきた。

　だからこそ彼女は伊織に『絶対服従』を求めるのだ。

　魔眼を使えば相手は絶対に裏切らない。だけど伊織には魔眼が効かない。なんとしてでも絶対服従させないと──安心できない。マナは不安で不安でどうしようもなかったのだ。

　絶対服従させないと、伊織がどこかに行ってしまうと思い詰つめていた。

　……マナは、俺とずっといっしょにいたいと、思ってくれていた。

　しかし自分に魔眼を使ってしまい、本末転てん倒とうなことになってしまっているのが現状だ。

　そんな状態のマナは幸せそうにはとても見えなくて。

　改めて思う。

　──マナを元に戻したい。

　だから。

「マナ」

「……まったく。今度はなん──」

　面めん倒どうくさそうに顔を向けてきたマナに、

「キスしてくれ」

　と伊織は言った。
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　マナと伊織。二人を乗せたゴンドラはそろそろ頂点にさしかかろうとしていた。

「嫌いやです」

　むすっとして、マナは伊織に半眼を向けてきた。

「なんでわたしがセンパイとキスしないといけないですか」

　マナの反応は予想の範はん囲い内だ。

　だけど伊織も引けない。

「ご褒美だよ」

　と伊織は言った。

「ご褒美……？」

　訝いぶかしそうに聞き返してくるマナに説明する。

「そう。ご褒美だ。おまえは俺を絶対服従させときたいんだろ。そのためにはご褒美をくれないとな。藤ふじ村むらだって言ってただろ」

「だからデートしてあげたじゃないですか」

「足りないんだ」

「はい？」

「デートだけじゃ足りないんだ」

　真しん剣けんに告げた。マナの目をまっすぐ見つめる。

「よ、欲よく張ばりなセンパイです……」

　マナはひるんだようだった。伊織から守るよう、薄うす桃もも色いろの唇くちびるを手で包つつみ隠かくす。

　けれど手て応ごたえはあった。

　伊織とキスするのは嫌だけれど、絶対服従させとくために必要なら仕方がない──マナはおそらくそう考えているはずだ。

　もう一押しだ。

　畳たたみかける。

「おまえとキスしたい。じゃないと満足できないんだ」

　なんというか……ひどいセリフだ。

　卑ひ怯きような条件でキスを強要しようとしている──その自覚はある。けれどたとえ騙だましてでも、キスを成功させなければならない。効果があるかはわからない。それでも魔眼が解ける可能性があるなら試ためさないわけにはいかない。

「うう……」

　マナはうめき声をあげた。伊織からなるべく距きよ離りをとろうと、背もたれに背中をくっつける。

　伊織は身を乗り出した。

　ワンピースの上から、華きや奢しやな肩に手を載のせる。

　ビクッとマナは体を強こわばらせた。

　魔眼が効かない相手と逃にげ場のない状じよう況きようで二人きりという事実を、マナはようやく理解したようだった。下唇を噛かんで、恨うらみがましくにらんでくる。

　目じりにはうっすらと涙なみだがにじんでいた。

　怖こわがらせているな……と思った。怖がらせたいわけじゃないのに……

　だけど自己嫌けん悪おは後回しだ。

「いいよな、マナ。──俺を絶対服従させとくためだ」

「う……あ……うう……？」

　顔を近づけていく。

　こういうのは勢いが大事だ。マナにアタックされ続けて、伊織が学んだ経験則である。

　本当に、少し前までとはまるで正反対の状況だった。始業式でマナのキスから逃げ回っていた自分が、まさかこんなことをするようになるなんて思いもしなかった。

　目を閉じる。




「……ん」




　唇を重ねた。
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　やわらかい感かん触しよくと、熱……

　息をするのも忘れる。このまま時間が止まればいい。

　しかし──

　ぐいっと肩を押された。唇が離はなれる。

　見れば、マナが両りよう腕うでを突っ張ってきていた。彼女は真っ赤な顔で、
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「も、もういいでしょう。いつまでやってるですか。変態ですか気持ち悪い！　ううっ」

　彼女は手の甲こうでぐしぐしと唇をぬぐった。

「ご褒美はお終しまいです！　もう頼たのまれたってあげません！　ちゃんとこれからも絶対服従してもらいますから、覚かく悟ごしてください！　もう……もう、サイアクです……なんでわたしがこんなこと……ぺっぺっ、ほんとになんでもしてもらいますからね！　じゃないと魔眼使っちゃいますからね！」

「…………」

「って、聞いてるですかセンパイ!?」

「あ、ああ……」

　……駄だ目め、か。

　伊織のキスには魔眼の力を打ち消す効果がある──という仮説は、間ま違ちがいだったようだ。キスをした後も、マナは黒マナのままだ。

「まったく、センパイはよくわからない人です……」

　叫さけぶことで怒いかりは治まったらしく、マナはため息をついた。

「どうしてわたしとキスなんてしたかったですか」

「え？　なんでそんなこと訊きくんだ？」

「だってセンパイ。わたしのこと嫌きらいなんじゃないんですか？」

　伊織は耳を疑った。

「は？」

「わたしもセンパイのこと嫌いですから、いいですけど」

「いや待てって！　なに言ってるんだ!?」

　……マナは、俺がマナを嫌いだって思っていた？

　とんでもない誤解だ。

「キスしたかったのは、おまえが……好きだからだ。好きな子のキスだから、ご褒ほう美びになるんじゃないか。デートだってそうだ。誰だれでもいいってわけじゃない」

　ふん、とマナは鼻で笑った。

「嘘うそです。なんですぐわかる嘘つくですか」

「嘘……って」

「だってセンパイ、絶対服従してくれなかったじゃないですか」

「それは……」

　伊織は口ごもった。マナを納なつ得とくさせられるだけの言葉が出てこない。

　好きになったら絶対服従してしまう。

　マナが今こうなっているのも、その思い込みが原因だ。

　絶対服従しないから『好き』は嘘だ、とマナは言う。

　でも、だからって、嫌われてると思ってるなんて……極きよく端たんすぎるだろ。

「絶対服従……今は、してるだろ」

　苦いものを噛みしめて、伊織はなんとかそう返した。

「そうですけど……でもそれはわたしのこと『好き』だからじゃないですよね。だって、センパイが絶対服従してるのはわたしに魔ま眼がんを使ってほしくないからです。つまり、そうやって、絶対服従するって言いながら、わたしを困らせてるんです……嫌いだから」

「マ、マナ……？」

「そうです。そう……そうなんですよ……」

　うつむいてマナはぶつぶつとつぶやく。ひとりで納得しているようだった。

「デート……キス……ああ、そういうことですか」

　瞳ひとみに、暗い炎ほのおを灯ともらせて、マナは顔を持ち上げた。

「やっぱり、センパイはわたしを絶対服従させようとしてるんですね……！」
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「マナ、あのな……」

「黙だまれです」

　マナの口調は冷ややかだった。目つきも冷たい。

「優やさしい声を出したって無む駄だです。絶対服従させようったって、そうはいきませんから」

　ゴンドラはゆっくりと高度を下げていく。

「…………」

　伊織は握にぎった手のひらに爪つめを食い込ませた。

　……なんでこうなるんだ。

　デートは──アタックは失敗だ。

　キスも効果がなく、マナは黒マナのまま。さらに警けい戒かい心まで持たれてしまった。

　無言の時間が過ぎた。

　ゴンドラの終点が見えた頃ころ、マナがつぶやいた。

「まったく……どうしてセンパイみたいな人がいるんですか……」

　膝ひざの上に置いた手の下で、マナはスカートの裾すそをくしゃりと潰つぶす。

「センパイとなんて出会わなければ、わたしは……こんな……こんな……」

　マナが最後まで言う前に、ゴンドラの扉とびらが開いた。

　外に出ると肌はだ寒ざむい風が吹ふいていた。そして。




「もうセンパイといっしょにいたくありません」




　伊織に背中を向けたまま、マナが言うのが聞こえてきた。

「え……」

　急な宣言に、頭の中が一いつ瞬しゆんで真っ白になった。

「聞こえなかったんですか？　もうあなたといるのは嫌いやだって言ったんです。あなたで遊ぶのにも飽あきました。いらないです。ポイですよポイ」

　マナは一度だけ振ふり向くと、吐はき捨てるように言った。

　黒いリボンで結ばれたツインテールをひるがえらせて、黄昏たそがれ色に染まる白い背中が、足早に伊織の前から離れていく。

「お、おい。待てよマナ……待てって！」

　慌あわてて伊織は追いかけた。見失うわけにはいかない。

　今、離れてしまったら、二度と会えない──そんな気がした。

　しかし昼間に比べて客はまばらになっているとはいえ、小さな姿は人々の間にすぐに隠れてしまう。

「……っ」

　奥歯を噛む。走りながらマナの背中に声をかける。

「いっしょにいたくないって、どうするつもりなんだよ！　俺、言っただろ。おまえが俺を嫌いだって関係ないって。どこまでだって追いかけてやるって！」

　まわりの人がぎょっとした目を向けてくる。が、なりふりかまってられない。叫ぶ。

「待ってくれ！　マナ！」

　と、マナはぴたりと立ち止まった。あと少しで追いつく。

　しかし──振り返ったマナは、目元に片手を添そえていた。

「うるさいですよ、嘘つき。わたしを困らせてそんなに楽しいんですか。……あなた一人くらい、どうとでもなりますよ」

　──魔眼。

　マナは魔眼を使うつもりだ。

　理解した瞬間、伊織は立ち止まっていた。

　メリーゴーラウンドの前だった。伊織の叫びで周囲から注目が集まっていた。この場で魔眼を使われれば、たしかに伊織なんて、どうとでもなってしまうだろう。

「……やめろ、マナ」

「だったらそこでじっとしていてください。絶対服従してくれる約束です」

「それは……」

　体から力が抜ぬける。目の前が真っ暗になった。このままではマナが行ってしまう。

　……もう、無理なのか……？

　そもそもマナを縛しばれるものなんて、なにもない。マナが伊織に拘こだわらなくなれば、約束は簡単にほどけてしまう。

「さよならです」

　マナが伊織に背を向けた。そのとき──




「いいんだね、マナちゃん」




　ソフィアの声がした。
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「ソフィ、ア……？」

「シェフ？」

　伊織は呆ぼう然ぜんと、マナはきょとんと、声のしたほうを向く。

　夕焼け空の下でメリーゴーラウンドを背に、銀ぎん髪ぱつの少女がいた。

　片手を胸むな元もとに押し当てて、青い瞳がマナをにらんでいる。

　……え？　にらんで？

　ものすごい違い和わ感があった。怒おこっているソフィアを初めて見た。

　ソフィアは胸元に置いた手をぎゅっと握ると、マナのほうへ歩き出した。伸のばせば手の届く距きよ離りまで近づく。マナのほうはその間、金かな縛しばりにあったみたいに動けなくなっていたようだった。普ふ段だん穏おだやかなソフィアの怒り顔には、有無を言わさぬ迫はく力りよくがあった。

「マナちゃん……雛ひな谷たにくんをいらないって言ったよね？　あれ。ほんと？」

「い、言いましたけど……」

　マナはソフィアと目を合わせられずに、目だけきょろきょろさせた。

「じゃあ、いいんだよね？」

「な、なんの話ですか？　わけがわかりません」

「あたしが雛谷くんをもらっちゃっても、いいんだよね？」

「──え？　シェフ？」

　マナがぽかんとする。伊織も、すぐには言葉の意味を理解できなかった。

　……ソフィア、それって……

　目が合った。ソフィアはふわりと微笑ほほえんだ。そして彼女は大きく息を吸い込むと、




「あたしは、いおりんが好き！」




　──告白。

　ソフィアの頬ほおは一瞬で夕日より赤くなっていた。切なげに目が細められる。

「前にね、いおりん、話があるって言ってたのは、このことなの……」

　伊織は自分が息を止めていたことに気づいた。

「……ち、ちょっと待ってくれ」

　眉み間けんに手をかざす。

　ソフィアが……俺を？

「その……間ま違ちがってたら悪いんだけど、その好きっていうのは、友だちとして……とかじゃないんだよな」

「うん……いおりんのマナちゃんに対する気持ちと同じだよ」

「いつから……？」

「小学校……三年の、夏……あ、日にちで言ったほうがいいのかな？」

「はっきり覚えてるんだな」

「へ、へん……？」

「いやぜんぜんそんなことはないけど……悪い。俺、その頃のこと、ほとんど覚えてなくて……ごめん」

「ううん……やっと言えた」

　えへへ、とソフィアは照れ笑いをした。顔が熱いのか、ぱたぱたと手であおぐ。

　幼なじみが見せた可愛かわいらしい仕草に、ドキリとする。だが、すぐにそんな自分を伊織は戒いましめた。ソフィアの気持ちは素す直なおに嬉うれしい。だけど……

「ソフィア、その、さ……」

「だ、だからね！」

　と。

　ソフィアは声を張ってきた。

「次はあたしとデートして！　いおりんっ」

「ちょ、ソフィア？　デ、デートって」

　普ふ段だんとは違う強ごう引いんさに戸と惑まどう。ソフィアはさらに、伊織の手を両手で握ってきた。細くて長い指が、伊織の手を持ち上げる。

「あたしにもチャンスがほしいから……マナちゃんより、好きになってもらえるようがんばるから──お願い」

「そ、そんなこと言ったってさ……」

　伊織が次の言葉を探していると、ソフィアはマナに顔を向けた。

「マナちゃんも、いいんだよね？　あたしがもらっちゃっても」

「え……っ、あ」

　ぽけっと成り行きを見ていたマナは、ソフィアに話を振られて我に返ったようだった。

「も、もちろんです！　いいに決まってます！　どうぞです！」

「あとでやっぱりほしいって言っても、返さないからね」

「ええいいですよ！　言いません！」

「ほんとかな？」

「ほ、ほんとですよ！　だってもういらないんですから！　むしろシェフが引き取ってくれるなら願ったりです！」

「ふーん……そうなんだ」

「む。信じてませんね！　むしろセンパイがちゃんとシェフのモノになるよう、お手伝いさせていただきますよ！　アフターケアというやつです！　シェフにはいつもお菓か子しをもらってますからね！　お礼です！」

　ソフィアは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「マナちゃん。えっとね、あたし、いおりんとデートしたいなぁ」

「わかりました！　任せてください！」

　マナは自分の胸を叩たたくと、伊織を指さしてきた。

　ビシッ。

「センパイ。シェフとデートしてください！」

「ちょ、マナ!?」

「わかってますよねセンパイ。逆らったら魔ま眼がん使います」

　右手を右目に添えて、マナは脅おどしてきた。




　──そうして翌日の日曜日、伊織はソフィアとデートすることになった。
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　改札を抜けた先にある銅像の下に銀色の髪かみを見つけ、伊い織おりは走った。

　待ち合わせ時間にはまだだいぶあったけれど、急いで改札を抜け、彼女の元に向かう。

　ちなみに今日はスーツではない。

「ご、ごめんソフィア！　待たせたか!?」

　肩かたで息をしながら銀髪の彼女の背中に声をかける。

　が。しかし。

「Who are you?」

　振ふり向いた彼女は、知らない外国の人だった。完全に別人である。

「あ……す、すみません。人違いでした」

　すると、背後からクスクスと笑い声がした。

「おはよう。いおりん」

「え、あ、ソフィア……なのか？」

　思わずそう訊きいてしまった。一いつ瞬しゆん、また人違いをしてしまったのかと焦あせる。

「うん。ふふ。だいじょうぶ。あたしだよ」

　ふわりと微笑んだ銀髪の幼なじみは、いつもと雰ふん囲い気きが異なっていた。

　いつもは頭の後ろで編み込んでいる髪をほどいて、まっすぐに下ろしている。長いストレートヘアは朝日を浴びて、キラキラと光の粒りゆう子しを飛ばしていた。

　服装はいつも通り大人しめだったが、首にはネックレスがかかっている。あの石はガラスではなくて宝石だろうか。

「へ、へんじゃないかな？」

　肩にかかる髪を一ひと房ふさ、指先で摘つまんで訊いてきた。その一房だけは三つ編みになっている。

「いや、へんじゃないよ。すげぇ似合ってる。大人っぽいっつーか」

　思わず見み惚とれてしまった──とは言わなかった。

　そのことに……ソフィアは気づいたかもしれない。けれど彼女は、ただ笑みを濃こくして、弾はずんだ声をあげる。

「ふふっ。今日のあたしは本気モードだよっ」

　おどけた感じに指先で、こちらの胸を、とんっと突つく。

「だから──覚かく悟ごしてね、いおりんっ」
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　──時間は少し前に遡さかのぼる。




　家を出る前──玄げん関かんで靴くつを履はいていたところに、景けいが電話をかけてきた。

『ソフィアさんには感謝しないといけませんね。おかげでマナを引き留めることができました』

　景は言った。

『今のマナはソフィアさんへお礼をするという目的を持っています。貴方あなたとソフィアさんがくっつくのを見届けるまでは、責任を持つつもりのようです。やはり食べ物の力は偉い大だいですね』

「少しだけ猶ゆう予よができた……ってことだよな」

『ええ』

「…………。……なぁ」

『なんです？』

「その、さ……藤ふじ村むらは、知ってたのか？　ソフィアが、その……俺を……って」

『ええ。見てればバレバレでしたから。気づいていなかったのは貴方とマナくらいのものでしょうね』

「そうか……」

『先に言っておきますが、気づかなかったことを負い目に感じる必要はありませんからね。そんなことを気にしていては、ソフィアさんにも失礼です』

「……ああ。わかってる」

『ともあれ先せん輩ぱい。貴方はなにも考えず今日のデートを楽しんでください。その間に──マナのことは私がなんとかしますから』

「って、へ？　あ、おい！　藤村？」

　呼びかけるが聞こえるのはツーツーという音だけだった。あっさり切られてしまった。

　……なんとかって、どうする気なんだ？

　そう思ったとき。

　再び電話が鳴り出した。相手は──

「米こめ？」

『ったく、このアタシがかけてあげてるんだから、ワンコール以内に出なさいよね』

　かけてきたのは椎しい名ないねだった。

　外からかけているのか、彼女の息づかいの奥からはガヤガヤという人の行き交かう音も聞こえた。

「どうしたんだ？」

『んー……そーね。なんて言えばいいかなぁ。えっとさぁ、アンタ景のやつになんか言われた？　今日のデート楽しむようにとかなんとか』

「えっと……なんでわかるんだ？」

『あー、やっぱりね。ったく……それで、理由は訊きいたの？』

「いや、訊こうとしたんだけど、あいつさっさと切っちまってさ」

『そ。んで、どーせアンタのことだから理由はわからないワケね』

　そう言われると悔くやしいが、実際その通りだからなにも言えない。

　電話口の向こうで椎名はため息をついたようだった。

『あのさ。マメと総そう一いち郎ろう様、デートしたことがあるんだって？　アンタがあのマメにデートするように言ったらしいじゃない？』

「え？　あ、ああ……そうだよ。おまえが留学から戻もどってくる前のことだけど。今はバカなことしたなって思ってる……」

　思い出して暗い気分になる。あの頃ころはまだマナへの恋こいを自覚してなかったのだ。アタックを迷めい惑わくがることしかできなくて、マナを総一郎に任せようとしてしまった。

　本当、自分のバカさ加減に呆あきれる。

「でも、それがどうしたんだ？」

『だからそれよそれ。景はマメにそう思わせたいんでしょ。バカなことしたって』

「あ……そういうことか」

　言われて思い至る。たしかにあの出来事は伊織が自分の気持ちに気づくきっかけだった。

「でも、俺の場合はそうだったけど……マナは違ちがうんじゃないか？　『嫌きらい』になってるんだから……」

　電話の向こうで椎名がため息をつくのがわかった。

『呆れた。アンタそんなこともわかってないでアタックしてたの？』

「へ？」

『好きの反対は嫌いじゃない。嫌いだからって、好きじゃないってことにはならないわ』

「嫌いだからって、好きじゃない……わけじゃない？」

『ま。アンタなんかに乙女おとめ心ごころがわかるわけないかもだけど』

　乾かわいてきた唇くちびるを舌で湿しめらせて、伊織は思考を整理した。

「ようするに……俺がソフィアとデートしてれば、マナはモヤモヤするかもしれなくて──そこを狙ねらって景はマナにその気持ちを自覚させようとしている、ってことでいいのか？」

『そういうことね』

「なんで藤村は説明してくれなかったんだ？」

『アタシに訊くな、ってトコだけど……ま、ソフィアをダシにしてるわけだし、言いにくかったんでしょ』

　あの子も不器用よね、と椎名は言った。

「…………」

『で、アタシの話はここからが本題よ』

「本題？」

『ええ。本題。本題で余計なお世話。アンタの中でもう答えが出てるソレ、考え直してみてもいいんじゃないかって──それだけの話よ』

「ソレ？」

『あ、ちょっと待ちなさい？　電波が悪いみたい』

　向こうで移動する気配があった。彼女の背後から聞こえる音が変化する。

　と。

『げ……アイツらこんなとこまで……』

　独り言のようなつぶやきが聞こえてきた。

　チッ、と舌打ちする音。

『伊織。あとでまたかけるわ』

「は？　ちょ──」

　電話は切れた。

　通話の終しゆう了りようした携けい帯たい電話を伊織は見下ろす。

　なんだか向こうは慌あわただしいようだったが……

「……ソレ、ってなんだよ」
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「見て見ていおりんっ。かわいいよっ」

　ぱっと腕うでを上げてソフィアが指さしたのは、柵さくの中をぴょんぴょん跳はねている白いモコモコ──ウサギである。

　ソフィアに連れられてやってきたのは動物園だった。

　緑豊かな園内。昨日に続いて天気は快晴で、ぽかぽかと暖かい日差しが緑の葉を透すかしている。

　そんなのどかな情景に心が休ま──ったりはしなかった。逆である。心はまったく休まらない。

「ソ、ソウダナ。カワイイナ。シロイシナ」

「あははっ、なんで片言なの、いおりん」

　伊織の腕を脇わきに挟はさんだソフィアが、屈くつ託たくのない笑いを浮うかべた。

　額に汗あせがにじむのを感じながら伊織は肺から空気を絞しぼり出す。

「……だよ」

「ん？　なにかな。聞こえなかったよ？」

　言ってソフィアは耳を近づけてきた。伊織の肩かたに頬ほおを押しつけるようにしてくる。銀の髪かみがさらりと彼女の頬を滑すべる。青い瞳ひとみが伊織を映す。

「もっと大きな声で言わないと、聞こえないんだよ？」

　経験者みたいなことをソフィアは言った。なんか口調がいじわるだ。

　ますます伊織は焦あせった。ごきゅり、と喉のどが鳴る。バクバクと心臓が動いている。

　右の二の腕に、やわらかい彼女の膨ふくらみが押し当てられていた。

　ふにょん。ふにゃん。

　と、それは、形を変えてこちらの腕を包んでくる。

　伊織は息を吸い込むと、今度こそはっきりと、

「……っ、あ、当たってんだよ」

「当ててるんだよ？」

　すかさず返事がきた。

「な──」

「あんたの武器はこれだー、って教えてくれた人がいて──当てていくことにしました」
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　えへ、と白い頬をほんのり赤くして、ソフィアははにかんだ。

「いおりんはこういうの、嫌いやかな？」

「い、嫌ってことは……ない、けど……」

　くそ！　誰だれだよその人！　ありがとう！　──って、そうじゃねえええええ！

「ソフォッ、」

　噛かんだ。言い直す。

「ソフィア！」

「ん。なにかな。いおりん」

「そ、そんなことしてるとおまえ、ア、アレだぞ。俺だって男だ！　お、襲おそっちゃっても知らないからな!?」

　なんとかこの状じよう況きようから逃のがれようとしての言葉だったが。

「いいよ」

「な──」

「ほんとだよ？　あたし、いおりんになら……おそ……」

「わー！　わー！　わー！」

　ソフィアの声をかき消そうと伊織は大声をあげた。柵の向こうからウサギたちが、口をもごもごさせながら、何事かという目で見上げてくる。

　ソフィアに目を戻すとニコニコしていた。

「冗じよう談だんだよ。だっていおりんはそんなことしないもんね」

「あ、ああ。そりゃな……」

「ヘタレ紳しん士しだもんね」

「…………おい」

「ふふ、それも冗談。ほんとは……」

　と、ソフィアはまぶたを伏ふせた。口元に自じ嘲ちようするような笑えみが浮かぶ。

「マナちゃんがいるから、だよね」

「ソフィア……」

「……でも、こうやってくっついてたほうがマナちゃんにも効果があると思うし、いいよね？」

「……って、そのこと、わかって……？」

　今朝、椎名から教えてもらった、マナに『気づかせる』という景の算段。

「マナちゃん、ついてきてるんだよね」

「ああ。たぶんな」

　首を巡めぐらせてみる──と、離はなれた茂しげみのひとつが、ガサッと揺ゆれた。葉っぱが散る。

「でもね、いおりん」

　ソフィアの声に顔を戻す。

「それとこれとは別だからね。あたしの気持ちは本当で、本気なんだよ。誰かのために、あたしはこんなことしないよ。マナちゃんには負けたくない」

　真しん剣けんな声と表情に、伊織は言葉を返せなかった。

　と、ソフィアは張りつめていた表情を、ふっと崩くずした。

「あっ、次はあっちに行ってみようよ。おさるさんっ」

　ふにゃん。

「──っ!?」

　強力むな武器ねを押し当てて、ソフィアは腕を引っ張ってきた。
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「はい。あーん、だよ。いおりん」

「え、ええっと……？」

　ソフィアが差し出してくる箸はしを見つめて、伊織は困こん惑わくの声をあげた。

　箸には卵焼きが挟まれている。ソフィアの手作り弁当だ。

　木こ陰かげのベンチに腰こし掛かけて、伊織たちは昼食タイムに入っていた。

「ほら、マナちゃんに見せつけないとだよっ」

　箸を持ち上げたまま、いつまでも口を開けようとしない伊織にじれたのか、語気を強めてソフィアは言ってきた。

「ちょっ、いや！　なんかその理り屈くつずるくないか!?　それとこれとは別なんじゃ……」

「言ったでしょいおりんっ。今日のあたしは本気モードなんだよっ。使えるものはなんでも使っちゃうよーっ」

「お、おお……」

　普ふ段だんは編み込んでいる長い髪を下ろしたソフィアの本気モードであるが、外見は大人っぽくなっている反面、言動が幼くなっているのは気のせいだろうか。

「というわけで、はいっ。あーん」

「……。あ、あーん」

　伊織が咀そ嚼しやくするのを、ソフィアは息を詰つめて見守っていた。

「ど、どうかなっ」

「……ん。さすがソフィアだよな」

「ど、どういうことかな？」

「いや、だから、すげぇうまい」

　ぱあぁ！

　伊織が言うとソフィアの顔が明るくなった。

「じゃ、じゃあっ、こっちのはどうかなっ、あとこれも、こっちも、これとかっ」

　唐から揚あげ。プチトマト。ウィンナー。ソフィアはせっせと伊織の口に詰め込んできた。

「ちょ、ほんないっふぇんにふえねぇって！」（こんないっぺんに食えねぇって！）

「あ……つい。ご、ごめんねっ」

　乗り出していた体を引いて、ソフィアは肩を落とした。

　ごくん、と伊織は口の中のものを呑のみ込んだ。言う。

「まあ、うまいからいくらでも食えるんだけどな」
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　手洗いに行くと言って、伊織はソフィアの元を離れた。

　実際にトイレに来た伊織だったが──しかし、ソフィアのそばに居続けられなかったのは別の理由だった。

　手を洗いながら、鏡の前で深く息を吐はく。

　……このままデートを続けてていいのか？

　ソフィアがチャンスをほしいと言ったから、マナに命令されたから、マナに『気づかせる』ため──理由はあるけれど。

　……ソフィアが、つらくなるだけだろ、こんなの。

　だって伊織の中で答えは決まっている。なのに……

「ん……？」

　少し引っかかった。今朝の電話で、米が似たようなことを言っていた、ような……

（──アンタの中でもう答えが出てるソレ、考え直してみてもいいんじゃないかって話）

　椎名はそう言っていたのだ。

　あとでまた電話すると言っていたが、こちらからかけてみようか。そう思い伊織はポケットから携けい帯たいを取り出した。途と端たんに、着信音が鳴り響ひびく。

「って、なんか妙みようにタイミングいいよな……あいつ」

　感想を口にしながら、ワンコール目が終わらないうちに、伊織は通話ボタンを押した。




『今度はちゃんとワンコールで出たのね。感心感心。誉ほめてあげるわ』

　椎名は言った。

『待たせたわね。アイツらまくのに手間取っちゃって』

「……おまえ、いったいなにやってるんだ？」

　アイツら？

『あー、いいのいいのこっちの話だから。で、アンタは今、デート中？　そこに気合い入れてオシャレしてる銀ぎん髪ぱつちゃんはいるのかしら』

「今はいないけど……」

『ま、それなら好都合』

　言うなり椎名は話を切り出してきた。彼女の言っていた本題。

『話の続きだけど、ソレっていうのはアンタの気持ちのコトよ。アンタが誰を好きなのかってコト』

　……やっぱりそうか。

「俺は……」

『あのマメが好きだってんでしょ？　そうね。間ま違ちがってはいないでしょーよ。アンタはマメが好き、だけど、それはどうして？　そうじゃなきゃいけないって思い込んでるってことはない？』

「よく……意味がわからない。なにが言いたいんだ？」

『ソフィアにするって選せん択たく肢しはないの？』

「…………」

　携帯を握にぎる手に力が入った。

『あの子はずっとアンタを想おもってた。わかるでしょ？』

「いや米。だけど……俺は……」

『ソレよソレ──その感情が、思い込みなんじゃないかって言ってるのよアタシは。義務感なんじゃないかって』

「は？　義務感って、なんだよそれ」

『アンタも薄うす々うすわかってんじゃないの？　アンタは頼たよられたらほっとけないタイプよね。必要とされたら応こたえずにはいられないでしょ？　捨て猫ねこを見たら拾っちゃうんでしょ』

「……それが、なんだって言うんだよ。俺がマナを好きなことと関係あるってのか？」

『アンタはね、自分をより必要とする相手になびくってコト。だって──』

　椎名は言葉を途と切ぎれさせた。一呼吸おいて言ってくる。

『アタシのときもそうだったじゃない』

「それは……」

　伊織は思い出していた。

　あのとき──マナへの当てつけとして迫せまってきた椎名に告白されたとき、好きだと言われて必要とされたとき、たしかに揺れていた自分がいた。

　──自分をより必要とする相手になびく。

『あの子の魔ま眼がんは、伊織──アンタにだけ効かないのよね。だからアンタは、あの子に対して義務を感じてんのよ。俺が面めん倒どうみてやらなきゃ、俺が俺がってね。魔眼の効かない唯ゆい一いつの人間として、必要とされているから。違う？』

　すぐには答えられなかった。

　椎名の指し摘てきはもしかしたら正しいのかもしれない。だけど……

　目を閉じると、まぶたの裏に自然とマナの姿が浮うかんだ。

　始業式、キスをするために飛びかかってきたマナ。積極的だったのが一転、キスしたあとは顔を真っ赤にしていたマナ。それから続くアタックの日々──

　超ちよう人見知りでビビりなのに、いつも昼休みには教室までやってきて、

（──センパイっ！）

　マナはにっこりと笑っていた。

　小さな体をちょこまかさせて、彼女はいつでも一生懸けん命めいで……

　伊織は目を開けた。浅く息を吐いて、答えを口にする。




「……違う。義務感とかじゃない。そんなの関係なく──俺はマナを好きなんだ」




『…………』

　電話の向こうで椎名は黙だまった。

「米？」

『……ったく、やっぱ慣れないことなんてするもんじゃないわね。なんでアタシがアンタの惚のろ気け話を聞かなきゃいけないんだか』

「おまえってさ……いい奴やつだよな」

　きっと椎名はソフィアのために、伊織に揺ゆさぶりをかけてきたのだ。

『フン。べつに？　あの子に味方がいないのは不公平かなって思っただけよ。ていうか米ゆーなっての！』

　その言葉を最後に電話は切れた。
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　……なんですかコレ。

　マナはモヤモヤしていた。自分の中の感情がわからない。

　動物園にある茂しげみの中に、マナは景けいといっしょに身を潜ひそめていた。センパイとシェフがデートする様子をのぞいている。

　ただし今はセンパイの姿はない。彼はトイレに立ったようだった。木の下のベンチにはシェフだけが座っている。背中に銀色の髪かみを垂らす後ろ姿が見える。

　センパイとシェフ。さっきまで二人はお昼を食べていた。『あーん』とかやっていた。そのときのことを思い出すと、マナのモヤモヤはいっそう濃こくなった。

　モヤモヤ。ムカムカ？

　……なんなんですか。

　マナはさらに、自分がどうしてこんなことをしているのか思い出してみた。

　──センパイといっしょにいると苦しい。

　──魔眼を使わないことが絶対服従の条件とか言ってくるしサイアクだ。

　だからもういい、と思ったのだ。もういっしょにいたくない。もういらない、と。

　けれどそうしたら、シェフがセンパイをほしいと言ってきた。

　シェフはいつもおいしいお菓か子しをくれるいい人である。

　マナはお礼をするため、センパイにデートするように命令した。

　でもセンパイは嘘うそつきなので、マナは彼がちゃんとデートしてるかどうか見張っていないといけなかった。

　……そうです。

　ここにいる理由はそれだけで、他ほかに意味はない。

　特別に気になったりとか、そわそわと落ち着かなくなったりとかして、どうにもじっとしていられなかったわけでは、けしてないのだ。ないと言ったらないのである。ゲームをやってもうっかりミスでコンテニューしまくってしまったけれど、それも関係ない。

　もう一個だけ理由があるとすれば、

　……景ちゃんが行こうって言ったからです。

　そんなわけで、マナはこうして二人のデートをのぞいているのである。

　が。

　……なんなんです。なんなんですか。このモヤモヤは。

　ここにいる経けい緯いを思い出してみたが、マナには原因がさっぱりわからなかった。

　景に訊きけばわかるだろうか。

　マナは隣となりにそっと視線を向けた。と、景もこちらを見ていて、ばっちり目が合った。

　景は小首を傾かしげて、

「どうしたの？　マナ」

「っ、い、いえ、なんでもないのです」

　慌あわてて視線を前に戻もどす。なぜだか焦あせった。

　……き、きっとこれもセンパイのせいです！

　そうに違いない。

　彼に関かかわると、いつもマナの心は乱される。だから嫌きらいなのだ。

　と。センパイがトイレから戻ってきた。

　そういえば、戻ってくるまでずいぶん時間がかかっている。

　……ふんです。まったく。きっとお腹なか痛くなったですね。食べ過ぎるからです。

「マナ。頬ほおがふくれてるよ」

　ぷすー。

　景が横から頬を指でつついてきて、マナの口から空気が漏もれた。

「け、景ちゃん。なにするですかっ」

「なんでふくれてたの？」

「し、知りませんよっ」

　ほんとうに知らないし、わからない。

　嫌いな人が誰だれといて、なにをしていようが、マナにはどうでもいい。

　……どうでもいい、はずです。

「マナ。もしもモヤモヤしてるなら、センパイたちをずっと見ていたら答えがわかるかもしれないよ」

「え、ほんとですか──あ、いえべつにモヤモヤしてませんけどっ」

　言ってからマナはセンパイたちのほうへ意識を集中させる。

　戻ってきたセンパイに、シェフがベンチから立ち上がって近づいていった。

　シェフはセンパイの腕うでに抱だきつくと、硬こう直ちよくするセンパイをぐいぐい引っ張っていく。

　む、むむ。むむむ。

　ぷすー。

　また知らないうちに頬が膨ふくらんでいた。
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　動物園を出たセンパイたちが次に訪おとずれたのは、動物園から歩いていける距きよ離りにある水族館だった。

　センパイたちの跡あとを追って館内に入ったマナは、受付の前で、ふぃー、と額に浮いた汗あせをぬぐった。

「ここは涼すずしいですね」

「そんな格好してくるからだよ」

　と、チケットを買って戻ってきた景がツッコミを入れてきた。

　マナが着ているのは、いつものジャージである。

「昨日買ってもらった服を着てくればよかったんだよ。ちゃんと洗せん濯たくしておいたのに」

「……だって、嫌いな人が買ってくれた服なんて着てられませんよ。昨日は特別でご褒ほう美びだっただけです」

　マナが言うと、

「そう。じゃああの服、私がもらってもいい？」

「え……」

「もう着ないなら、いらないでしょ」

「そ、それはそう……ですけど。で、でも景ちゃんは学校のとき以外スカート穿はかないじゃないですか……」

　ところどころ早口に、もごもごとマナは言った。なんか言い訳っぽくなってしまった。

　じー。

　景は見つめてくるだけで、なにも言ってこない。

　……け、景ちゃん。なんであんな服ほしいですか。

　いや、それよりも──問題は自分だった。あげたくないと思っている。

　……もうっ、どうしてですか。

　今日はわからないことばかりだ。

「け、景ちゃんっ。は、早くセンパイたち追わないとっ、見失っちゃいますよっ」

　マナは景の視線から逃にげるようにして、駆かけ足で通路を進んでいった。

　背中から、

「あともう少し……もう一押しのはず……」

　と、景がつぶやくのが聞こえたけれど、意味はわからなかった。
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　中央の巨きよ大だいな水すい槽そうの上から降る光が、館内を青く照らしている。

　センパイたちにはすぐに追いつくことができた。

　マナは巨大水槽の陰かげに身を潜める。遅おくれて景も隣にやってくる。

　しゃがんだ状態から顔を持ち上げて、水槽のガラス越ごしに二人の姿を視界に入れた。

　目の前を、すいーっと魚の群れが横切った。それをつい目で追うと、ぐぅ、とお腹なかが鳴った。そういえば昼ご飯を食べていない。

　でも今は──

　……モヤモヤの正体を突き止めるのが先ですよ。

　わからないのは落ち着かない。

　センパイたちを見ていれば答えがわかるかもしれないのだ。

　と、巨大水槽の前で話していた二人が、別の場所へと移動を始めた。

　その跡を追って、

　しゃたたっ、ばっ。しゅたたっ、ばっ。

　マナは景より先行して、曲がり角や柱の陰へと、その身を飛び込ませていった。

　必ずやモヤモヤの正体を見つけなければ、とマナは張り切り始めた。




　しかし、二人の跡を追えば追うほど、二人が仲良くしている姿を見れば見るほど、マナのモヤモヤは増していくばかりで、答えは見つかる気配がなかった。

　シェフがセンパイの手を取る。モヤモヤ。

　シェフがセンパイに笑いかける。ムカムカ。

　シェフがセンパイに胸を押しつける。イライラ。

　やがて二人は水族館を出て、駅に向かうバスに乗っていった。

「…………」

　……なんっ、なん……ですか……っ。

　それを見送るマナは、もう、すっかり疲つかれ切っていた。なぜだかとても惨みじめな気分だった。気を抜ぬくと涙なみだが出そうだった。

　景がタクシーを止めたので、それに乗る。
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「モヤモヤの正体はわかった？　マナ」

　センパイとシェフの乗ったバスの行き先──駅へと向かうタクシーの後部座席で、景が訊いてきた。

　マナはうなだれたまま、力なく首を横に振ふる。

「わかりませんでした……」

　唇くちびるをぎゅっと引き締しめて、声が震ふるえるのを堪こらえた。

「……だって、こんなの、おかしいですよ。あり得ないことです。わたしはセンパイを嫌いなのに」

　そうだ。

「わたしはセンパイを嫌いなんです。大嫌いです」

　なのに──なんで。

「なんで、あの人が他の人のモノになるかと思うと、こんな気持ちになるんですか」

　モヤモヤして、ムカムカして、イライラして──最後には悲しくなった。

　わけがわからない。

「センパイのせいでわたしはグチャグチャです……振り回されてばかりで……」

「たぶん先せん輩ぱいも同じこと感じてるよ」

　景が言った。

「え……？」

　マナはのろのろと顔を上げる。

「どういうことですか……？」




「マナ、貴方あなたはあの人に恋こいしてるの」




「こ……い……？」

「うん」

　景は静かにうなずいた。

「……い、池のですか？」

「違ちがうよ」

　景は続けて言ってくる。マナの目をまっすぐ見つめて、一言一言を噛かみしめるように。

「マナにとって、あの人は特別な人だってこと」

「それは、まあ、そうですよ……魔ま眼がんが効かないんですから……」

「最初はそうだったかも。でももう、それだけが理由じゃないはずだよ」

「わ、わかりません……」

　ふるふると首を振った。

「恋って、なんですか。こんな……苦しいのが、恋なんですか」

「苦しいのも恋だよ」

「わ、わたしは……センパイが嫌いです」

　景はそこで小さく息を吐はいた。そして。

「──それは貴方が自分に魔眼を使ってるからでしょ。もう、わかってるんだよね」

　強い口調で景は言った。

　まるで責めるみたいに言われたその言葉に、マナはビクリと体を震わせた。

「え……だ、だって……じゃないとわたしセンパイに絶対服従することに……」

「いいじゃない。したら」

「し、したらって……」

　瞬しゆん間かん、カッと頭に血がのぼった。気がつけば景に向かって叫さけんでいた。

「か、簡単に言わないでくださいよ！　そうしたら、センパイは勝手できるじゃないですか！　ずっといっしょにいられなく──」

　言葉が止まる。

「あ」

　自分の喉のどから、間の抜けた声が出た。

　──わたし、センパイとずっといっしょにいたかったんです。

　思い出した。

　でも。

　だけど。

　それでも。

「だ、だって、そのためにはわたしはセンパイを好きになっちゃダメなんです！」

「……。いい加減にして」

「っ」

　冷ややかな景の声が胸に刺ささった。

「今の貴方はバカカワイクない。──ただのバカ」

「け、景ちゃん……？」

　彼女は怖こわい顔をしていた。

「まだわからないの？　自分がどれだけバカなことをしてるのか。ソフィアさんが今、どんな気持ちか。先輩がどれだけ貴方のことを想おもっているか。米こめだって心配してる。どうしてそれがわからないの？」

「な、なんでそんなこと言うですか。なに怒おこってるですか。なににらんでるですか。け、景ちゃんはわたしの友だちじゃないんですか!?」

「友だちだよ。そう思ってたのは、私だけだったみたいだけど……」

「意味がわかりません！　もうっ、もうっ、なんでいじわる言うですか！　景ちゃんうるさい！　ちょっと黙だまっててください！」

　右手を目元に持ってくる。コンタクトを──

「魔眼、使うの？」

　景が言う。なぜか彼女は泣きそうな顔になっていた。眉まゆが下がっている。

　けれどもうなにも聞きたくなかった。だから黙らせる。

　今だけ、ちょっと黙ってもらうだけだ。どうせ絶対服従をしていたことは忘れてしまうのだ。それに口論になってしまった記き憶おくを命令で消してしまえば、また何事もなく元の関係に──

「私に、使うの？」

　続けて景が言ってくる。かまわずマナは、コンタクトに指をかけ──

「いいよ。もう知らない。好きにすればいい」

　魔眼を──

「だけど使えば、マナ、貴方は全部なくすよ」
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　水族館からバスに乗った伊い織おりとソフィアは、駅前の広場にやって来ていた。

　街の玄げん関かん口ぐちとして整備された区画で、煉れん瓦がのタイルが敷しかれ、夜になるとイルミネーションを灯ともす木々や、噴ふん水すいのモニュメントなんかがある。

　時刻は夕暮れ。──デートの時間は終わろうとしていた。

　噴水の前に歩いていったソフィアは、手を後ろで組んで、くるりと伊織のほうへ振り向いた。長い銀ぎん髪ぱつがふわりと舞まって、夕日の光を反射する。

　なんとなく昨日の遊園地──メリーゴーラウンドの前で告白されたときと、似たシチュエーションだった。違うのは、ソフィアが髪かみを下ろした彼女曰いわく本気モードで、この後、彼女がなにを切り出してくるのか、わかっているということだ。

「どう……だったかな」

　と、ソフィアは切り出してきた。

「いおりんに、マナちゃんのこと忘れさせられたかな？」

「ソフィア……俺は……」

「あと、これが今日のあたしの、最後のアタックだよ……」

　言ってソフィアは胸の前で手を組むと、ゆっくりと目とつむった。

「ん……」

　唇をそっと差し出してくる。

　彼女の肩かたは小刻みに震えていた。

　幼なじみの想いの強さを目まの当たりにして、伊織は立ち尽つくした。

　言葉が見つからない。

　今日一日、考え続けていたけれど、けっきょくわからなかった。

　……俺はマナが好きだ。ソフィアの気持ちには応こたえられない。

　だけど……なんて言えばいい……？

　小学三年生のときから──とソフィアは言っていた。七年間も想い続けてくれている相手に、どんな言葉で報むくいれば……

　と。

　ソフィアがゆっくりと目を開けた。

「……いおりん。いい人になろうとしてない？」

「…………」

　だめだよ、とソフィアは言った。

「いおりんが考えてることわかるよ。あたしを傷つけないようにしようとしてくれてるんだよね？　でも、だめだよ。それは無理だもん」

「ソフィア……」

「ごめんね、困らせて」

「いや……なんでソフィアが謝るんだよ」

「そうだね。おかしいね。フラれるのは……あたしなのにね」

　伊織が言葉に詰つまると、ソフィアは弓なりに目を細めた。

「言って、いおりん。鈍どん感かんだけど……自分より他人の気持ちを優先しちゃう、それはいおりんのいいとこだけど。そういうところをあたしも好きだけど……こんなときにまでいい人にならなくていいんだよ」

　伊織はうつむいた。

「……違うんだソフィア。俺はおまえにそんなふうに言ってもらえるような奴やつじゃない。俺は、逃にげてただけなんだ」

　わかっていた。ソフィアを傷つけたくないから──なんて。そうやって相手のことを考えているフリをして、本当は、自分が相手を傷つけるのから逃げてただけだ。卑ひ怯きよう者だ。

「…………」

　顔を上げる。

　夕日の光を浴びながら、噴水が勢いよく噴ふき上がった。細かな水しぶきが、ぱらぱらと降ってくる。その中で、ソフィアは微笑ほほえんでいた。伊織の言葉をただ、待っている。

　伊織は言った。




「ごめん……ソフィア。俺が好きなのは、マナなんだ」




「……うん。知ってる」

　ソフィアの頬ほおを一ひと滴しずく、涙なみだの粒つぶが伝った。
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「あーあ、フラれちゃったっ」

　ソフィアはにこっと笑うと明るい声を出した。けれど目にはまだ涙が浮うかんでいる。

　伊織は口を開きかけて、やめた。

　慰なぐさめの言葉なんて言ったところで、そんなのは伊織の自己満足だ。それを言って楽になるのは伊織だけでしかない。

　……俺は、ソフィアをフったんだ。

　と、ポケットで携けい帯たいが鳴った。

「藤ふじ村むらさんかな。出たほうがいいよ」

「あ、ああ」

　促うながされて電話に出る。ソフィアの言った通り、それは景からの着信で──

『すみませんすみません先せん輩ぱいっ……私っ』

　電話に出るなり景は謝ってきた。ひどく取り乱している。

「藤村？　とにかく落ち着けって」

　景にそう言いながら、伊織もつられたように焦あせる。景の様子は普ふ通つうではない。

　なにがあったんだ？　マナといっしょじゃないのか？

　頭の中に次々と疑問が湧わいてくる。

『わ、私、そんなつもりじゃなかったのに、マナを責めてしまって……マナがわからないのは仕方がないのに……あんな言い方するつもりじゃ……私……』

「落ち着けって」

　繰くり返し伊織は言うと、電話の向こうで深呼吸する気配があった。

『は、はい……あ、ありがとうございます。先輩』

　そして景は言ってきた。

『……マナが逃げました』
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「──いいよ。もう知らない。好きにすればいい」

　魔ま眼がんを使おうとするマナに、泣き笑いの表情で、景けいが言った。

「だけど使えば、マナ、貴方あなたは全部なくすよ」

　マナには景がなにを言っているのかわからなかった。

　わけのわからないことを言って、なぜだか知らないけどこちらを責め立てている──そうとしか思えなかった。

　だから。

　コンタクトをマナは外した。

　右目の魔眼を剥むき出しにする。

　景が息を呑のんだ。目を見開いてこちらを見る。

「マナ……」

「景ちゃん」

　マナは口を開いた。

　──少し黙だまってください。そしてさっきのことは忘れてまたわたしと友だちになって。

　そう言おうとした。

　……これで景ちゃんはわたしの言いなりです。

　……わたしが困ることなんて言わないし、言ったとしてもまたやり直せばいいんです。

　魔眼を使えるとはそういうことだ。嫌きらいな人との約束なんてもう知らない。

　誰だれもマナには逆らえない。

　都合の悪いものはなくしてしまえばいいのである。

　そうすれば、マナはまた元の生活に戻もどれるのだ。

　なににも煩わずらわされることのない──退たい屈くつな──退屈な──




　退屈……な……？




　そう考えたところで、目の前の景が、ぽろぽろと涙をこぼしているのに気づいた。頬を涙の粒が伝っている。

　マナは思わず開いた口を閉じる。

　……なんで景ちゃん、泣いてるですか？

　友だちが泣いているのは嫌いやだな、とマナは思った。

　……泣かないでください。悲しいんですか？　景ちゃんも苦しいんですか？　でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしが命令してあげれば、そんな気持ちなんてすぐになくなって……

　……なく、なって……？

「あ……」

　──ようやく、マナは思い至った。




（──使えば、マナ、貴方は全部なくすよ）




　景の言葉の意味。

　友だちが……いなくなる。

「あ、あ、あ……」

　体が震ふるえ出した。ガチガチと歯が鳴った。

　マナは、自分が魔眼を使った後の景を想像する。

　景はマナの命令通りに振ふる舞まうだろう。だけど、そこに景の意志はない。ゲームのＮＰＣと変わらない──人形だ。

　これまでマナが魔眼を禁止してきた間に積み重ねた関係性もなにもかも、すべて──なかったことになる。

　視界がにじんだ。景の姿がぼやけて見えなくなる。

　──マナはようやく、自分が友だちになにをしようとしていたのかを思い知る。
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「──それで、マナは逃げたんだな」

『はい……暴れて、無理矢理タクシーを止めて……飛び出していきました。私……止められなくて……』

　日の暮れかけた街を、耳に携帯電話を当てながら伊い織おりは走っていた。

　駅を離はなれて、大通りを進んでいる。視線を左右に振って、ジャージ姿のマナを見つけようとしていた。薄うす闇やみの中、目を凝こらす。

　ソフィアとは別行動をとることにした。彼女は駅のほうを捜さがしてくれている。

『すみません先輩』

「藤ふじ村むらが謝ることじゃないだろ。だって、おまえは最善を尽つくしてくれたじゃないか」

『でも私があんなふうに責めなければ……』

「おかげでマナは気づけたんだろ。魔眼を使うことがどういうことかって」

『……先輩』

「あいつは誰かが叱しかってやらなきゃいけなかったんだ。きちんとわかるまで、何度でも。本当なら、それは俺がしなくちゃいけないことだった。謝るのは俺のほうだ。全部おまえに押しつけちまった」

『…………』

「とにかく今は早くあいつを見つけてやらないとな。おまえにひどいことしようとしたって気づいて、すげぇ落ち込んでるはずだ。そうだろ？」

『……そうですね。ファンクラブにも召しよう集しゆうをかけてみます』

　なにかあればすぐに連れん絡らくを──そう言って電話は切れた。

「…………」

　完全に通話が終しゆう了りようしたことを確かく認にんして──

　伊織は足を止めた。背中を反らし、大きく息を吸い、

　──ごん！

　携帯を握にぎっていないほうの手で、自分の額を思い切り殴なぐりつけた。

　……なにが謝るのは俺のほうだ、だ！　全部押しつけてから謝ったって遅おそいんだっつんだ馬ば鹿か野や郎ろう──！

　奥歯を噛かみしめ、荒あらい息を吐はき出す。

　そのせいで景がまた傷つくことになった。マナに魔眼を向けられて、彼女はどんな思いだったか……

　……マナだって、俺がもっとちゃんとしてれば、違ちがう方法で魔眼を使うことの意味を理解することができたかもしれない。

　こんなことを思うのはやっぱり傲ごう慢まんなんだろうか。

　あのとき、ああしていれば、こうしていれば──思うのは簡単だ。

「マナを……捜さないと……」

　顔を上げる。後こう悔かいは後回しだ。

　伊織は再び走り出す。
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「ごめんなさいです……ごめんなさいです……ごめんなさいです……景ちゃん。センパイ」

　景の前から逃にげ出したマナは、路地裏の隅すみにうずくまっていた。ビルとビルの隙すき間ま、薄うす汚よごれた壁かべに背中をつけて、泣きはらしたまぶたを膝ひざに埋うずめている。

　日はもうすっかり落ちて、通りの街灯の光だけがわずかに差さし込んできている。

　パニック状態だったので、どこをどう走ったのかわからない。

　気づけばここにいた。

「ごめんなさいです……ごめんなさいです……ごめんなさいです……」

　口から出るのは、虚むなしい謝罪の言葉だった。

　だって、今さらだった。

　謝ったって許されるはずがない。許してほしいなんて言えるはずがない。

　自分は友だちに最低のことをしようとした。

　……怒おこられて当然だったんです。泣かれて当然だったんです。

　それに──それだけではない。

　今までマナはずっと、魔眼を使って生きてきた。

　絶対服従の魔眼……誰もマナには逆らえない。逆らえないように、させてきたのだ。その人の意志なんて関係なく、言いなりにさせてきた。

　……ひどいことを、してきました……

　誰も教えてはくれなかったけれど、やってはいけないことだったのだ。

　……いえ、違います……

　教えてくれた人ならいた。

　……センパイ。

　彼がいたから……彼が魔眼を使うなと言ってくれたから、友だちができた。

　彼と出会ってマナの世界は変わった。

　彼に、変えられた。

　今ならわかる。

「センパイ……」

　思えば彼に出会ってから初めてのことばかりだった。

　初めて、本気で驚おどろいた。人に興味を持った。会うのが楽しみだった。キスをした。

　学校に通い、友だちができて……とにかく初めてばかりだったのだ。

　楽しかった。嬉うれしかった。

　……そうです。だから……

　だから──ずっといっしょにいたいと願った。

　彼が自分にそう思わせてくれた。

　なのに……わたし、嫌いだからって、センパイにひどいことをいっぱいしました。

　絶対服従させて、センパイが嫌がっているのをわかってて、命令を聞かせた。

　……嫌われて当然です。

　こんな自分が好きになってもらえるわけ──絶対服従させられるわけ、なかったのだ。

　……バカです。わたし。バカです……

　もうセンパイのそばにも、景のそばにもいられない。

　きっと二人とも迷めい惑わくだ。

　にゃーお。

　と。鳴き声がして、マナは膝から少し顔を持ち上げた。その際、手で右目を覆おおう。コンタクトを落としてきてしまったので、そうしておかないと魔ま眼がんを使ってしまうかもしれないのだ。

　見れば路地裏に一いつ匹ぴき、猫ねこが入ってきていた。野の良ら猫のようだ。くねくねとしっぽを揺ゆらしながら、マナのほうへ近づいてくる。

　にゃーお。

「来られても……なにも持ってませんよ」

　手に入ったかもしれないものは、なくしてしまった。

　にゃー？

「あなたに言っても、わかりませんよね」

　にゃん。

「……あなたも、おひとりなんですか？」

　にゃー。

「…………」

　じっと見上げてくるその猫に、マナはそぉっと手を伸のばしてみた。

　──しかし。

　にゃっ。

　その猫は耳をピーンと立てると、ぴゃーっと一目散に路地の奥の暗がりへと駆かけ出していってしまった。

　……そうですよね。

「わたしといっしょなんて、嫌ですよね……」

　肩かたを落としてマナはひとりごちた。

　そのときだった。

　ザッザッ、と路地裏に乱暴な足音が響ひびいてきた。足音は二人分。

「兄貴ィ、ほんとにこのへんにいるんですかねェ、そのべっぴんのお嬢じようさん」

「文句言ってる暇ひまがあったらキビキビ捜しやがれ。それが俺ら下したっ端ぱの役目ってもんだ」

「っても兄貴ィ、手がかりがこの写真一枚しかねェんじゃ……って、んん？　おおっ？」

　路地裏に現れたのは派手なガラのシャツを着き崩くずした、男の二人組だった。片方は夜だというのにサングラスをかけている。

　サングラスじゃないほうが、マナを見つけて声をあげた。

「兄貴ィ、ひょっとしてあの子じゃねェですか？」
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　……くそっ、どこいるんだよ、マナ！

　夜の街を、伊織はマナを捜して走り回っていた。

　……なにか事件に巻き込まれてなけりゃいいんだが……！

　魔眼を使うことの意味を理解したマナは、もう魔眼を使おうとは思わないだろう。思い詰つめると、いい意味でも悪い意味でも一直線なマナのことだ。自分がピンチになっても、使わない可能性は十分にある。命の危機でも約束を守ろうとするような奴やつなのだ。

　携けい帯たいが鳴った。

　景からだ。

「見つかったか!?」

　景は堅かたい口調で手短に答えてきた。

『マナが誘ゆう拐かいされました……！　場所は──』

　どうしてそうなったのかさっぱりだが、事態は想像の斜ななめ上を行く最悪さだった。
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　景の話はこうだ。

　ファンクラブの会員の一人が、男二人に無理矢理引っ張られていくマナを見つけた。

　男二人は見るからにチンピラで、とてもその会員は声をかけることができなかった。

　だが会員は跡あとをつけて、マナが『ある場所』の中に入っていくのを見届けた。

　その『ある場所』というのが──

「──ここっ、かっ」

　走ってその場所までやって来た伊織は、わき腹を押さえて息を整えながら、その立派な門にかかった看板を見上げた。

　木目の板に墨すみの文字で厳いかつい文字が並んでいる。

　……これ、完かん璧ぺきにヤクザの屋や敷しき、ってやつだよな……

　ごくりと息を呑のむ。

　だが──

　……ここに、マナがいるなら……

「あ、ひ、雛ひな谷たにサン……！」

　後ろから声をかけられた。

　振ふり向くと見覚えのない年下らしき少年がいた。ええと……

「ああ……マナを見つけてくれた会員って君か。ありがとな」

「ど、どど、どうするんですか……？」

　彼は完全にビビっていた。

　当たり前の反応に、伊織は自分がやっぱりおかしくなってることを自覚した。

　だけど自覚したところで、やることは変わらない。

　どうしてマナがここに連れてこられたのかわからないが、ほうっておくわけにはいかない。

　……早くマナのところに行ってやらないと！

　伊織は門のほうへと一歩を踏ふみ出した。

　──と。

　電話が鳴った。

　無視しようとも思ったが、タイミングの良さが気になって出る。

『景から話は聞いたわ。アンタ今どこいんの？』

　やはり椎しい名なだった。

「どこって……」

　看板を見上げる。

「ヤクザっぽい家の前だけど……藤村から聞いたんだろ。マナがさらわれたんだ」

『ええ聞いたわ！　あーもう！　ワケわかんない！　なんでそんなことになってんのよ！』

「俺だってわかんねぇよ。だからそれを今から確かめに──」

『行くなっつーのバカ！　いい!?　アタシが行くまで待ってなさい！』

「おまえが来るまでって……」

　椎名が来たからといって、どうなるのだろう。心配してくれてるのはわかるけれど……

　そのとき、中から騒さわぎ声が聞こえてきた。

　マナ!?

「悪い、米こめ。忠告は聞けない」

『は!?　ちょ、待ちなさ──』

　電話を切る。伊織は駆け出した。
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「ダ、ダメって言ってるじゃないですかぁ！」

　わけがわからないまま連れてこられた座ざ敷しきで、マナは声をあげていた。腕うでを掴つかんでくる下っ端風の男の手を振り払はらう。

「ちょっとでいいからよォ。なっ。見せてくれよォ」

「ちょっとでもダメです！」

　男が掴んでくるのは、マナが必死に右目を隠かくしている腕だった。

「でもなァ、そうされたまんまじゃ、顔がちゃんとわかんねェだろォ？」

「だ、だから何度も言ってるじゃないですか！　この手はどけるわけにはいかないんですよ！　うぅ……」

　強がって声を張ってみても、マナは泣きそうだった。

　怖こわい。だけど魔眼を使うわけにはいかない。

　座敷には数人の男たちがたむろしていた。みんながみんな似たような雰ふん囲い気きを放っていて、マナには誰だれが誰だか判別できない。彼らは口々に言った。

「やーっぱ違ちがうんじゃないッス？　つーか明らかにサイズが違わないッスか？」

「ていうかですよ。どうして本人に直じかに会ったことのある人がいないんです？」

「あそこは一人ひとり娘むすめを溺でき愛あいしてっからよ。ガードが固いんだ。おまけに最近まで海外にいたっていうし、この写真だって手に入れるの苦労したんだぜ？」

「メンドくせぇな。さっさと叔お父じ貴きのとこに連れて行けばわかる話だろ？」

　彼らはなにかを話し合っていた。ときどきこちらをチラチラと見てくる。

　……もう……なんなんですか……？

　と──表のほうが騒がしくなった。

「カチコミじゃあああ！」

　聞こえてきた声に、座敷にいた男たちに緊きん張ちようが走るのがわかった。さっきまであったどこか和気藹あい々あいとした空気が消えて、全員の目つきが鋭するどくなる。

　……カチコミ？

「マナ！　そこにいるのか！」

　聞き慣れた声がした。

「セン、パイ……？」

　マナが呆ぼう然ぜんとつぶやくと、

「──マナ！　そこか!?」

　バシッ！

　勢いよく障子が開いて──

　そこに、センパイが立っていた。

　全速力で走ってきたみたいで、大きく肩を上下させている。

「……っ」

　汗あせだくのその姿に、ドクンッと一ひと際きわ大きく、心臓が跳はねた。

　……来てくれた。

　嬉うれしくて泣きそうになる。

　だけど、はっと気づく。自分はもう彼といっしょにはいられない。

　だって自分は嫌きらわれている。友だちにもひどいことをしてしまった。

　なのに、どうして……

「な、なんでセンパイ……来てくれるんですか？」
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「──マナ！　そこか!?」

　言って、彼女の声がした部屋の障子を、伊織は勢いよく開け放った。

　……見つけた！

　畳たたみの敷しかれた部屋の中で、マナが複数の男たちに囲まれていた。彼女は右目を隠していて、残った左目を大きく見開いている。

「マナ！　よかった。無事か？」

　ほっとして、全身から力が抜ぬける。よかった……本当によかった。

　見たところケガもしていない。右目を押さえているのは、コンタクトをなくしてしまったせいだろう。魔ま眼がんを使わないようにしているのだ。

　……今、行くからな。

　庭を全力疾しつ走そうしたせいで、息が上がっていた。伊織は肩かたを上下させながら、部屋に足を踏み入れる。怯おびえているマナを早く安心させてやりたい。

「な、なんでセンパイ……来てくれるんですか？」

　マナの漏もらしたつぶやきに、伊織は思わず呆あきれた。まったく、何度言ったらわかるのか。

　──だったら、何度でも言うまでだ。

「そんなの決まってるだろ、マナ。おまえを──好きだからだ」

「あ……」

　マナの瞳ひとみが潤うるんだ。

　と、そのとき。

「おいおい兄ちゃん。いい度胸だな。俺たちを無視して話を進めやがって」

　ぬ、と伊織の前に、サングラスをかけた男が立ちふさがった。

　息を呑んだ。足が止まる。

　マナを見つけて気を抜いている場合ではない。伊織は自分のいる場所を改めて認にん識しきした。

　ヤクザの屋敷である。

　座敷には、目の前のサングラスの男以外にも、マナのまわりには十人近い男たちがいた。侵しん入にゆう者である伊織へ、さっきの告白のせいなのか、ニヤつきながら興味深そうな視線を向けている。

　伊織は自分の正気を疑った。こんなところに一人で乗り込むなんて、やっぱり自分はどうかしてる。

　……だけど、そこにマナがいるんだ。

「こんな場所に乗り込んできて、タダで済むたァ思ってねェよな？」

　男が、ボキボキと指を鳴らした。ゴキッと首をひねってみせる。

「……あんたたちこそ、なんの目的があってマナをさらったんだ」

　震ふるえそうになる声を抑おさえつけ、伊織は男を見返した。

「あン？」

「俺は、そいつを返してもらいに来ただけです。だから……どいてもらえませんか」

「ほぅ……？　まあさっきの告白はなかなかだったぜ。よくも恥はずかしげもなく言えたモンだ。たいしたもんだと誉ほめてやってもいいぜ？」

　と、男はサングラスの下でニィと口の端はしをつり上げた。

「だが、それとこれとはべつだ──な！」

　次の瞬しゆん間かん。気づけば男の拳こぶしが目の前にあった。

　……え？

　声を出す暇ひまもなく、伊織は拳をくらって吹ふき飛ばされた。

　畳の上に倒たおれると男の声が降ってくる。

「俺たちも嬢じようちゃんを連れて帰られちゃ困んだよ。だからよ。彼女を助けたかったら、俺を倒してもらおうか。兄ちゃん」
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　バキッ！　ドコッ！　ゴスッ！

　男がセンパイの体を殴なぐる度たびに、鈍にぶい音がした。

　その光景にマナは体を硬こう直ちよくさせていた。

「──や、やめてください！　やめて！」

　マナは必死に叫さけんだ。

　だが男は止やめない。

　センパイも立ち上がっては、マナの前に立ちふさがっている男へと向かっていく。そしてその度に、男からの暴力に吹き飛ばされる。

「セ、センパイ！　なにやってるですか！　かないっこないです！　やめてください！　わたしはいいですから！」

「今、助けるからな……マナ」

「口だけならなんとでも言えるな！」

　バキッ！

　立ち上がったセンパイを再び男の拳が打ちのめした。

「…………っ」

　……このままじゃ！　このままじゃセンパイが死んじゃう……！

　迷ったのは一瞬だった。

　右目を押さえていた手をどける。

「センパイ！　今、助けます！」
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「センパイ！　今、助けます！」

　朦もう朧ろうとした意識の中、伊織はマナの声を聞いた。

　かすむ視界を上げると、マナが右目を隠していた手をどけていて──

「使うな！　マナ！」

　ビクッとしてマナが動きを止める。

「で、でも！　だってセンパイが！」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだから。使っちゃだめだ」

　安心させるように笑ってみせて、サングラスの男に視線を戻もどした。

　マナに魔眼を使わせるわけにはいかない。使ってほしくない。

　……だったらどうする。

　決まっていた。

　……俺がしっかりしないとだめだろ。

　マナが魔眼を使わずにいられるよう、フォローするのだ。

　だいたいこんなところで助けにきたはずのマナに逆に助けられてるようじゃ、ぜんぜん格好がつかない。

　……って……なんだよ。

　殴られすぎておかしくなったのかもしれない。自分の思考に対して、失しつ笑しようが漏れた。

　……俺って奴やつは、好きな子の前でいいとこ見せたいだけなんじゃねぇか。

　マナのことを言えやしない。

　……バカだな……俺。

　男を見み据すえて、告げる。

「……本当に、アンタを倒せば……マナを返してくれるんだな……？」

「もちろんだぜ。ただし、やれるもんならな」

　伊織は初めて、殴るために拳を握にぎった。

　さっきまでの突とつ進しんは、マナのところへ向かうためだった。しかし、がむしゃらに向かっていったところで、どうやっても男に阻はばまれてしまう。男が約束を守るかはわからない──だけど、倒さなければマナは連れ戻せない。

　大丈夫だ、と自分に言い聞かせる。マナを助けるため観覧車から飛び降りた、あのときのほうがよっぽど怖こわかった。だから落ち着け。頭を冷やせ──考えろ。

　息を吸って吐はく。一呼吸の間に、思考をまとめる。

　男は油断している。当たり前だ。相手はケンカのプロで、こっちはまったくの素人しろうとだ。けれど勝機があるとすれば、そこだろう。

　不意をつけるとしたら、おそらく一回。二度目はない。

　ゲーマーの姉と対戦した格かく闘とうゲームを思い出す。もちろん現実はゲームとは違ちがう。

　だけど基本は同じだ。一瞬先の相手の動きを予測し、行動する。

　今までのパターンから男がこちらの顔面を狙ねらってくるのは予想できる。

　これは賭かけだ。

　それに上う手まくいったとしても、相手を余計に怒おこらせるだけかもしれない。

　だが、それでも。

　……マナを助ける！

　余計な考えを頭から追い出した。

　タイミングをじっと待つ。
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　……センパイ！

　マナは駆かけ出そうとした。魔眼は使うなと言われたけれど、じっとなんかしていられない。噛かみつくでも引っかくでもしてセンパイを助け──

　ぐいっと腕うでが引っ張られる。

　近くにいた下したっ端ぱ風の男がマナの腕を掴つかまえていた。

「は、放はなしてください！」

「そういうわけにはいかねぇよォ。うちの兄貴、こういうシチュエーションが大好きだしさァ。今近づくと危ねぇしよォ」

「そんなの知らないです！」

　手を振ふりほどこうとする。けれどしっかりと捕まれていて、びくともしない。

「ううっ、もうっ、放さないと噛みつくですよっ」

　そのときだ。

「来ねぇのか？　ふっ、ならこっちからいってやるよ！」

　センパイとにらみ合っていた男が動いた。腕が持ち上がり、男の拳がセンパイに迫せまる。

　──危ない！

　悲鳴が喉のどまで出かかった。が──
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　──ここだ！

　男の拳に合わせ、伊織も腕を突つき出していた。

　放った拳が男の下した顎あごに吸い込まれる。

　手て応ごたえのあと、小気味のいい音が鳴った。

　一いつ拍ぱくおいて、ぐらり、と男の体が傾かたむく。そのまま男は畳たたみの上に倒れ込んだ。
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　誰だれも言葉を発さなかった。しんっ、となる。

　自分のやったことが信じられないようで、センパイは倒れた男をしばらくぼうっと見下ろしていた。

　それから、はっとして顔を上げて、こちらを見た。

　すっと手を伸のばしてくる。
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「帰ろう、マナ」

　彼は言った。

「セン、パイ……っ」

　マナは駆け出した。掴まれていた腕は放されている。

　思い切りジャンプして彼の胸に飛び込んだ。目をつむり、両手でぎゅっと抱だきつく。

「センパイっ、センパイっ、センパイ……！」

「マ、マナっ。お、おい」

　ぐりんぐりん顔を擦こすり付けると、センパイは困こん惑わくの声をあげた。だけど止められない。

　……もっと、もっとくっつきたい！

　と。

「アンタら……なにしてんのよ」

　米の声がした。
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「──ていうか、もう終わっちゃってんの？　もしかして、アタシ来た意味ない？」

　マナに抱きつかれて伊織が困惑していると、背中から声がした。

　首だけで振り向くと、椎名がジトっと呆あきれた目をこちらに向けて立っていた。

　さらに──

「どうやら我々の出番はなかったようだね」

「ヤクザの屋や敷しきに単身乗り込むとか。しかも一人をノックアウトとか。私も心からこう言わねばならないようです。雛谷サンマジパネェ」

「藤村……それに、時雨しぐれさん？」

　椎名の後ろから、二人も座敷に入ってきた。ため息をつく景の横で、完璧超人ミスターパーフエクトは軽く挨あい拶さつするように手を上げてくる。

「やあ伊織くん。私もマナくんのピンチに即そく参上──と行きたかったのだがね。やはり伊織くんにはかなわないようだ」

「えっ、あ、景ちゃん……ですか？」

　と、マナは伊織から体を離した。右目を隠かくして景のほうへおそるおそる顔を向ける。

「あの……わたし……ごめんなさい」

　景は軽く首を左右に振った。表情を和やわらげる。

「気にしてないよ。マナ」

「伊織。ったく、ヒドい顔ね。だからアタシが行くまで待ってなさいって言ったのよ」

　椎名はドスドスと近寄ってきた。止める間もなく伊織の腫はれた頬ほおに手を伸ばす。

　ぎゅー。

　つねってきた。

「い、痛っ。おま、なにす──」

「フン。アタシの言葉を聞かなかった罰ばつよ」

　それから彼女は残っているヤクザの男たちのほうへ顔を向けた。腰こしに手を当てて、眉まゆをつり上げる。

「つかアンタらねぇ！　アリエないんだけど!?　なんでこのアタシとそこのマメガキを間違えるワケ!?」

　……へ？

　伊織はぽかんとした。間違え？
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「あああああっ！」

　椎名を指さして声をあげたのは、ヤクザの男たちのうちの一人だった。彼はもう片方の手に、小さな紙片を持っていた。写真のようだ。

「この子ですよォ！　俺たちが捜さがしてたの！」

「ちょっと見せなさい！」

　椎名は声をあげた男にツカツカと近づくと、その手からピッと写真を奪うばい取った。

　そして写真を見て──ビシッと頬をひきつらせて固まった。

　ひらりと椎名の手から落ちて、写真は伊織の足あし下もとに畳の上を滑すべってきた。拾い上げてのぞき込むと、そこに写っているのは、ジャージにリボン──マナと同じ格好をした椎名の姿で……

「って、これ……時雨さんの別べつ荘そうに行ったときの……？」

　完璧超人へのアタックとして、マナの格好を真ま似ねることを伊織が提案したときのだ。

　つまり、この写真のせいでマナはさらわれたのか？　間違えられて？

「でも、なんでこんな写真が……」

「さ、さあ。な、何な故ぜでしょうね。私にはわかりません」

　動どう揺ようしている奴やつがいた。

「……おまえか、藤村」

「いえその、たしかにマナの真似をしたことへの戒いましめとしてですね、米へ送り付けはしましたが……」

　と、表のほうから複数の足音が聞こえてきた。

「お嬢じよう！」

　そう言って黒いスーツを来た男が飛び込んできた。髪かみをオールバックにした若い男だ。その後ろ、庭に数人、同じ格好をした連中がいるのが見えた。

「捜しましたよお嬢！　けどココに来てるってことは、あの話、受ける気になったんですね！」

　椎名が硬こう直ちよくから復活してきた。彼女は伊織から写真を取り戻もどすと、

「黒くろ井い！　これ！　アンタの仕し業わざね！」

「へ？　なんです？　ああその写真です？　とっても素す敵てきなお嬢の写真ですよね！　すでにデジタルデータに変へん換かんして部下たち全員、携けい帯たいの待ち受けにさせてます！」

「お・ま・えー！」

「ぐはっ。ご褒ほう美びですお嬢！」

　事態についていけない伊織の前で、椎名のハイキックが黒服の横腹に炸さく裂れつした。

「センパイ……あの、わたし米と間違われてたですか？」

「らしい……で、ええと、どういうことだ？」

　訊きくと椎名はため息をついて振り向いた。頬をかきつつ、言いにくそうに言ってくる。

「あー、その、ね。アタシ今、政略結けつ婚こんさせられそうになってるのよね」

「政略結婚!?」

　そ、と椎名は素っ気なくうなずいた。

「ココのボスの仲ちゆう介かいでね。まあそんなの嫌いやだから逃にげ回ってたんだけど」

「お嬢。ですから断るにしても一度こちらさんに顔を出さないとと申し上げたでしょう。どうしてお逃げになるんですか」

　蹴けりを受けて床ゆかでのたうっていた黒服が身を起こした。椎名は彼に目を向ける。

「……考える時間がほしかったのよ。だってウチの経営、けっこうヤバイんでしょ？」

「お、お嬢！」

「組のみんなの生活がかかってるし。それに……」

「お嬢……。くっ、アッシらのために……」

　やり取りを聞いていると、なんとなく伊織にも事情がわかってきた。

　……ていうか、米の家ってヤクザだったのか。

「イネくん。なぜ相談してくれなかったんだい？」

　と。完璧超人が椎名に声をかけた。

「総そう一いち郎ろう様……いえ、あの、アタシの問題ですし」

「だがキミは、その相手と結婚したくはないのだろう？」

「それは、ええ。だってアタシは……アタシが好きなのは……」

　椎名はうつむいて、唇くちびるをぎゅっと噛かんだ。

「アタシが、好きなのは……」

　顔を上げて彼女は続きを言おうとした。が──その前に、完璧超人が口を開いた。

「そういうことならば、私が力になろう──」




「イネくん。私の婚こん約やく者にならないかい？」




「「「は？」」」

　その場にいる全員が完璧超人の発言に同じ反応をした。言われた本人である椎名はもちろん、伊織も景も、成り行きを眺ながめていたヤクザの男たちも、黒服も、全員だ。マナだけは意味がわからないらしくきょとんとしていたけれど。

　次の瞬しゆん間かん、ぼんっ、と椎名の顔が真っ赤になる。

「ちょっ、えええええっ、なっ、そ、総一郎様!?」

「なに、しばらくの間そういうことにしておこうという話だよ。婚約者という名目があれば顔も立つだろうし、援えん助じよもできるしね」

　くいっと眼鏡を押し上げる完璧超人。

「え!?　あ！　そ、それは、そ、そそ、そうかもしれにゃっ」

　椎名は噛んだ。

「しれませんけどっ」

　彼女が言い直すのを聞きながら、伊織は考える。

　……ええと。つまり時雨さんは、米が不本意な結婚をさせられないために、しばらく自分が仮の婚約者になる、って言ってるのか。

　いきなりの婚約者話に驚おどろいたけれど、完璧超人なりの理由があったわけだ。

　……いやでも、さすがにそれだけが理由ってわけでも……

　涼すずしげな総一郎の表情から真意は掴つかめなかった。けれど椎名の気持ちはちゃんと届いていたのかもしれない。

「よかったですねお嬢！　時雨財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しが相手ならウチも安あん泰たいですよ！　どこからも文句は出ませんぜ！」

「もちろん無理にとは言わないよ。イネくんが嫌というのであれば──」

「いっ、イヤじゃないです！　ふ、不束ふつつか者ものですがよろしくお願いします！」

　がばっと椎名は頭を下げた。

　しばらくの偽ぎ装そうということだけれど──ともあれ彼女はすごく嬉うれしそうだった。
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　話をつけると屋や敷しきの奥に向かった総一郎と椎名を残し、伊織たちは帰ることにした。

　駅へと向かう道すがら、マナと景が話している横で、伊織はソフィアに電話をかけた。マナの無事を伝え、ことのあらましを説明する。

『そ、そうなんだ。す、すごいね』

　話を聞き終えると、ソフィアはそう言った。

「ああ……とんでもないよな、あの人は」

　椎名の事情にも驚かされたが、それをあっさりと覆くつがえしてしまう彼はやはり完璧超人ミスターパーフエクトだ。

　そう思って言ったのだが。

『いや、あたしがすごいって言ったのは、いおりんのことなんだけど……』

「俺？」

『だって倒たおしちゃったって……』

「え、ああ……まあなんかその、勢いで……」

　伊織はガーゼを貼はり付けた頬をさすった。

　けっきょく──マナがさらわれたのは人ひと違ちがいだったわけで、あんな大立ち回りをする必要はなかったことを考えると、暴走した自分が恥はずかしかった。お互たがい様とはいえ、あのサングラスの男にも悪いことしてしまったような気もしてくる。

　電話の向こうからは、クスクスと可お笑かしそうな笑い声がした。

『でも……みんな無事でよかったよ。じゃあね、いおりん。また明日あした、学校で』

「ああ、また明日」




　そうして地元の駅に戻ってきた。

　空には月がぽっかりと浮うかんでいる。住宅街の道を三人で歩いていると、景が言った。

「では先せん輩ぱい。マナを頼たのみます」

「え？　送ってかなくて大だい丈じよう夫ぶか？」

「すぐ近くですし。邪じや魔ま者ものは早々に退散することにします。──マナ、ちょっと」

　景はマナの耳元に口を寄せ、何事かささやいた。

　途と端たんにマナの顔が赤くなる。

「け、景ちゃんっ」

「がんばってね。マナ」

　マナに向かって親指を立てると、景は角を曲がって去っていった。

「はぅ、景ちゃん……もう……」

　マナはぶかぶかジャージの袖そでに隠かくれた手で胸を押さえて、すー、はー、と息を吸ったり吐はいたりした。こちらにまで緊きん張ちようが伝わってくる。

「え、えっと、マナ？　藤村はなんて言ってたんだ？」

「センパイ……！　あのっ」

　真っ赤な顔を上向けて、マナは伊織を見つめてきた。

　瞳ひとみに映り込んだ月の光が揺ゆれている。

　ドキリとした。ヤバイ、と思った。なにがヤバイのかわからないが、とにかくヤバイ。

「あ、あー……その、なんだ」

　息苦しくなって伊織は話題を探した。後ろ頭をかく。

「そういや、おまえに言っとかないといけないことがあってさ。その、おまえの目的のことでさ……あ、ていうか、もう元に戻ってるってことでいいんだよな？」

　無む性しように気恥ずかしくて、しどろもどろになった。

　と。

「……もうセンパイにはかないません。わたしの負け、です……」

　唐とう突とつに。マナは負けを認めてきた。

「へ？　負け？」

　ぶるりと肩かたを震ふるわせ、マナは頬ほおをいっそう赤くした。伊織の目をまっすぐ見つめたまま、




「……好き」




　か細く、今にも消え入りそうな声だった。




「好き……好きです。好き……好き……好き……好きっ、大好きっ」




　繰くり返しマナは言ってきた。

　──好き。大好き。

　頭が痺しびれたようになり、上う手まく働かない。

　立ち尽つくす伊織をマナは潤うるんだ瞳で見上げてくる。

「これ、アタックじゃありません。わたしの本当の気持ちですから……わたしはセンパイにメロメロになっちゃいました。いいんです。わたしをあなたに全部あげます。わたしの全部はあなたのモノです……好きにしてください。わたし、センパイに絶対服従です」

「──い、いや！　絶対服従って！　待てって！」

　我に返って伊織は言った。

　……そりゃ、たしかに黒マナから元に戻すため、メロメロにしようとはしてたけど！

　いざ絶対服従すると言われると、どうしていいかわからない。

　困っているとマナは目を細めて淡あわく微笑ほほえんだ。

「その、ごめんです……」

　うつむいた。ツインテールが肩の上を滑すべり落ちる。

「やっぱり、わたしなんていりませんよね……」

「……っ、違ちがう。そうじゃないっ」

　慌あわてて言った。また、同じ失敗をしてしまうところだった。

　……不安にさせてどうするんだよ。

　ずっといっしょにいたい。そのために伊織を絶対服従しようとしていたマナ……

　伊織はマナの背中に腕うでを回した。小さな体を思い切り抱だきしめる。

「マナ……心配すんなよ。俺も同じ気持ち、だからさ」

　強こわばっていたマナの体から力が抜ぬけていくのがわかった。

「ほんとに……？　センパイ……」

　顔を上げたマナは目を閉じると、唇をすぼめた。背せ伸のびをしてくる。

「ああ……」

　伊織も首を傾かたむける。




「センパイ……ん」




　二人は長い長いキスをした。








　エピローグ




　──それから半月が過ぎた、昼休みのことである。

「ちょっと聞いてよ伊い織おり！」

　ばんっ。

　と両手で、伊織の机が叩たたかれた。顔を上げると、夏服の椎しい名なが目の前にいた。

　いつものことにため息をつく。先回りして言ってやる。

「……なんだよ米こめ。また時雨しぐれさんにデート断られたのか？」

「っ、そ、そうよ！　悪い!?」

「悪くはないけど、いい加減、俺にグチるのやめてほしいな……」

「ねぇヒドいと思わない？　アタシ婚こん約やく者なのにー！」

「ああ。うん……そうだな」

　適当に相づちを打つ。どうせ椎名は言うだけ言ってストレスを発散させたいだけなのだ。こっちの言葉なんか聞いちゃいない。

　椎名と総そう一いち郎ろう。あの一件で婚約者になった二人だが、あくまで婚約は形だけのものだった。そして実際その通りの関係になっている。総一郎曰いわく「イネくんには自由に恋れん愛あいをしてほしいからね」とのことだが、相変わらず真意は謎なぞだ。

「いろいろ色っぽい下着だって用意してるのに──って、伊織聞いてんの!?」

「あ、うん。聞いてる聞いてる」

「あーもう！　ホント腹立つわこの色ボケ男！　あのガキ以外はどーでもいいってゆーわけ？　ねぇソフィア！　アンタも言ってやりなさい！　文句を！」

「ふぇ？　あたし？」

　隣となりの席でソフィアは自分を指さした。

「ちょ、ソフィアは関係ないだろ！　ていうか色ボケっておまえには言われたくねぇ！」

　椅い子すを鳴らして伊織は席を立った。椎名とにらみ合う。

「は？　なに言ってんの？　どーせ毎日家でイチャついてんでしょ？」

「してねぇ！」

「ウソ」

「嘘うそじゃないっ。あれ以来、あいつからアタックしてくることもないし──ってなんで俺の話になってんだよ」

「ふーん。へぇ。ほぉー」

　椎名は意味深な目を向けてきた。横を向き、

「だってさソフィア。アンタまだチャンスあるんじゃない？」

　ソフィアは困った笑えみを浮かべた。眉まゆを八の字にする。

「うーん。でももう、あたしは二番でいいかなって思うし……」

　うっ、と伊織はうめいた。

　ソフィアの発言を受けたクラスメートたちの冷たい視線が突つき刺ささってくる。

　愛人？　サイテー。マジパネェ。

　そんなひそひそ声が聞こえてきた。

「えっと……ソフィア。だからさ……そういうこと言うのはやめてくれって……」

　あはは、とソフィアは肩をすくめた。

「ごめんねいおりん。だけど嫌いや。だってあたしはね、思ったことはちゃんと言うことにしたんだよ。迷めい惑わくかもしれないけど、これが今のあたしの気持ちだもん」

「あ、う……くっ」

　言葉に詰つまり、伊織はガクリとうなだれた。

　ストレートに下ろされた銀色の髪かみが、窓から吹ふき込んできた風に揺れている。

　そう。ソフィアはあの日以来、本気モード継けい続ぞく中なのだった。ふとした拍ひよう子しに、さっきみたいに好意をカミングアウトしてくるのである。

「はぁ、まったく……開き直ったアンタってある意味、最強よね」

「ふぇ？　そうかなぁ？」

　椎名の言う通りだと思った。

　……強いよな。

　ソフィアのメンタルは尊敬するしかない。マナに嫌きらいと言われてひたすら落ち込んでいた自分が情けなくなってくる。いや……だからって愛人関係を受け入れたりはしないが。

　と。携けい帯たいが震えた。メールの着信だ。

「えっと、景けいからだ。『今日はマナ、クラスの友だちとお昼を食べるから行きません』だってさ」

　ソフィアと椎名にも聞こえるように読み上げる。

「……うーん。今のライバルは藤ふじ村むらさんかなぁ」

　ソフィアがぽつりと言った。

「ん？　えっと、なんの話だ？　ライバル？」

　話の流れからして、ソフィアと景が競い合う要素はどこにもなかった気がするのだけれど……なんのライバルなのだろう。

「アンタ、わかってないの？」

「へ？　だからなんの話だよ。景がなんでライバルなんだ？」

「それよそれ。アンタなんであの子を名前で呼ぶようになってんのよ」

「？　いやこの前『これからは名前で呼んでください』って言われたからだけど」

　そのほうが呼びやすいでしょう、と言っていたのだ。実際、呼びやすい。

　景は相変わらずマナを溺でき愛あいしている。この前も、マナと二人で出かけようとしたら景もいっしょについてきた。そのときに言われたのだ。

「それがなんなんだ？」

　真ま面じ目めに質問したのに、なぜか二人にはため息をつかれた。

「なんなんだよ……」

　よくわからなかったが、まあいいか、と伊織は思った。それよりも……

　と、景のメール。読まなかった部分に目を落とす。

『例の件。マナに伝えておきました』

　ありがとう、と返事を返した。

「…………」

　迷ったが、やっぱり話すことにした。

「えっとさ。二人には、っていうかソフィアには……話しとこうと思うんだけど」

　──今日、俺は……




　放課後になった。

　屋上でマナを待ちながら伊織は緊きん張ちようしていた。

　いつかも同じように、ここでこうしてマナを待っていたことを思い出す。

　と。

　キィ……、と屋上の扉とびらが開き、マナが顔を出す。

「セ、センパイ？　景ちゃんに聞きましたけど……だ、大事な話ってなんですか？　家で話せないこと……ですか？」

　黄色いリボンを風に揺ゆらし、夏服のマナは、伊織の前へと緊張した面持ちで歩いてきた。

「いや、家でもいいんだけどさ……その、やっぱりこういうのは、シチュエーションも大事だからな」

「は、はぁ……そ、そうなんですか」

「…………」（ぽりぽり。頬ほおをかく）

「…………」（もじもじ。指先をいじる）

　お互たがい見つめ合っては、照れて顔をそらすことを繰くり返した。

　……って、あーもう、なんでいつまでもこんななんだよ俺は！

　昼休みに椎名に言ったことは嘘ではなかった。家でイチャイチャなんてしていない。

　まあ……やりたくても、できていないのが本当のところだ。

　その理由は……

「ええとだな、その、おまえ、俺とずっといっしょにいたいって言ってたよな」

「え……はい……そうです。わたしはセンパイとずっといっしょがいいです。でも……センパイが嫌ならいつでも捨ててくれてもいいんです。だってわたしはセンパイのモノですし……」

「だ、だからっ、それやめろよなっ」

　これだ。

　あの日以来、マナは『わたしはセンパイのモノ』と言って聞かないのである。

　同じ気持ちって言ったはずなのに、どうもちゃんと伝わっていない。

　ぶっちゃけ伊織の言うことならなんでもしてくれそうな気配で……

　ていうかたぶん、いや絶対……なんでもしてくれる。

　だからダメなのだ……いやダメじゃないんだけど……なんと言ったらいいのか、つまりなんかこう罪悪感みたいなものを感じてしまってダメなのだ。素す直なおにマナを求めることができない。景なんかに言わせると、「それでこそヘタレ紳しん士し」らしいが、そんな称しよう号ごうはいらない……

　だから。

　マナとの関係を今度こそきちんとしよう。はっきりさせよう。

　そう決意したのだ。

「マナ。俺は、もっと対等でいいと思うんだ。どっちかが誰だれかのモノじゃなくて、俺たち二人で、お互いを半分ずつ絶対服従し合う関係──ていうのかな」

　伊織は言った。マナの目をまっすぐ見つめる。

「半分ずつ？」

「そうだ、対等っていうのはそういうことだ」

「対等……」

「ケンカすることもあるかもしれない。だけど安心していいんだ。半分ずつお互いを絶対服従させてるわけだから、けっして離はなれることはない。なにがあったって、ずっといっしょなのは変わらない」

「ずっと、いっしょ……？」

「ああ……そうだ。で、ええと、これは法律的な意味ではなくて心意気の問題っていうか、そういう関係でいようっていう、二人の気持ち的なアレなんだが……」

「？」

　きょとんとされる。

「つ、つまりだなっ」

　握にぎっていた手をマナに向かって突き出した。手のひらを開いてみせる。

「指輪……ですか？」

「そんな高いやつじゃなくて悪いんだけど……まあちゃんとしたやつはそのうちな」

　開いた手にあるペアの指輪の意味を、マナが理解するのを待って、続ける。

「これは証あかしだ」

　見開かれたマナの瞳ひとみに、じわりと涙なみだが浮うかぶのが見えた。

「約束をしよう、マナ」

　深く息を吸って、言葉を紡つむぐ。

「なにがあっても、ずっといっしょにいるって約束を。──結けつ婚こんしよう。マナ」

　にっこりと満面の笑みをマナは浮かべた。










「はいっ」











ＥＮＤ










　あとがき




　お手にとっていただき、ありがとうございます。春日かすが秋あき人とです。

　絶対服従カノジョ。の三巻目をお届けします。いかがだったでしょうか。

　うっかり自分に魔ま眼がんを使ってしまったマナ。本末転倒で目的を失った彼女はブラックモードに突入し、どうする伊い織おり!?　な最終巻、お楽しみいただけたなら幸いです。

　この先、マナや伊織たちがどうなるのか、もう私にもわかりません。ずっとイチャラブ時空が続くかもしれませんし、魔眼を巡めぐる異能バトルが勃ぼつ発ぱつするかもしれません。突然マナの妹を名乗る少女が押しかけてきたりとか、Ｓさんの逆転ホームランが……あ、あるかも……？　とかとか。そんな『もしかしたら』を想像するのも楽しいですよね。

　最後になりましたが謝辞を。イラストレーターの樹き人と様。担当の山やま田だ様。本作に関かかわっていただいたすべての方々。何より読者の皆様。ありがとうございます！

　それではまた、いつかどこかでお会いできることを願って。


春日秋人
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絶ぜつ対たい服ふく従じゆうカノジョ。




３．いいか、俺おれに服ふく従じゆうしてくれ！















春かす日が秋あき人と













平成24年9月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2012 Akito Kasuga, Kito/Fujimishobo












item/image/p043.jpg





item/image/p285.jpg
RIS AT,
"RABEN/ :/30®J il
MBS T4, 7L3)0 5 N3N TLER
U3ALEST FHRA A RGP L LK,
FAeE L= /4T 56kt
K432 1 YATTAN

RFIRER,CVEES l\
&M\l')‘:‘\\il,t  —

Eit_ﬂ/ﬂﬁ\b
ftism-7
B30Tt





item/image/p079.jpg





item/image/p033.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
EHUA
onIHBmEE

BEILRERE. FBET7VIITKR
BEIREZEETHDAME MHENIRIE
H/V3.]TTFEa1— AEDE
ZEH T DRECERDD. 17
T VIELTHT 7S UATOHE
HYETBEICIE D e BARTIDBEE IR
5» hDUEEDHRICED TE A

feleUAay TILDRESIFEF,

ASANBA
AN=FY1>  RIBER (NARTIS)






item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付











item/image/keep-space.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/cover-image.jpg
3

VD, IS
BR#EL TS

Zettai Hukuju Kanojo 3
Listen, bend the knee
to me!

)
& / TrEI TN E
=





item/image/p109.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/p201.jpg





